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地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の防水効果を発揮して程ります
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大 手 町 ビ ル

新 朝 日 ビ ル

丸 の 内 東 宝 劇 場

図。事課

に 使 用 さ れ た

嘉 吉 安 雪 苛τ え|

千 代 田 ビ j レl

結果的私的和・。ゑも村

ｊｾ うマウ〉卜耐子 ｚ 業献金祉
本社 ・ 工場 福島県郡山市 長者 ｾ ｉ ｔＲＲＵＧ ，ＭＨ ｩ 話 Ｈ 郡山 Ｉ Ｓ ＴＵ Ｑ Ｍ Ｔ

東 京 出 張 所 東 京都 中 央 区 八 重 洲 6 - 1  ( EI 東 紡 ) ビ ル 電 話 (東 京 )側 7205- 6

大 阪 出 張 所 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 8  5 北 浜 清 友 会 館

電 話 (大 阪 )凶 033 1- 4

( 1日 東 紡 紛 (株 ) 大 阪支 底 内 )

電修 東洋リノリユーム 22

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代) 353い 大 阪(48) 44叩

東 京 支 1苫 東 京 都 中央 区 銀座 4丁 目三 和ピノレ

電 話 京 橋 (56) 17 0  I ・2564

メ議 定 事 務 所 大 阪 市 東 区 瓦 IsJ 2丁 目三 和 ピ ル

電 話 北 浜 (23) 03  7  5  - 03  7  9  
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。 ソ フ ト な 感 触

く〉優 秀 な 耐 久 力

く〉美 し い 色 彩



セ メ ダ イ ン を 用 い て 施 行 さ れ た

ノ ン ス リ y プ ( 華斤朝日 ビ ル )

施 工 法 を 一 変 し た

U 液イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5… 木 レ ン ガ ・ ノ ン ス リ ッ プ

テ y ク ス ・ハ ー ド ボ ー ド 等

を コ ン ク リ ー 卜 又 は 木 部 へ

N O .  6 0  I … 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ク ロ

ス 類 の 接 着

N O .  I  5 0 0 ・・金属 ・ガ ラ ス ・プ ラ ス チ y

ク ス の 接 着 • 
建 築 田

1: # 7

1

...，. .... 
発 売 元 東 京 セ メ ヲf イ ン 商 事 棺 式 会 社 東京都千代田区神田五軒町 3 脳:)3131

大 阪 セ メ ダ イ ン 高 事 株 式 会 社 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之T 41 1m3456 

名 古 屋 セ メ ず イ ン 商 事 株 式 会 社 名 古 屋 市 中 区 上 前 海 町 1 2 4 ) 0845

平Jf トMPボイラ

煙管式ボイラの革命見現るノ

⑩ 
特 許

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

2  
株式曾枇平川鉄工所

日提供iこて

' m刀ス温度 lQ7

0

C

経費節減527万円♂

利益をｾも
女 高 性 能

.  
語 射 型

"  
女 石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間) の燃料節約額

7' x 30' ラ γ カν ヤ ボ イ ラ と

比較 して

工|引 1- ;1<1' ¥: ボイラ 、、ド川 ~機関車 1¥1ボイラ

<l 営業科 目ト

、|勺11- 娘刷ボイラ 、外ボイラ 全 般 ・翰.i2i 機械

本 11: ・[ 1崎 大 山 ､￮ 大詰 ｾ ｉ 正大仁 ｩ 珂 Ｒ の Ｑ ¥ll ぷ lui 品@ 1 9 7 5 - 8

IIi J;r 営 ti J9i J.UJ;r 吊}L IJ夫 区八 五州6の7 ;G，f/i @ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九州 111jll 所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野 545 Hl 話 小 企 ⑤ 1 3 6 2
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 機 型 引 張試 験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ って試 験 す

l  

/  

iif ll 用 命 は 全 固 有 名 土 木 機 械 工 具

金 物 庖 へ 御 照 会 願 い え す、
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トラ ら クレーＩｾ

木製扉

用，ｃ ｾ 二 ｚ ､ ｴＳ ｦ 入 Ｉ 復車・単車 ノ、ン ガー
鉄 扉

杯 50亨ん 60協 ，70務 ， 

の 他 プ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

カープレール

種 目

ガイドレール

*  

島

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会

闘し 〉ます ‘ カタログ進呈

そ

[  25 三 谷 製 作 所 .足立? : V J 2 l  
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の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  ( こイ吃る

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

OP A L  

ビル・ア パ ー トはもとより ＭｦＮｬｾ住宅 Ｇ

にも御採用頂け るよう寸法や伽絡の点では従来最もよく

定 価

陶 器 ( 1級 ) L 220 ￥ 2，900 

金 具 ( OoY o百 u fll )

立J j ，牧 T 2 0 5  Y  

@ ￥ 600  ( 21附) ￥ 1，200

11:. ノl，n T 4 A Y

@ "i 670 ( 211!J ) 干 し340

IJf ノド余呉 T 6 P "i 1，21 0  

パ y クハンガ

l収付木 ヰジT L  220D￥ 200 

計 ￥ 6，850

参 考 定 価

ζ 死廓おμ j，l p 愛用頂川た製品 L - 9 2 を基準として 考慮いたしました 。

陶 器( 並級 ) L  2'20 ￥2，320 . .  

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社

小倉市篠崎町4 5 8 大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の3 T E L ⑧ 4518 - 9  

T  E .L ⑤ 2481 - 5  告地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島・ 高松 ・札幌

3サI • 一

fλ .  

γ 一 ι.- ザ. 哩

f  o!.'心，!. ， 

茅ケ崎工場

神奈川県茅ケ崎市

T  E  L  2 1 0 5 - 8  

金 具 しアグ' 1<- fJl )  

品主-本i 枚 、K 2  0  5  Y  

'@￥ 510  ( 21悶) ￥ 1，020

止 水 絵 K 4 A Y

@￥ 570 Ｈ ＲＱＱｾ ＱＩ￥ Ｑ ， ＱＴ Ｐ＠

IJF;!<金具 K 6 P C ￥ 1，03i  

，ｾＮｾ・二 ｬ
特殊加工が してありますから，どんな糊でも J .・〓 東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

1.-.-.-. - それは感触が柔らかし手入れが簡単でしか

叉 素 人 で も 容 易 に 貼 れ ま す 。 . _ ・ ・ ・ ・ も毎日多数の乗降者 fC耐え得る等その特性が

インク，油， 手垢等の汚れも石鹸水できれい 他の床材より 優れている事が認められたから

です。

ICとれて水拭が可能です。 ( 特許出願中) 標準寸法帽6尺 × 長 30磁 × 厚2.5粍( 1巻 15鐸)

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東京都葛飾区本回四ツ木町54 電話葛飾 ( 69) 1 9 4 6 - 9  

( 全国有名内装工事庖 iζ 御照会下さい)⑬ ( カタログ贈呈)
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員 の 受 彰

本年の国土建設週間l己際し. 下記会員諸氏は建設関係功労者とし て建

設大臣から表彰せられました。乙乙に誌し てその栄誉をお桜び申し上げ

ます。

12  

弁 上 福蔵，g 河 村 茂 君 工 藤 寿 男 忍

銭 高 際 之 君 村 野 藤 吾 君 殺 本 述 厳 君

第 3 回建築写真コンクール入選者発表

I!  
'-..ー_ . /

標記コンク ールの入選者 ( 5 点) が決定いたしましたので. お知 らせ

申し上げます。 なおζ んごも継続の事業とし て催しますから何卒こ' 協力

• 
下 さるようお願いいたします。

言己

入 選 者 ( 順不同〕

建物 ( 大阪 ・堂島l乙て) 小 林 貞 彦 氏

原爆ド ーム( 広島にて) 三 川 栄 吉 氏

無 題 ・3 点 松 井 邦 彦 氏

'‘  

ノ

追て，入選作品は i欠号に掲載いたします。

昭 和 33 年 8 月

ア サ ヒ ビ ー ル 吹 田 工 場 見 学 会

‘  

1 と き 8 月 23 日( 土)

1  . 集 会 所 本 会 前 ( 集合) 午後 1時20分

1 . 行 程 本会前 l 時20分発→アサヒ ヒーノレ吹 田工場 2 時一同工

場 3 時30分発一大阪駅西口 4 時頃解散 ( 金行程を貸切

パスを利用)

1  .  申 込 20 日までに会費 ( 50円 ・バス代〉を添え てお申込み下

さい。但 し定員 ( 50名) に達した時は〆切ります。

同r

、



暑 中 御 見 舞 申、上 げ ま す 昭 和 33 年 盛 夏 ( 50音順)

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 糸 井 直 太 l1s  

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 47 大阪市西区土佐婦船町23( 大阪商工ピル〉

電 @ 2  0  1  3  
.  

7  2  1  5  株 式 会 社 内 外 土 木 建 材 社

膏 木 友
一 内 - 海 栄 造

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 3 ー125 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 3 ー 7

東 洋 洋 瓦 株 式 会 社 社 長 臼 宝 蛭 石 株 式 会 社 取 締 役 社 長

j斐 井 貞 ミ，ふロ‘  

伊 東 l1s  五

大 阪 市 北区堂島中 2 丁目 37 - 3

有限会 社 双 星社竹腰建築事務所
大 阪 市 阿 倍 野 区 北 畠 西 1 - 4 0

j斐 海 正 雄 伊 東 正 也

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 6  9  大阪市北区綿屋町 5 電 ⑧ 6028

浅 海 電 気 株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

麻 村 サ ッ シ ユ 工 業 株 式 会 社 井 上 浄 夫 -

大阪市城東区野江東之町 1 - 12 西 宮 市 印 子 園 3 番 町 7 1  

電 @ 1859 . 2854 ・5272 ・8016 株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖

兵庫県立 尼 崎 工 業 高 等 学 校 建 築 科 井 上 福 蔵

尼 崎 市 長 洲 中 通 2
• 

株大電式阪会@市社都 鳥 区 東 野 田町 2 - 15

佐商古業宇利吉一 ・・近酒藤徳金m蔵夫 ・・ 1安吊普藤元之助縫 ・山田 修

530 ・2823 ・4038 ・4782

井 上 級 代 表 取 締 役

安 藤 芳 雄

井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 4 0

大 M本土木株式会社 大 阪 支 庖
日新工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

池 田 宮 彦

.c，. 

村 騰I  

自宅堺 市 上 野 芝向ケ丘 4 T1405 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 上 1- 41

大阪市西区京町掘通 2 丁目 3 7 - 2  ( 株) 大阪建築事務所 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 社 長

石 )1 1  寛 入 i工 雄 太 l1s  

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 岐 阜 市 上 材 木 町 373

石 )11  建 築 事 務 所 入 江 設 計 事 務 所

石 丸 正 名

岩 崎 甚 太 l1s  

大 阪 市 北 区 以 砂 町 3 2  

株式会社戸田組常務取締役 ・大阪支庖長
兵庫県川西市栄根字豆阪 1- 11

"  
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暑 中 御 見 舞 申 上 げ ま す 昭 和 33 年 盛 夏 ( 50音順)

上 西 圭

ユム

，ロ 尾 崎 博

東 京 - 大 阪 名古屋

株式会 社 建 材 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

4  
内 田 成 之

置 塩 章 ・ 置 塩 光

須 賀 工 業 綜 式 会 社

ル

ル

所

ビ

ビ

ー
ム

l

l

み

A

T

n

M

・

老

日

務

新

松

お

m

川

事

一

町

日

京

築

川

和

区

老

田

建

昭

生

同

市

境

阪

戸

大

神

鐙

'‘ 
株式会社 エ ー ビ ー シ ー 商 会 大 阪 出 張 所

笠 原 梯
=ム、

'ロ
.as  

-町
大阪市西区京町堀通 1 - 18( 日新ビ ノレ)

包 ｾ 0  5  0  0  3  9  1  5  

一一一一 ト一一一

田島応用化工株式会社 大阪出張所

大 林 芳 .as  

辛 木 貞 夫

大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 7  5  

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長
東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

岡 .as  河
b ー

ロ
貞 f!s 

大 阪 市 北 区 堂 山 町 株 式 会 社 大 林 組 本 底 常務取締役

尾 亀 清 四 郎

河 東 義 方

枚 方 市 枚 方 2  ;3 8  

大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差Hl J 4 9 - 1

大 阪 郵 政 局 建 築 部

• 
株 式 会 社 昭 和 建 築 設 計 事 務 所

岡 本 行 善 ・ 林 唯 夫

神 田 正 平

本 社 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通5・23- 3 繊維問屋街22号館

也事l' 戸0 4454

出蔵所大阪市西区靭南通1-14 m 大阪 @2217

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 - 38

株式会社 日本シャツター製作所

河
士

ロ 之 助 栗田 政
、，矢

.as  

司E

大阪市南区瓦屋町 4 - 8 電@ 34，59 ・6957

小 河 建 築 設 計 事 務 所 長

大 阪 市 西 区 南 堀 江 1- 14

大 阪 朝 日 溢 青 株 式 会 社

'  
奥 村 太 平 栗 原 信 虎

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1 - 5 1 I  大阪市北区永楽町 8 日産生命館

株 式 会 社 奥 村 組 社 長 |  栗 原 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

尾 崎 久 助

、
l

 

J

 
西 岬

大 阪 市 英 区 北 浜 5 - 1  3  

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

大阪市西区阿波座下iill ;:l - 2 8 - 1  

電 励 7 8 3 0 @  2 0 8 0  

株 式 会 社 田 中 小 西 吐 きE事務所
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林 清 萌

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 11

株式会社 新 住 宅 社

清 水 和

大 阪 市 東 区 瓦 町 4 - 2 3

山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 大 阪 支 社

‘
、

・
・
・

J

'

 

林 得 志

大阪市北区堂島北町19 電③-1，319

小 林 得 芝 、 建 築 事 務 所

白 杉 嘉 明 、

株 式 会 社 大 林 組

谷

斎 藤 光 夫

大 阪 府 箕 面 市 百 楽 荘

菅 Bs 

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 1 - 37

株 式 会 社 大 阪 篭 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

相・

坂 内 Bs  幾

大阪市西淀川区御幣鳥中 1 - 2

坂 内 建 築 設 計 事 務 所

3頁
:.1.・、

，ロ Bs 賀 豊

佐 藤 四 Ds 

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役社長

名 古 屋 市 東 lメ 布 池 町 3 2  

佐 勝 四 郎 建 築 事 務 所

菅 聖子 栄

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所

佐 藤 太 木

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 2  

近 級 定 気 工 事 株 式 会 社 社 長

鈴 清 市

大 阪 市 東淀川区新高南通 1 - 1 4

株 式 会 社 ケ ン ト ク 取 締 役 社 長

佐 村 実 進
木

大 阪 市 東 区 京 橋 前 之 町 2

合 資 会 社 佐 村 木 商 庖

高 橋 • 
大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 2 - 17

回 辺 工 業 株 式 会 社

座 建 築 事 務 所 橋高 慶 夫

大 阪 市 北 区 中 之 島 - 1 ， - 3 3

東 京 都 中 央 区 築 地 3 - 8

自宅大阪市東淀川区相川中通 2 丁目 2 - 4

大阪市西区京町堀通2丁目 37 - 2 ( 株) 大阪建築事務所

• 

田 男 腰

神 戸 市 生 田 区 楠 町 5 丁目 2 - 4

三 田 建 築 設 計 事 務 所 所 長

竹 健 造

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁目 3 7 - 3

有 限 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

太 刀 川 達 太 郎
宮

山 :弐

大阪市西淀川区御幣島町中 3 - 4 電@1454- 6

株式会社 不二製作所大阪支庖取締役支庖長

垣 正

妹 式 会 社 明 正 社
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暑 中 佐11 見 舞 申 上 げ ま す

田 遁 信

株 式 会 社 大 林 組

田 キサ 観

大阪市東区南久宝寺 ( 心斎橋筋)

亀 井 株 式 会 社 社 長

地 頭 政 人

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0  

株 式 会 社 小俣製作所大阪出張所取締役所長

塚 本 猛 次

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

東 畑 謙
一
一

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1 9

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

中 西

........ 

1! s  
，、

大阪市北区中之島 3 ( 朝日ビ Jレ〕電@9531

中 西 六 郎 建 築 事 務 所

中 松 通 明

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5- 3

東洋陶器株式会社大阪営業所所長

長 尾 正 大

大阪市大淀区天神橋筋 6 - 5 天六阪急ヒ' " レ 4 階

日本エレベ ータ工業株式会社代表取締役

西 沢 藤 生

芦 屋 市 宮 塚 町 3 5  

西 唱周 徳 太 1! s  

箕 面 市 桜 ケ 丘 3 2 0

昭 和 33 年 盛 夏 ( 50音)1頃)

伴 秀 雄

株式会社西原衛生工業所大阪活

平 田 伊 一 1! s  

一

大 阪 市 西 区 阿 波 同 月 中 1

株式会社 平 田タイル取締役社長

平 田 定 男

大阪市東淀川区三津屋南iill l - 3 9

平 田 建 築 構 造 研 究 所

福 岡 庄 一
自H

滋賀県甲賀郡石部町大字石部2476

Il 本スタツコ株式会社取締役社長

福 永 薫

大阪市南区li l i ' l 鹿町通 4 - 61 電⑧5189

福 永 建 築 設 計 事 務 所 所 長

福 頼 圭 蔵

大 阪 市 西 |叉 西 長 堀 南 通 1- 2

株式会社新興建材工業所代表取締役

福 田 朝 生

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目37- 3

有限会社双星社竹腰建築事務所

福 田 好 雄

大阪建材工業株式会社取締役社長

藤 井 徳 義

大 阪 市 北区絹笠町16 大江ピル

新 晃 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

藤 木 正 一

大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 17

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 社 長



暑 中 御 見 舞 申 上 げ ま す

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 盛 ネ土

宝 来 佐 市 fm 

大 阪 市 東 i文 京 橋 3 ー 75

株 式 会 社 大 林 *Jl 

牧 キサ 利 勝

大阪市東区横期 2 - 70 包@ 5035- 9

株式会社間組大阪支庖取締役支庖長

増 回 太 tls 

大阪市 西区京町堀上通 2- 21 電f D4045

建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 分 室

町 田 信 主'ι ロ‘  

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

東洋リノ リユー ム 株 式 会 社 取 締 役 社 長

松 井 手H 彦

大阪市北区南垣町80 m代⑧178 ・4161

耐酸化学工業株式会社 取 締 役 社 長

南 建 築 設 計 事 務 所

京 郎市東 山区木町19 屯 ① 3242

南 長 吉

大 阪 市 南 区 m鹿 町 通 1- 4 4

資久工業株式会社大阪支庄支庖長

向 井 保 晴

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

村 井 幸 Iιロ‘  

布 施 市 横 沼 町 1- 46 

敷 烏 金 物 株 式 会 社 専 務 取 締 役

昭 和 33 年 盛 夏 ( 50音順)

キサ 石 秋
τロf:::o 

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 3 - 20

浪 速 合 板 株 式 会 社

キサ 上 一 tls 

大 阪 市 浪 述 灰 北 日 東 町 145

サンエス石 J:F株式会社大阪営業所取締役所長

室 谷 山 7.1< 

大 阪 市 北 区 堂 ビ ノ レ 5 階

株 式 会 社 室谷商} ; J : ;

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖 大 阪 出 張 所

大阪市東阪高麗橋 2 野村ビ l レ5 階

山 口 吾 tls 

自宅 市22西1令市灰述栄江i E 2 - 5 1式52E屯22@会中代3439社18 3  

大不阪二 設戸掘株南3-

山 田 文 ;欠

大 阪 市 西 灰 京 町 姻 上jill 1ー 7

山 田 工 業 株 式 会 社

山 本 龍 太 tls 

大 阪 市 北 灰 西 郷 川 町 1 5  

株式会社 ヤ 7 ト 沼 気 商 会

横 田 喜
一 fls 

大 阪 市 西 成 灰 橘 jffi 9 - 24  

株 式 会 社 工 英 社 代 表 取 締 役

吉 田 信 武

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

鷲 尾 健 一
一

大 阪 市 都 島 区 東 野 田

大 阪 大 学 工 学 部 構 築 工 学 教 室

，ー

‘  • 

、.

‘  
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株 式 会 社 東 京 銀 行 心 斎 橋 支 底

J  

設 計 施 工 大 成 建・設 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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会 議 室 ・床 リ ノ リ ュ ー ム 使 用 東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

株 式 会 社 東 京 銀 行 心 斎 橋 支 庖

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

答品百」え営業主( 大} l _ Uｩｾ 竜紋Ｉ 11I 本 Ｈ御［［ｾ鍋イ ｩＩ

カクンタ一位! ( "  ，，)  ｉｾ 似Ｈ御影 ｩ＿ 金Ｉ 11I 本( 鍋イ i)

併 段 勉ｾ ( "  ，，)  11I 木ボーダー( 御影鍋イ i)

w  ( テ ラ ゾ ー 桑 尾 栄 ・ 茶 竜 紋 )

，. 

• 

米 国 エ ー ル 錠 前

独 逸 エ ー ル 錠 前

株 式 会 社 菅 商 底
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園町

4岨

東 亜 !紡 織 株 式 会 社 本 社 社 屋

設 計 ・ 株 式 会 社 東 焔 建 築 事 務 所

ー

施 工 不 ニ 建 設 株 式 会 社



役 員 室 。 床 リ ノ タ イ ル 使 用

東 亜 紡 織 株 式 会 社 本 社 社 屋

ilut i¥k ｉ 立 ｊｒ ノ ｊ ｾ ｉｾ＠ 1- 出 品 控 製 作 納 入

H妥冷J ; I } ・l: U 他 殺ＨＱ ｭ 川悦ｾ fト 盤 拠 作 納 入

制 iJUリit ，l ｩ｜ ，ＺＮＩ立 ｾｦｩ 操作 ｉ ｬｊ ｪ 路 川 正 気 工 *

ｕ 似ｾ ［ｾｾ＠ Inl ｾ品 川五Ｅ五半施 ｌ

森 井

信曹三長

時Z 業 株 式

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

. 6.  

コ'"

温 湿 度 指 示 計 器 盤

'Ii ;;( ・大 仇 ・t ， 占 I，.{ ・福 1，可

--

.. 

-e  

-、d

噛



-
e・

... 

'下，

‘  
.  

-町

-岨

ニユー スタ ー・ フロ アー ・ヒンヂ使用

日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 造 株 式 会 社

ニュースヲー・ドアー・チエツウ使用

東 亜 紡 織 株 式 会 社 本 社 社 屋

給 排 水 衛 生 設 備

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底



1 階 一 般 事 務 室 照 明 股 備

浅 海

10 

電 気 株 式

.<l島

=  

東 亜 紡 織 縁 式 会 社 本 社 社 屋

7・

社

• 

-• 
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東 亜 紡 織 株 式 会 社 本 社 社 屋

冷 房 設 備 工 事

5頁 賀 工 業 株

“  

..， 

式
. A  

=  
ネ土

':' :U .J"llll i;; 

11 

'..，j 



12 

内 外装ヲ イ Ｉ ｾ工 事

井 上 窯 業 株 式 会 社

東 亜 紡 織 株 式 会 社 本 社 社 屋

関 ケ 原 石 材 株 式 会 社

ム ー 関 ホ ー ノレ ・エ レ ベ ー タ ホ ー ノレ

椛 ・ 床 大 理 石 総 貼 り

N  K  K 式 急 速 炉 過 装 置

軟 水 工 業 株 式 会 社

IJi J;r ・大 限 ・1' 1，li 'i4

サ ッ シ エ

株式会社 不 二 製 作 所

1  

ｾ＠

.  

'  

..  

ザ

a  .  



-
、)

住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン ゲ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

ｾ＠

.  
司

、

所業工素美
株 式 会 社

ｾ＠
‘司

‘  
.  

日 本 ス プ リ ン グ ン 々 γ ター 協会 々 Q ( 大 限 )

白 木 戦 lil ン 守 y タ ー 協 会 々 Q ( 東 京 )

株式書1ft 三種シや''J'1- 製信用

木 社 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 23 電 話 大 阪(48) 2959 . 9748

営 業 所 東 京 札 腕 福 岡 名 古 屋 長 崎 l四日 市 京飾

. n 
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・ プ・デ D ン カ ~

東 レナイロ ン級車毛 ・鍛返は 1009hスパン

ナイロン糸を凌用したもので ・摩擦に強く

・ 弾 力 性 に 富み ・ ｾｬｬＮ墜さが少なく

・虫の害を全 く受けません

-つ

級車毛・鍛通

+  

このほか ｦｲｴｬｩ 絡低廉な ｬｏｏ ｾ ぢ ν ーヨンによる

東 レカーペッ トも好評を博しております

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社
発売元 ( 樵 1 泉 商 会

米国特許 No. 2， 591， 904  

英国特許 No. 760，605 

日本特許 No. 231， 698 

新

ま

ｾ＠
司F

"  

し い 塗 料 か

れ る 新 し い

ら 生

環 境

コ ンク リー ト ・モ ル タル ・プ ラス ター ・木 材 ・金 属

紙 ・繊 維 ・皮 革 ・そ の 他 あ ら ゆ る 材 料 に 深 さ と 魅 力

を与 える 高分子粒子状多彩塗料

• 
-

ヲヲ3 ート関電5ペイント

大阪市東区伏見町 5 丁 目27 - カタロ グ御希望の方 は当社宣伝課迄御申付け下さい .



保 全 特 集

表 紙 に つ い て

デずイ ン 山 本 向 li

組日 ず ェ ニ 3え の 住 型 軽

尚 昆> 徳 本 11-:

rllのなl ‘ ヅ ェエヌの糊丁を歩くと . ，1， 

朴さの中にしかも絡調の( . : j いI . I ! 壌によ

くI11 くわ寸ニとがある 。窓枠と俊市の

l' ' J - 7 の他に煉.1i:にJ!ll めよ んで他 勺

ているト ラパーチ ンの調 下 に う た れ

る。

建 築 と 社 会

第 3 9 集 ・ 第 8 号

先 価 l 部 1 8 0 門 ・ 送 料 A

聞 事1 3  3  '.¥' 8 月 2 0 n 印 刷

附 布1 3  3  iI' 8 刀 2 5 n 発 行

発 行 所 社 団 法 人 口 本 長s策協会

大阪 mw区 北 浜 3T n  37 

H. i 諦北浜③ 9648・9649・964011' i

仮 初 門 出 大 阪 3 9 9 7 5 11' i

発 行 人 沖 11¥ 誠 一

編 集 人 松 11' sI l 光

印 刷 所 旅 式 会 .  .1: fVf 文 .1

大 阪 市 北 区 蛍 ! l l mr 6  6  

包 括 @ 2 0 9 1 - 3 .11' i

印 刷 者 網 野 栄

建 築 と 社 会
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外 装 l 階 IE尚 li (ノi 成) 4:IfV  ... '" 

2階以上2丁街タイル貼，笠 Li人.tilLi

小1111，鉄部油性ベイント

南 西 面 全 最

設 計 者 の こ と ぱ

ニのピノレは，M! およ び耐がそれぞれ12m道路に面する戸l地に jl 制された融専問ピルであ

って Ｎ ＱＮ Ｒ 階は惜主会 ｾｉ の ｾ ｭ として人口を別にし Ｎ 3- 6階がu京 . 7陪 11' 1 ¥会均お

よびJ' I- 生関係に. f l JJII':; れる。従って 冷綾切設備等もそれぞれの系統に ll' lIナ， ・部 ｉｬｨｾ 附に

J : l f .  J也階の険械' i { は似小限のIl' i tumにおさえられている 。

吋初は地下に tl tノージをぷIt. 北側の FI 動 rjl の勉転に必要な i砧小限の tll のヲンフにより

噂かJ 1.て t 、たのであるが ，ｬｾ＠ ＱＺ ＱＮ 主になって隣接地に用地が 入下で き ， 別 相 ｾ のガ ν ー ジとし

たため，北側に通路が伐され，そのまわりのプラ y が中途半端なものとなってしまった。

ラシはタフヲコそれぞれ 5 スハソの正 Ji JFtで，努めて樽. i r i を間IifJ化 L ，エ V ベーター

附段. ｻＡｬＡＯ軒等 をコムハクトに ｪｦｪｉ し込んだ閃 ｾ ｜ ｉｊｉｊ 際この上なしとい ったものであるが ， その

慌ではタライアントの lぜボに J る友 111. ＧｩＺＺ の ｦ 由 主ｼ瑚より事務所にたどり つくＮｩ ｴｬＧｾ ?  71' . わ

れわれを大いに附らせたものである。

Ililifti j Q路 rltからくる限られた i.I!物向さの 中から l 隣天井百五と 7 階集会場のXJ I 仙を "ff Jt!

なか ｊ り蹴 保 し ， しかも Ｕ 隣までの軒刈制限と各慨天升高とをにらみ合せ ， その ［ ｾｴｊ りふりに

ｉ ｬＮＨｾＺをｊｬｉ ｬ ・たとニろである。狭い敷地に ｬ 止大 の Ｑ ＭＱＧ面ｾｦｻＡを要 求せ られたので ， セソトパ ｹ タ

は ｉ ｉｾＧ ｾ りだが ｴｪ Ｍ｟￹ を ｉｉｉ な ｌ ‘ 。エ ν ベー ν ョンは堅) ( と 場i気をキI: ;hl とナる施主の必 /IIJ もくみ

伸¥) J 11- ｾを排 ｌ た。色調でも 内外 とも陶［出の悦賞に い う柿色を成 本 としてその調理淡を ｬｲｾ 合

せたのであるが，期待とおりの色が 111ず I IIfl くなり過ぎた。円分は問 Jj から i虫引が去くの

で，問} . ' ，ともタテヨコの絡イで統一した。なお近接した吻合，その冷た さを制i うため柿 f

fゅのす νν ュ校織により ，全体としての 9; ( ム惑を加え純しみを与 λ ようと試みたのであ

るが， ζ れは説々の間ifTで 転 竺 転 現 状 の 如 く な り ，今 となってはやはり 絞し過 J たと

思 って いる。セァトパックを余儀な〈されたため，少くともその他の部分では繁雑になる

のを避けるよう 努め. Ｗ ｾ 寺 市北 部の階向の相 ｙ￳ をかくし ， また ｉ ｉｉ 出のク ー リシグタワーも

処分 f がさらに) f t I わるのを慣れて鉄桜 7 ν ームを止めタイル墜に統一- した。

ただMU甘Ifl の限切 り剖lは市て酷の住から隅切のー方の角と結んで切り柿し ，エレベー ν

J / ' を統ーしたかったのであるが，これも境界錦どおりの形にふくれ上り半端な! 畳，Ioがで

ケたのは不満に思 っている。 ( 市 川 公〕
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11. './ 術
り̂ '  
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1. エ レ ベ ー タ ー ホ ー
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ロ

4. 避 難 階 段

5. 1'.& 下
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11 株 式 持 'Jr  fjj 京

12.  1心 t甚 ポf
ロ

。
ロ 日

13.  ，'1  
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14 医 .ffi 

ーもd

15. '，1.¥ ，f ，f ; 交換宅
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1. Jr |問
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3ν 

3. ピ ノ レ 広 | 兇

4. ホ ノレ

5. I啓 段 当〈

6. 'J' t首 :..r¥ 

7.  ， ｾ Ｑ＠ w  

8.  5 ' イ 7" :;! 

Ｙ Ｎ 別 品 ｊｾ + 本

10.  n;( '( ; 礼 本 市

11. 試 験 2包

12.  ，ｩＺＮｾ＠ ｩｾ＠ 2巨

13.  i!!i ffI n  
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盟副! ' i ' t プラヌター ， ヒピ' ニ一 λル
， 

ベイ y 十 天 J井Fプラス ニタタ一 J
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附段ヲ! / +' 7" ラスタイ) ' ; / ， I¥t 令

天非自! T "rプラニスタ ー ビュ ー ル

ペイ γ ト

f十階 エ レ へ ー タ ー ロ ビ 一 時7

ラ ス タ イ ル， 堕 ゾ ラ コ ー ト

天ｴｉ Ｇ ｲｾＡ 質プラスタービニール

ベイント

1吐II 宝 山 リ ノ タ イ ル . !i vtl1也

制Ｚ 付 天井 ｲｾ Ａ ＧｬＧｴプヲ ［ＱＮ ター ，

ビニ ー ルベ イ ン ト

hij 応 援 主 体 鍛通航 ， ｉ｜ｾ ワオ ル

ナ y 十秒、付

j Uf 硬質 プ ラ ス タ ー ， ビニ ー

ルベイント

トーアホー ノレ /1、プラメタイノレ

哩 ｴ ｩ＼鯨付天 ｊ ｩＧｉ 担 ｉ 也椋 ｩ ナ ｬｈｾ

t空プラメター ， ビニ ー ノレペイ

ント

各 階 共 通

a.  {JI! /9; 

b.  iYi lJI i 五

c. M f.t; 剖 n li' i  ilJ 

d. ハ イ プ ジ 今 フ ト

e. ェγ - : ，ノャフト

玄 関 ホ ー ル

3 . 4 . 5 階

1. . L ν ベーター，トー

J v  

2. 階 段 j {  

3. 避 蝶 隣 f'l

4. 廊

5. 'Ji  f持 今〈

6.  ，咋 1・1・
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1. ::t:t/ベ ーターホール

2. 階 段 宅

3. 避 難 階 段

4. 営 業 主

5. 役 員 室

6. 宝: 付

ロ

階

7. 雑 品 1011

8. 会 議 夜

9. Lι 接 司〈

10. テ ν j I ( プ宝

11.  Hl .11月: ¥i

12. バ ル コ ニ ー

• 

1 階 営 業 室

7 階

1. エレベーター

ホール

2. 階 段 百

3. 避 蟻 階 段

4. 廊 下

5. 大 集 会 主

6. ス テ ー ジ

7.  t2i ｾ，＠

8. 会 議 出

9. 予 l相 官

10. 交 付

11. t士 五{

12. 1に 帆i 京

13. 広 /111

14.  ftl 当f

15. バ ル コ ニ ー

7 階 大 集 会 室

施 工 者 と し て の こ と ば

竣コした辿物を眺めているうちに. J ある磁

の雄物は唆工時の斬奇な 11' 9'<_*-'が鼻に ついて

凶るものです。 !1! !lli Ni 本社の泌物を眺めてい

ると ，竣工したときよりも次第に愛泌が湧い

てくる。そのしっとりとした，てらいのない

どっしりとした竪災さの中に . Mかしら陶磁

的な美しさを感じさせる。この雄物は日与がた

つ とともに，ますます私述のl仮を楽しませて

くれる ことでしょう。

堅実性のある創作，そんな言楽がぴったり

する設計を現実に現場でコンクリ ー トと鉄と

仕上げに造型して行くよに，私i i ! もその堅災

性を第一義として仕'J'してニそ設計図が現; J i

的な担をもったものになり ，その1叫がでてく

るのだと思います。

従って，施ユにあたってとくに取 り立てて

述べ立てるようなことはありませんでした。

一番単純なこと ，それは施工上のごくありふ

れた諸泊怠を，どの JJI. I J . . ! て' も解っていながら

怠 り勝ちな調II かい訪れ必を. ) そにしコ フピ

ーに取内各係uの" " 端まで徹底せしめること

に努力した心算です。 ii' 袋でz主怠する よとは

簡 'Ii えにようでも ，実際に耳U! に造! l '1の 途 中

で，その和lかし 'J' 柄を，どの程度徹底実行さ

せるかは，組織の: J J と各係以の鋪ゆまざる努

) J による 他はありません。

私述はそんな怠味において，0，lj が絞っにつ

れて，そのよ! l : 計の 古陶の肌的な美しさと機能

的な物の，与え方とともに，施工の味 も時とと

もに ，にじみ11¥ることを楽しみにしたいも の

です。

]， U 、枯淡の叫、をかみしめる l立に. Jil 関係

苫の御指導御17 . 泌を心にしみて; ( ，i 餓〈感じる

とともに，土と訓l と換にまみれて挺身努力 し

て下 さった各係μ およ び桂昌の方々に頭の下

る忠トのするのはまた一人です。

( 不二雄投K K現場主任 浜凹誠三)
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兵庫 県 農 業

..d勘

=  
館 設 計 者 の

ー

、ーー
と l;i 

T!'f 'の明白[ は大1 ' ' < ' 宇にくらべて汲 んで' 1' は} ，しい 。そし

所 在 地 神 戸 市 生 川 区 下 111 千 辿 2 - 8

1敵地面的 4  7  7 昨 5 1  9  

0 ! 築市政 地 問 2 9 2 T! ' 0 8 1  

1 附 3 0 7 Ji '- 9 2 0

Ｒ 附 Ｍ Ｕ ｾ［ れ附 2  7 8 伴 o3  1  

1ミl P.'i 4 1 Ji '- 8 2 5  

R 2- R4P.' iれ防 2  4 月 2 1  5  

延! 面積 1， 8  2  6 坪 5 5 5

f. 't jlf 鉄 l'r 鉄 筋 コ γ 夕 日 ー ト 逃

規 模 地 下 l 隣 地 上 5 附 J ;'i 1;1_  4 隣

てdjf J'j (tl l lの斜面にt広がる 。段々に並ぶ亦色の: $ : 々のたた

ずまい ， その 上 に樹る ｩＧｬ＼ｾＨｩ ｴ ｉ 判 ｉ ｬＩ，Ｚ地中海 ｪ［ Ａ の廿 ｉ のｾはか

ｾ， Ｎｾｪ＠ さ パラベット川 72，9ゆ尺 I民，(6110尺

く も あ ろ う か は 徹 さ れ る 。三日駅前にはア j リカ式ある 》

い( J : J tJl)，: lll といわれる新組築が後 λ てレるが，弘速は此処

に明快な南欧凪のｾ策をさんさ ん と ￬ ｬＧ ぐ大 ＧＱ ， Ｉ光をＩｬ， ・ けてｊＮＧ ｾ

iコに光り姉〈姥築を創りたL・と巧えた。隅々も Trrl iE L. ト

tkい節度ある姿を思ったのである 。

また農業会館は，名の血l くその生活の土に恨さす農民の

事でありたL 、。為に 7 7 サー ドの住は大地にしっかりと礎

Ｑ 止さＩ，ｾ礎深さ 2 2， 5  0 尺 を降すように ， スパンドレノレは般 村 ｌｾ ＱｦＮ ｾ ＧｮＧ ， にも紙浅からぬ

工 JijJ IIllflI32 1f. 3 JJ ll ll - 33年 4 11 211J 

鉄紬の浪1叫色ニタイル貼とした。点凶側加は，m匹の虫感を

Ｇ ｊ 、寸ゐと ， 西而は丙円を避ける ｬｾＧ ｬ ｭｪｬ よｼ妨火のＨＮＩ殆んど壁

ｉｦ ， ｪ と ｌ た 。 Ｈなお ， 唆 ｬ ＺｵＧｩｬｩ￮ｉ に起 っ た Ｇｬｩ ｬｬＡＢｾＧ｜Ｈ火災 の 際も

火焔ω''I( !J にもかかわらず殆んど1[ 1'，'1を受けなか った 'F も

Ｇｉｕ じしたい 。 Ｉ胞主 ， 施工習の御努 Ｉｊ に Ｑ Ｑ＼り ｾ物 は立派に

設計監理 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

l唆冷I 1H世主[ 株 式 会 n 地 付 判

H.i 主[ 近 畿 ¥u ｾ ，ｻ＠ .1: 'Jf K  K  

軒¥1)1 ノ主術生 三 機 .1: ｩｾ 円、式会社

エレベ ータ 三 袋 'o/.i :''1 n < 式 会 社

完成しに。そしてこのｾ築はそのｾ引を，Ｑｦ ｴ っ ている。が ，

.lli ってL、なければ払速の j ; hl 不足と御培えT r i j' たい。

( 鈴 木 洋 也 )
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問 C . 塀
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兵 庫 県 農 業 会 館

段 計 K K  東畑建築事 務所

施 エ K K 竹 中 工 務 庖

連

施 工 者 の こ と ば

胞工に当り ，外装が淡白色に濃茶

色を配した磁器; ニ丁掛タイ ノレ竪貼

り，縦ｬｙ￭白地 ｩ 且しという ｾＺＺＧ［［ｲ に垢

抜けした錨工を要求されるデずイ

y となっている為，住! l ' ! t 佐当証窓fel

等役モノの決定および貼方に充分

i主怠した。

姥物が変型で各，1[11明の{'J [庄が異る

ゐ，タイルの盛111 しにはかなり苫

労したが. ，:; い世 A の御満起 を 政

いたのでホッ トしました。

fj 上が丁度冬Jgj となり ，い わゆる

ニ燦凶i 1 l と施工条併 が'i iI に見る為

貼 Hけお よび目 地モルタノレにも相

当苦労させられた。近以外装タイ

ルの軒l拡を時折耳にするのでタイ

ルとすッ V や水切プロックの取合

目地は総てエバ- vーノレ詰めとし

た 。 ( 山 本 宏 )
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地 階

1. 倉 Hi 

2.  /iI 房

3.  PJ! 控室 室

4. 俄 械 宝

5.  '1丘 告[ ゴ主

6. 発 Hl 機 室

7.  '(ij u'i 宝;

8. 東 -1.< 宝

9. 浴 2足

10. 倉 1111 

11. 食 堂 余 側 室

12 ホ
ノν

13. 廊 下

14 座 峻 焼 却 室

15. 企 w  室

a. ポ
三， プ

b. 冷 叫L 機

C . ボ イ ラ ー

d. 空 気 調 布1 ・ゼ

e. 配 H.! 盤

f. 発 )11  機

g. 泌 過 機

2 階

L 事 務 室

2 事 務 室

3. 事 務 室

4. 賞 賓 室

5.  J.'.l 世 宝

6. 共 lilJ 会 議 室

7.  'IW IlH J己I ' i :if. 

8.  .!l W 

9.  i持 iJ l: 玉三

10. ホ ー ル

11. 廊 下

a. 事 務 室

b. 応 接 室

3  階

1. *  
f百 五三

2. 占 同t

3 民i
i、 当正

4. ｩｦＮｾ＠ t弗 当証

5. ホ
ノレ

6. ｾ且 下

a.  .'11 r長 五

b. '!i r五 亘i

C. 応 接 主
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-.  

.  
-

令

、民

4  階

1. ・l' f見 当イ

2.  .Ii t首 今イ

3. ." 
t括 首J

4. J七 1，，1 合，1島 市

5.  ｪ ｾ＠ 1，; 1 会 品 京

6.  "u .lli ，ど快宝

7. lX r品 五f

8. ，ヨ Hι 

9. i時 討ド 弓f

10.  ;j、

'" 
11 雌 ド

a. 、Ji イ首 三f

b. I心 t藍 ｾｻ＠

5 階

1. ) に 合 A 五

2.  I快 ツ 当 { ilil ョイ

3.  r主 主

4 小 会 必 可f

5.  t:I ビ

6 合 五11

7. 七 2ν  

8.  11'$ 

R  1 階

1. I決 ' チ 当i

2. 大 会 議 宜 上 向 ;

3. ，(t H1 

4.  )r，{ 上

a  クーリングタワー

R  2 階

L 合 w  

R  3 階

L 水 梼 3 r

2. 倉 岡t

R  4 階

L 排 気 機 械 主

2.  エν ベータ機械出
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株 式 会 社

東 京 銀 行 心 斎 橋 支 庖

大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底
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.  
、

‘r  

司氏

外 観 詳 細

設 計 者 と し て の こ と ば

a. 平 面 計 画 に つ い て

大阪の中心過路御常筋に丙而した般地で問 n 36m x 央li l3mの 1:) 也， ｩｩｈ ｓｏ Ｍｬ ｏｏ 名 を予 定 して い る銀行文 ｾ ｉ ［ としてはやや

奥行が ￬ｾ < 侠い感じであった。この為に 1 ｾ非常程前で銀行官務の大部分をまかなわす ･ 主要動線を縦方 向 に取り芥｜Ｇ｜務を立体

的に配悶する方式をとるようになった。

縦方 向 の動線としてエレベ ー タ［ 咋ｕｩ ，フト ， エヤー ν ューターを ｊｾ け ， 更に南 ｉ ｴ 二つの 隣 ｾｉ 主南側は ｩ 狩控室喜 Ｚ 鴻より上

院に通ずる客用で ， 北側のそれは銀行通用とし ， これらの縦の主ＱＺＮ動線に従って地隣にｾｲＮｴｴ ， 1隣常官、f に預金，tl¥納，貸

付，貿易の名業務， 3問符¥，¥" に外問符為，総務，ｊＮｮＺ 務 ， 計 算 の＿ ，世務が配 ｭ された 。 ｦｴ ｾ ち平而閃に兄られる通り ， 北側防

段のｬｦ￬Ａ線性的には ， 自 Ｔ 行行口 使用 の名言てを配 ［［［Ｈｌ ， 南側ｦｬｉＧ ｩ￭ｾ の米各 Ｚ の 助線 とは明 慨 に区分 して ト るのである。このことは事

務『曲線が短縮斡 ｾｉｉ され ， q- r 結果がj!} られたと思う。

b  立 面 計 画 に つ い て

Ｗｔ と光の， ｉ ， ｊｘ で余りイ ｮｾＱ でなト条ｊＧ ｉ に円かれている。この敷地は Ａ 日大 なる交通 ｦ￬ｴ を持 つ御 Ｇ ｴ ［ ｴ 筋 の 騒 ＷＷ と 午 後からの￬Ｇ ＴＱ Ｑ ， Ｉ の防

ｊｌ の｛ｩ ｬ ｬ｀ を処 ｾ ｉＡ ずる引が立 ｦｦ ｦￎ ｊｉＧｪｬｩｩ の 政大 なる彩 符 となった τ ｊ ｬ である。

遮音の円 的の為には，全;(1:1:をご市 j / ＧＷ スのエ ヤタ イトとし ， ＱＱＱ 米 るだけ Ｑ 世間怖 を多くする 事に努Ｉ ｽ してみた ｾｬ や ， ある い

は ， 遮光の為にはｪ｛商のｾｾ ¥' ¥引の窓に逃1¥' 1( (1効果を合せ てビ ーズ Y レイユを凝れ プロックとして 制んでみたり ，欄 間 になる

部分には鉄別 電 ｾｉ｜ＧＩｊ レ ー バを外部に取りつけるＮＮＮ，ＮＢ ， 完全な押 ｊ といえなくとも緩和する ｮＨｬＧｪ は一応培えられたつもりである。

銀行 強築 がｉ｜ＧＡｪＮｪＮＺ ＨＨＱ に絡 ｾ ｮ 、た感じを 持 つべきだと ｌ ・うす ｊｬ には一応 ｊｐ 悶を 合 わせるヲ ｊ ｬ として， 外設は四季に変る銀杏 ，w. 本 の薬

品正と木立の切断に剥如した 1' 1 色の北本石の小日1I 在世上の外観としたのだが，この建築的要求に合えばと願った引である。

これらのねらいを持った感覚があるいは古L 、とい う，そしりを受ける 引は考えられないでもなし、。 そして これ等が実際のも

のをデチイ γ して行く ，いつも建築家の現有の悩みであるかもしれな¥. 。しかし現代の正しい感覚の '1' で生主ている人間の

製注されるものには過去の遺物が生れるとは夢にも lJ じられない市であ る 。 ( 記 ・符 川 李 9])
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縦模 ｾ ｙ ｾｪ 色
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w: 

客 i宙
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問弁 1  4  O. 7 2 伴

開耳 5  8. 5  4  li' 
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);1 附 32.  6  9 斤
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鉄竹鉄筋ヨンツリ ー トj沼地下 l 隣

地上 4 il!'i
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営 業 主

11'.: I書 室
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泌沸 ｾｬ

li i  11百一 本
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東 洋 工 業 株 式 会 社 宮 島 口 迎 賓 館

特物J I 1 途 レ ヒ プ ν 可 ン ハ ワ ス

他 ，l'( J由 広 }，-b県佐伯 INI大野町

ｾｩ［ ｜Ｎι 占Ｂ

蚊 j 肉 Ihi h'， 6  5  1. 2  5  H'  

tl Y，1  j jl ， J. Q. .Kt  * 陀鉄筋コ :Y: ! 1) ート 冶

l也J: 3隣 自:114隣

附属 '-i< j ' 浩平家<. s 12Ji '  

処犠[ 町制
3  4  6.  0  3 斤

f'r附11' 而1<'， 1  Jii'i 3  3  2. 4  7  I干

2 防 3 0  7. 3  0  Ji' 

3 隣 3 0  7. 3  0 汗

4 隣 2 5. 0  0  tt 

，， 1  9  7  2. 0  7 斤

工 JYI II コ問』向132年 l 刀1011

t費 功 附 有132年 II 月 9 I1  

i / ' } ，、ュ

設 計 白土建 築士事務所 所 長 柴 田斎男

社，j J 111 吋 丹 大 将 自 j -r !i ・ 八 谷 川 J時

ｨｾ＠ Ｎｩ ￭ｾ 相、 ＱＱ ， r. .  Iffij ｾｩｩ＠ 1"': 人

現 時 打i 、可円 ，k  )1' 11与 え

施 工 建築工事 ( 株) 藤 田組広島支后

JJI. J!) 主 任 1:  )1 花 雌

l時冷房及神';'l 紛釧 /j( ，i号制 ! τIr (株) 大 プrj J ".  tf 所

:u:<l.i号制J : ')f
'1' 同 Hl スコ τF ( 株)

腕房 ・洗柿1階段{柑n鋼別1J ! J . 1 1・If ' " 機 T 世( 株) 広応 111

'}IH軒

家兵紫飾Ｎｴ ｾＨＱ 師 向島屋 ・白木I i l ・大丸

、、 -、

東 面 (正面) 外 観

一 般 外 装

ｉｾ 吊 ｬ を ｦＮｦ ＼ 外殺 の 各面 ｩｬｾ スナ ー ルサツ ν を 主 Ｑ Ｔ と し

た 喰 で ， その 名Ｍｲｩ紐， ｴＮ ，ｾＧに潮風に晒 されて ト るため

寸べて. ! : ンデ鋼阪を用 い，; m鉛のノ 7 9 : 0ン ，ジン

Y  ダストペイントにて ';'; '1 処Pl をな し， S Pマ日ン

ペイン ト( 1' 1色) 1I :_j: げと L た。待問の腕部分には

サンドヲヰチイ : Yi .ノユライトボ ー ドをエパジー J レパ

T にて 16:;2>み，Ａ＼ｩ ｦ 日をエ ンピ ｾ ｬ ｏｏｏ ( 濃紺色) 仕上

1  f と L t.ニ。

1・ーグー となる郎分( t.う ぐい'r色 '1ν ン情的 1 i1:  1  

I  f とし た。

正 面 玄 関

.1' - 1" 川、It 稲川みかげ fi カー .r ラン ダム :; F (I : 1:1 f ， 

九件 Iよヨ :Y 7 !l ー トの打放 L ，百'而iの 'i W: トラハ-

7 ン ( 勝辿} 安本j符，¥-(-十 t げとして貼る 。ニスチ ー J レ

ド アーは 制ｩｉ 処 ｙ ｉｬの ｊ｣ ネオゴ ー セ ー ｾ 2∞W B 色11

_j とした。天井はア ノレ タイル貼 りとした。

南 面 テ レ ス

j ド{ 上コI ' l : 続企向! 'i'tri'.¥¥タイノレ ( 5 寸1'1) をIlt. る。住

)z 天! H .t コγ ク 3 ートずrJ!:i L ，情面白よト ラノミー チ

ン ( 勝;'h) の本I符 ，¥-11: 上をしたも のを貼 る。スチー

ル ドアーは三枚引逃ト，下地処Pll を して l' Ii!! S P マ

!l ｙ ベイシ ト挽 り Ｑ ＱＺ｟ ｾ ｬｦ とし ， 網 入 ｉ 符 Ｎ ｽＭ jl ラスキ l配

的，内側にはサヲンの網 l ' を組込む。

そ の 他

111房の南側及び北側ハノレ コニーの 下問Iこ耐火煉}{別

焼主のものを的了明に組ML 外観にアクヒントを I.t

けkI!物をー段と 引締めた。

φ』

.... 

-、.  



.  .  

，"  

-.  

...-

ｾ＠

玄 関 口 ピ ー

2 階広間 I 3 階広間

玄 関 口 ピ ー

床は綴とチークの椛了校時得水 Ｇｊｬｾ り，その Ｈ｜Ｍｦｬｬｬ にパ

ナマ 衣を Ｇ｝ｬ ｾ った 刊 をＡｉＩＧ＼込む。

' i Vえi' H t l担j 也のイ、川It. り，ク 3 ヤーラッカー fI上げ，

天 井 ｉｈｾ 紙 ｊ らもみの色迩いを ー 怯ｾ｜憾 に貼 ｊＺｬ ｦ た。

各 階 階 段 口 ピ -

WI 主桜と担( ，n色) の佑子校保寄木強り ，その合 "11

にパナマ去を，［ｾったＺＧＦをＡ肱込む。

I}! は屯地のネ目貼り ，天井は懐紙きらもみの色追い

をー松絞様に貼上げた。
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東 洋 工 業 株 式 会 社 宮 島 口 迎 賓 館 設 計 : 白 土 建 築 士 事 務 所 施工 K K 藤 田 組

• 
広 岡

• 

- 凶 省 副1

① 

一一
階
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-a唱

ｾ＠

判吐

3 階 ら い ら つ く ( 候楽室〉

日 本 間

作京共にIギは備後衣刊数 ... '" ，内 i J 沖f J X. ぴ天 JI

勉りの治的材はすべて6 ' 11杉，続は北11，雨皮

とこ株I ; Utl l ，しぼり九A ，北山 tH I百 九 太，

釘i丸太，m' 松皮付丸太 ，i 1' i 抜本，初l保竹等と

袋織をかえて使勺た。

曜は ｊ［ｲ 燦ｾ土を塗仕上げとした。

広転 ＱＱ 松紘子板 Ｇ￬ｊｾ り ， 天引はＮＧｊＮ｜開 ￭ｾｈｕ 阪の網

代 貼 h 及び1 1 < 日杉のネリ 貼 りとした。

1 階 会 磁 室 露 台
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広 島 東 税 務 署

設 計 建 設 省 中 国 四 園 地 方 建 設 局 営 繕 部

施 工 株 式 会 社 間 組
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iま i，'I'，: 広 品 市 大 下 1111 7  T  11  102 

必 需転前t. ' 1 Ji" '合 主s汗 1  9 3  fI' 

砥門 4  5  4  1'1'  

附属当主 9 8 斤

hVl jj J 慨崎 鉄 筋 コ シ ク リ ト泊 三::. ｾ寺住

外部ft J 粍色モル々 ｉｌ 仰 ｉ ｔ［ ｾ ｉ Ｎ 刊i 々 f

Jレ貼

明エマノレリジン ｉｉｾ I.t 

内部1U: Iド N '" イ ノレ l砧

天tI アコ ーメチックデックス張

一部ゾノライト I!)( 付

ｲ ｾ＠ モノレタル下 地溶剤噌ベソキ 塗

玄関廻りゾラコ ー ト11 上

カワンタ - : 1需D S ボード 'in. 7: 、

杭デコラI l ! ;

ず"( J: 昭 和 3 2 年 9 刀 1 1 11 

... 

持 1: 昭 和 3 3  ( f  2 月 2 R  11 ..... 

設計者のことば 昨年 2 刀焼失した拘; にr(J j' 叱 If 復旧 世により

ｾｾ匹されたもので Ｎ T! 江市役所の前に位向しているので 税務 胃として

Il O! - ; 薗な均所で寸が，前市道路に市氾が通「ているので， 執務 部分吐

慢の }j へ配 L 泊路側には府珂，W. 会議y のぜlをとり . 1' .而 計 岡 上から

氾 ｪ ｦＨ Ｂ＼ｾ Ｑ￯動 ｉ ｪＨ Ｏｴ どの騒音を ， とるべく避けるように引苦 しました。

戦前の悦F軍将{ よ. - f 空白い所から納悦丹を比下 しているような成円:

感，恋怖感えi.: 1j. えるような} l ! 物がちかったので. [ が，戦伐 の n1るい民

主政治は，先n 納税 E のよとを号えるのが壬ヌトーであり ， ょの特に

そって♂討を近、ウて¥' TJ ました。

3炉J目に Jをした玄関を入ると丘、間につ J 丸、てを::ffil がありますが， 書貝

と納税丹 ｉｾＡ 司ーの ｍ さのＱ｜、で明な ｦ ｾ ｕ 年で院の ＱＱＱ 告や伺談がでｾ ，) ' るよう

lてL ， ｾＢＧｲ 宅ともに筒井Ｚながらも明る〆 ， 能率的な市 狗 がとれるように

［ｲ ｩＡｕｉｾ 千 ｩＱ ， を ｭ いました。

官、述が造った明るい，flf 潔なガラス '}nり処築の中で ， 民主化された

官民の執務が行われてニて， ガヲス f奴E りの税務「行f 政と t

(や小lト 、 西 敏 哲 )

.  .  
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法 匪 禍

ある小 11<1人は ， 日本の役人の乙とを法凶; と称した。建

築関係の法規集の頁を繰 っていると ，まことにその感に

たえない 。建築必準法ができた 11寺には ，乙れで建築に関

する限りは ，乙の法律一本に統一されたのかと思 っ て

いたら ，各省ごとに競 って色々な建築に関する法令を作

り，いたると ζ ろに| 食い違いを生ぜしめ，建設省などに

J[ l I してたまるものかという気慨を示している 。匙築基準

法もまた，改正のつど ，微lζ 入り細をうがつばかりで ，

条文を股し簡単化したという話は聞いたととがない。か

くて建築関係法規集は ，ますます分厚くなり ，儲るのは

本屋ばかりで，正直な人民は甚だ迷惑している 。同じ役

人でも ，法規を作る側の役人でなくて ，確認事務』ζ 当っ

ている第一線の人々は閉じく内心迷惑しているに逃いな

い。とζ ろが一方では ，違反建築は続々と竣工し ，平然

と包業を開始しているが，あまり処罰されていないらし

い。何とかならないものか。

( S  H)  

裸 の 王 様

ま主祭は芸術だと主ｾ築家がいえば ， しろうとは，建築は

芸術だと思 ってしまう 。無理κ でもそう忠わなければ，

文化人である泊券( 乙けん) に関わる乙とになる ，と考

える 。3JJ くともがまんしなければならない。

子供たちに笑われるまでもなく ，自分が械である ζ と

は， うすうす気付いているんだが，それをい ってしまう

と，哲学用語砕拠をひ っくりかえしたような論議にまき

乙まれて ，1!!t 智をさらす結果になるおそれがある 。 ・1釜

もI!!J かずば悠たれまい彬

しかし，人liiJ は，保でおれば， J瓜jfll ( かぜ) をひく生

物( し 3 きもの) であ って，それに J叶士する乙とが，多く

の建築の ，まず第一の務めであるという乙とは，わかり

きった，あたりまえのととである 。あまり，あたりまえ

過ぎるから忘れられるのである 。

( M  T)  

髭

翁がJ; 時た。l険まで! 函く白いあどひげが自慢であ った。

ある児が，翁 K 訊いた。随分長い将だが，夜，桜る時は，

掛 ｴｲｬ￯ 団の Ｇｉｾ へ入れて絞ているのか ， 外へ出して絞ている

のか。翁は ，考えたが，r J 分でも分らず，その夜は，ィ交

通し ，1男を ，tl キ稲田の上へ出して見たり ，下へ入れて見

たりして ，遂に，朝まで| 眠らなか ったという訴がある 。

鋭 ｬζ｛ｲｪｊ っ て，向分の姿を見ると，左右が ， 反対に ｉｾ る 。

M故，上下が，.it lζ ならないで，左右が，反対になるの

か。乙んな愚問にでも ，うっかりしていると，民11答でき

ない。人聞の二つのl恨が，上下lζ 淀んでいないで，ノレV.

i乙列んでいるからだなどと，とんでもない答まで出る 。

例だが，木造家屋の屋板が，日本瓦茸でなければな

らぬ，という: s I l 由もなければ，ｾＺ Ｚ の厚さが ， ニ 寸でなけ

ればならぬという定めもない 。

ｾＱ＾ｬｴ 貫 ｩζ 甘えるととは ，考える乙とを，おろそかにする 。

創立工夫も，進歩も ，ない所以で、ある 。心すべきかな 。

(T  N)  

医 者 と 建 築 家

医おとｾ築家とを対比して考えると ｉｦ Ａｩ Ｈｬ いととが沢山

ある 。私は医者でなし〉から医術の ζ とは知らなし〉から医

者というものを素人的 lζ 処! 倣しての訴であるが，どうや

ら必築家の立場の ) J が木ケ放しい乙とが多いよう に忠わ

れる 。

長 ｴ 物を 診 祭して下さいと ｾ［ｴｩ まれる乙とがよくある 。

行 ってみて荷重をかけてみたり取 ってみたり ，笑dlu*.fi よ#:

を計算してみたり色々なととをや っても，書物 l乙省いで

あるような旨い紅果は出て来ない。凶りよI i : てると私はい

つも医名はいいなあと思う 。 人 Ｑ Ｑ｜｝の州人のように，ｾ物

のlli . j 人はWf( も然も {"JIζ も山ない。突いてみても ll ii ( " とは

いわぬ。 もしも人間の病気が止t物と Ii'i J じように. 1m表↑Ji，

J!!t 位、犯であ ったなら医，符もずいぶん診断Kl 封るだろうと

思う 。 ｾ物の性能の診断学の確立が主主まれる ｉｾｲ 以であ

る。新しい他物から古い主主物までタ; ，- ; . j 、 y に調査してそ

の以積を j主IljHζ 処理しなければこの目的は迷せられな

い。〉起験室内の成果と 1I ら月IJ なものが: J : fl: 他物のt'I:. ，[，1の

'.1'1ζ 存庄するからである 。 (BK)  

ｾ＠

... 

.  .  

' .  
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. 計 画 原 論 か ら 見 た 保 全 に つ い て

. 繰返し応力による構造物の保全について

. 保全を' - 1 " 心としたピノレ管理者への P ・R.

ピ ペ : 理 者 へ の 要 望 一 清 掃 一 設 備 田

ピノレ管理者より設計者 ・施工者への要望 .

設 計 ・ 施 工 ・ 保 守 の 不 備 に よ る 故 障 の 実 例 と そ の 対 策

1. 外装について 2. 内装について 3. 設備について 4. 金物について

公 団 ア パ ー ト の 維 持 管 理 と 住 い 方 圃
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計 画 原 論 か ら 見 た 保 全 に つ い て

同IJ 田

ｾ＠ 1. ウェザーリング ( Weatheri ng)

Weot her i ng というのは， 雨風の作用による変色，名E

色，分解，崩壊などであるといわれ る。

雨漏りが建物，とくに木造建築の耐久力を弱める大き

な原因である乙 とは，すでに周知の乙とであり，対策が

示されている。最近iζ もj 学会の「木造建築耐久設計要

項 J IL くわしく示された。

風は，他のすべての気候要素の代表の怠味であろう。

悠物をゆすぶってガタを生 じる以外は，風は We otheri ng

!こ対しては，熱や湿気の作用を助ける間接の作用でしか

なし、。

Weot her i ng に関係する気候要紫は雨を除いて，気温，

湿度，日射な どである が，日射は， 紫外線による 化学的

作用を除いては，気温と同じく，温度あるいは熱的作用

である。湿度の筈は，結ｾを通じて行われるものがもっ

とも大き く，雨水K よる害と本質的な変り はないが，結

髭を左右するものは温度である。建物におよ lますもっと

も大きな直接の障害は，木造のどとき有機質のj民朽菌に

よる腐朽 と，鉄材のどとき金属材料のj潟倣である が，

乙れ らには水分の存在と，温度の高低が決定的安索とな

る。すなわち Weot heri ng の板本的要紫は，雨を除いて

も，水分と熱が主役を勤めるという乙とができる。

温暖な地域では問題にならないが， idl 害( 地中の品11

潟，氷結による力学的作用による破壊) も熱と水の作用

である。

水分と熱の他には， 上記の紫外線と，空気に合ま れる

盛l突や，者11市空気中 l乙含ま れる亜硫西空 ガスなどの作用で

あ って， 乙れももちろん ，気 ｩ 民ｾポ の 中 ｬ ζ 合ましめる乙

とができる。

ｴｾｩ 題の［ｮ Ｇｪｪｬｪｪ 原論か ら 見たというぷ ｬ 床は，計画 ｪ 京論なる

ものが， ζ れまで，乙れ ら の気 ｩ 民ｾぷと ｉｉ 築との関係、を

扱 っている からという以上の意味はない。

筆者は本文を書く K 当って， 昭和 10年前後建築学会発

行のパンフレットにミ耐候学ミなるものがあった乙とを

38 
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思い出し た。しかし， 捜し出 してみると，それは， 耐{民

ではな くて ミ耐伴ミ であった? 独逸話の B山 吋 山

を訳したもので，耐久構築学を縮めたものである。その

内容は，建築物のl商朽，腐i l ! l ! を防止する ためのもので，

耐候学 (We oけl eri ng 1乙耐えるための学) と考えても差

支えな いものである。

I寓朽，I1民倒H(. 関する研究が進んでいる乙とは. 学会編

纂の昭和 10年から 30年までの建築雑誌、 ，論文集，研究発表

の総目録においてみられるごとくであるが，必ずしも，

系統立っているとは思われない。j尚朽やJ尚倒! が長年の聞

に生じるもので，簡単K 実験 しにくい ζ とによると思わ

れるが，なによ りも，その条件とな る鐙物内の水分や熱

の移動，その表われである合湿誌や温度が，はっきり抱

えられない乙との方が大きいであろう。乙の点では，計

画原論研究者の責任であるかもしれない。

ｾ＠ 2. 熱の直接作用

熱の建物におよぽす直接の作用は， 温度応力の形で表

われる。高い煙突の先端が，日出から日浅まで，太陽の

ffiJ J きにつれて動くという話を |渇いた。

U 射の影響はつぎのような方法で気温に』目算される J

J  =11 射受熱位 ( kcol / m2h)

A. =  LI 射吸収41

目。 = 外気sl11の総合( 対流と脳射) 熱伝達キ;

( kcol /m
2
h
O
C )  

とすると，

t.  =  A. J  

l X
O  

(2.1 )  

で: ， ｩｉ Ｍｴ ［ｴさ ｾ ￪ る ｉ ｣ ( OC ) だけ気i品が! 匂 くなったのと/ l Ij じfド

用をする。 乙れを Il fHの等価気温という 。

U 射叉熱iU: J の他は， 夏季の ［ Ｉ＼平面では ＶＰＰ ｾ ＷＰＰ

( kcol/ m2 .  ｨ Ｉ ，吸収率 ａＮ は通常の材料では Ｐ Ｎ Ｘ ｾ ＰＮ Ｙ ，

外気側の費制云達率的は，通常，風速 3m/ s に対する値

として， 20 ( kcol/ m2hOC )  ，ζ とる。 ゆえに， 夏季水平函

司「

ｾ＠

.. .  

令・

.  .  
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は気温よりも お- 30てだけ高い気温に接している乙と

になる。

α。の{ 直は，風速が 1m/ s になると 151ζ もなるから，等

価気温は 40

0

C fζ も達する乙とがないではない。

気温の変動lζ 加えて，乙れらの日 射の等価気温の変動

が加わり，建物κ 作用する実質の気温絞差は 50
0

C 以上

にもなる乙とがある。もちろん，乙 の温度は，星主体の内

部にまでそのまま侵入するわけではない。5 i の厚さと室

内の温度状態lζ よって，壁の温度分布は変ってくる。簡

単な平面壁については，多層の場合もその計算は容易で

ある。乙の温度変動や温度分布がどんな応力を生じ，ど

んな障害をおよ lますかは，構造力学の問題である。

温度応力によるガラスプロックの破損はしばしば|渇く

と乙ろである。

タイ J レ貼りの背後や，ガラスプロ ックの空所のように

逃げ道のない空気が，温度上昇によって，圧力を生じる

乙とも，乙 れらの剥落，破損には無縁ではあるまいと息

われる。

押えのない屋根防水層が，下面の水分が熱をうけて蒸

発する乙とにより，膨れ上る ζ とも，熱の直接作用によ

る25である。

対策は個々の場合で異なり，温度を上昇せしめない方

法をとるのも一つの対策であれば，温度応力が生じても

大丈夫なだけの材料と構造を採用する乙とも一つの方法

であるが，まず，どんな温度になるかを匁: 1 ることが?nー

である。

ｾ＠ 3. 結露ー熱と水の作用ー

結銭については，すでに，多くの問題が提示されてい

る。建物の障害で，最も大き なものの一つである。

結b ? J および一般に，建物と湿気の関係、は案外単純であ

り，また，きわめて複雑な問題でもある。

単純というのは，結露を防ぐには，その場所の温度を

その場所の空気の露点滅度以下にしないという方主| さえ

守ればーほとんどすべての防1占は防がれるからである。

その計算胤は，多 くの教科書附されている:

複雑というのは， 材料中の水分の移動が，J]<蒸気j七や

温度などの影響をうけて変り，また，推定の困難な，自

然換気なども関係してくるので，すべてを正確に予測す

るζ とが困難な場合がある乙とである。

結露で一番問題になるのは，床下，柱基部であり ，と

くに大壁造の場合の空気回|付である。乙れらの水分の原

凶は，たんに空気のみでなく ，床下の土から蒸発するも

のもある。

アメリカの木造住宅でも，乙れによる j尚朽が問題にな

り，数年前，その広範な研究結果が報告されている;

断熱材料の使用の普及が却って，結露の筈を促進して• 
いるとまでいわれている。一般に断熱材料は，多孔性の

ものが多く ，熱は通しにくいが，湿気は通し易いので，

その背面の低温側IC結露し易L、。

大壁や，昆板衰の腐朽を避けるには，それと連絡して

いる床下や，屋根裏の換気を促進する乙とが対策として

述べら れている。

床下換気孔の規準は

換気孔面 積 =一一一旦ニ土一 一 +

一 建物の周長 100m

×娃室長・面積 ( m2)  

屋線哀換気孔lま，屋根勾配1/ 12以上で，最上階の天井

』ζ 防i湿貯がないときは，委壁のできるだけ高い所に屋根

の水平投影面積の 1/ 300以 上を，勾配が 1/ 12以下で，軒

先』ζ 設けるときは 1/ 150 以上となっている。

大壁の空気層が，胴差しゃ筋迩で分割されているとき

は，各区閣が換気できるように， 上下iζ 小手Lを設け なけ

ればならない。乙れらは空気層の断熱性を低下せしめて

望ましいととではないが，止むを得ない対策である。

室内で，水蒸気発生のもっとも大きな原因は炊事場で

ある。炊事中の水蒸気発生監は，ガスによる場合，鍋から

の発生置とガスの燃焼によるものと合して， 1， OOOg/h， 

電熱の場合 700g/ h になっているよ最近の上林博雄氏の

測定もほぼ乙の値を支持している。

乙の水蒸気を排除するために，フードによる局所換気

法をとるのがもっともよいが，一般換気による場合，必

要換気量は次の式で計算される' 。

ω = 室内水蒸気発生霊 ( g/h)

IT=室内許容水蒸気圧 (mmHg)

10=外気水蒸気圧 (mmHg)

Vr =室容積 (m
3

)

問= 換気回数 ( l /h)

とすると，

w  

ｾてで ア ー ( 3. 1)  

Cfr ーん) V T  

いま，室混 18

0

C として，関係湿度を 80% にとどめよ

うとすると， ん = 15，477 X O. 8=12 .4mmHg，外気温 5
0

C

関係湿度90% とする とん= 6. 543X O.  9 =  5.  9mmHg，室容

積 V r =15m:) ，水蒸気発生量 ω = 1， OOOg/h として，

1.000 

=  一一一一一一- -==. 10

15( 12. 4 - 5. 9)  .  

となり，10回の換気を必要とする。 通常の自然換気で

は，乙のよう な大誌の換気は望まれず. また何らかの方

法を講じても，小さい台所での大量の換気は，不快なド

ラフトなしには困難である。

一般に，共同住宅の台所の狭小化にともない，発生J]<

蒸気の処J ' J l は各国ともに問題になっているようである。

炊事中に ，そのとき，発生する水蒸気の全部をVI 除する

だけの大量の換気を行わないで，壁面の政放湿性を考え

て，炊事中 I(. IJ . &. 湿した水分を炊事時間外に政/1¥せしめ，

したがって，炊事時間中の換気をあまり大きくしない代
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りに ，炊事終了後も換気を続行するという考え方も提案

されている。

乙れには，壁材料の吸湿，放湿の性状がはっきりしな

ければならないが，そのデータも不十分であり，合: m! 的

な計算方法もまだない。一応の計算方法の提示はある

が，首肯しがたい多くのものを含んでいる。

ｾ＠ 4 聾 挨

空気中K_浮遊する粒子のすべてを，エーロゾJ レ ( oero-

501) という。そのうちで都市 の煤煙などは， 建物の保

全という点からは最も縁故が深い。 oer0501 による害は

weot her i ng の点からは，いわば命 IL別条はないものであ

るが， 日常生活K 関連した商からは，きわめて広範な害

を及ぼしている。

窓硝子lζ 付着して，昼光照度を不足せしめ，灯具[ 乙付

着して能率を下げる。

乙れらの粒子は，比較的大きいものは，1 E 力 K よる沈

降 lζ よって付着するが，静電的付着と，熱的付着があ

る。屯気伝導度の悪い材料は，有: - 電して粒子の付着を促

進する 。合成樹脂系統の材料による製品で，乙のような

現象が見受けられることがある。

熱的付着Lいう のは，温度の低い方向 f[ . ，粒子がたた

きつけられて付着す るもので，表面と空気との間の温度

差が大きいほど付着 し易い。たとえば，木摺にしつくい

塗りした場合，木摺部分の表面温度は比較的高く ，木摺

のない部分は低いので，その部分iζ 多く付着して，続模

様が作 られる乙とがある。乙れを防ぐには，表面に ζ の

よう な温度差を作 らない乙とである。ラジエーターの上

部天井の汚染も乙れによって解釈されよう。

ｾの断熱性を増して表面温を高 くする乙とは ，全般的

汚煩を少くする効果がある。

アルミニウムは光っているうちは，H射の反射ι糾よ，

9 0 %以上であるが，11 M壌が堆積すれば，10 - 2 0% の通常

の材料 と変ら な くな る。

鹿挨粒子はきわめて小 さく ，重量に比して表面積は大

きく ，その表面』ζ 水蒸気を吸着して菌類の繁91;在の培地と

なる。

QlfJ 突lζ 対する対策は，空気の清浄化がその桜本であろ

う。個々の ｲｵ 物の空気調整のみならず ， 古 ｾｉ 市 全体の汚染

防止である。

ｾ＠ 5_ 紫外線

大分昔になるが，某デパートが広い水平: 容を持 った姿
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で出現した。それは欧州から来る新建築の写真でも見る

スマ ー トさで，まだ建築科の学生の，その卵に過 ぎなか

った時代にそれの載った建築の雑誌を買って来た記憶が

ある。そのデパートでは商品の色が槌せて困るという乙

とをその後聞いた。瓦疑は保証しがたいが，ありそう な

乙とである。槌色や変色は化学作用であり ，その主因は

紫外線である。紫外線は窓硝子を透過し ないはずではな

いか ? 窓硝子を透過 しないのは，健康に役立つ紫外線，

すなわちドノレ / 線 ( Dorno roy) といわれ， ビタミン D を

作 って，拘俄病( クノレ病) を防ぐ 290- 3 2 0 mμ の波長の

もので 4 0 0 mμ 叫ぶ長い波長官ものまで考えれば，

6mm厚のガラスでも 66% 透過する。

紫外線灯の発達のためか，屋内のチツ居生活がな くな

ったためか，紫外線透過ガラスは昔ほど騒がれないが，

乙れには老化現象というものがある。時間が経つと紫外

線の作用で透過率がだんだん減ってくる。乙れ乙そ，端

的に Weot her i ng を示すものである。紫外線は直射日光

のみにあるわけで、はない。 口光が天空で散乱 されてくる

天空光( 青空光) の中にもある。天空光の紫外線量は戸

外では直身、t1=1光よりも多い乙とがある。紫外線による槌

色，変色を|苅ぐためには，紫外線吸収ガラスも作 られ，

工湯，陳列窓な どに 問い られる。

ｾ＠ 6. 結 語

以上，計画原論から見た保全について思いつ くままに

書き並べたが，最も重要なのは，結露- 7 J < と熱ーの問題

であろう。建築の物理的問題として，水分の移動はきわ

めて古くから取扱われてきたが，なお新しい問題として

われわれの前にある。

1) 建築雑誌 (1958- 6) P  .35  

2) 山越邦彦 : 耐liIl 学( 建築学会パンフレツ ト第5輯第6号)

3) 建築学大系8 (音，光. 熱，空気，色) (1955)  p. 330 

4) 住宅の保温設計 (白木m築学会設計計画パンフレツト 2，昭32) P  .14 

5)  Archi t ect ural  E ngineer i ng (1955)  P  .200 

6)  G_ Hei dt k a mp， F  Roedl er:  Ges undhei ts l ngeni eur  

(1957)  P  .45 

7) 前回結露防J Iニ計回 (3) (主II 築学会近畿支部研究報i告，昭32ー10)

8) 前掲 6)

9)  N.  S. Bi l l i ng ton:  T her mal  Properti es  of  Bui l di ngs 

(1952)  P  .94 

10) 日本建築学会編 .硲築学便覧( 昭31) P  . 237 

• Ｈ ｾ 医者京大教綬 ・ 工 得Ｉ
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繰 返 し 応 力 に よ る 構 造 物 の 保 全 に つ い て

海 聖子 蔵

、
.  

1. ま え が き

構造物の部材 lC作用する荷量が，静荷』ζ 対しては充分安全な大きさであるに

もかかわらず，それが長年月の悶くり返し作用するため，その部材が全然変形

も起さず破壊するという現象はわれわれのよく経験する乙とである。乙のよう

な現象がいわゆる材料の疲労である。乙の現象は構造物を構成している各積の

材料について，ある程度認めら れるものであるが，乙れらの材料についての疲

労現象を明らかにする乙とは極めて困難であり，とくに構造物K 関しての資料

は殆んどないといってよい。しかし構造物とくに建築物について，それらのす

べての材料の疲労現象を知ることは，さほど必要でもないので本稿においては

構造材として最も多く使用される鋼材について考えてみる乙とにする。

鋼の疲労現象の本格的研究は 1859- 1870年 !C W 己hler が鉄道1I1! 刷用車i l ! lhの破

壊を防止するため，疲労試験機による実験を行ったのが最初であり，わが国に

おいては，それより約50年おくれて機械関係方面から研究が始められ，乙の方

面においては急速な進歩を見ている。しかし，いかにして疲労による破壊を防

止するかという乙とについては，まだ多くの問題が残っている。疲労による部

材の破壊はその中の一局部の問題であり，乙れを資料金般の状態から判断する

乙とも極めて困難である。資料による実験研究は相当に進んでいても，実際構

造物については材質の関係はもちろんの乙と，部材における残留応力. 亀裂そ

の他の欠陥の状態，接手の疲労強度，腐創! 疲労，温度応力の関係，施工精度等

その影響をおよぼす因子が極めて多穏に亘っているからである。

2.  繰返 し荷重

一般に構造物K 作用する荷重状態は非常nc複雑で，その大きさがJI寺閥的 l乙変

化しない静的なものと，時間ととも に変化す る動的なものとが同時に作用する

のが，いわゆる繰返し荷重である。しかも ，乙の動的部分については. その仮

巾，周期が一定でない場合も多く ，乙のよ うな複雑な荷重を受けた場合の部材

の変形や強さは静荷重を受けた場合とは全く奥る。しかし，この現象をそのま

ま判断する乙とは極めて困難であるので，一般には乙の繰返し荷重のうち最も

簡単な形をなすもの，すなわち正弦変化をなす荷重を蓋本として. 乙れlζ 対す

る材料の強さを知り. イ山の複雑な繰返し荷重に対する強さを推定するのが使利

である。 第 1 図において繰返し荷重によって材料に生ずる応力の最大備をσ 1・

最小値を内とすれば. 繰返し応力を受ける材料は

平均応力 σ帥 = 11 ( σl + σ2) 

寸唱ル

司ペ

- 令

応力振巾 σγ =  '1 ( σt ーσ2)

なる 2 怖の応力の共同作用を受けるこ とになり

σ，=σ 明 + σγ

σ2 =σ刑 ーーσア

なる応力を繰返す乙と になる。しかして Wo hler の前記の実験の結果に誌づく

仕事強度と 破壊にまで若手びく二つの限界 応 力 度 引 と 内 との関係は，有名な

Lounhardt - Weyr ouc h の公式

2 " " l a2  σα］ Ｗ Ｑ Ｈ Ｑ 土 ｾＺＺＮＮ］Ｉ
3  '  - 2 σ 』

で示される。乙乙に t は破壊強度，σ2 は絶対値の小なる応力度， 引 はその大

なる応力度であり，土のー符号は σ2 と σ1 と異なる向きの応力( すなわち引

張と圧縮) のとき， + 符号は σ2 と σl と同じ向きのときに採用するものとす

的
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第 1 図 正弦変化荷: m( 応力)
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る。乙の l aunhardt - Weyrauch 式を基として安全率を 1. 5 にとった第 2図が，

繰返応力 IL対する許容限界の実用的なものとして用い られてい る。

3.  鋼の疲労破犠

第 2 図 最 小 応 力 量 話

鋼が乙のような繰返し応力を受けて疲労破壊を起す破壊機構については省略

するが，その疲労破壊はある期間使用した後に起るも のであるから ，その破面

には著しい特長がある。部材lζ 加わる応力が疲労限より巡かに大きい場合は破

壊までの応力の繰返し度は少な く，このような場合は静荷重による破壊に似た

様相を呈する。また疲労限附近の応力 IL よる破壊すなわち比較的長い繰返しの

後iζ 起る破壊はいわゆる疲労破壊の特長を示し，ほとんど変形を伴なわない脆

性破壊である。乙れは手近なものとして鋲打ハン 7 ーのスナップを見ればわか

る。 第 3 図はクレーンガーダーのウェプの破断状況を示すものであり，その状

態がよ く知ら れよう。すなわち al 微細な亀裂が発生し bl 発生した亀裂が応

力の繰返しととも に比較的徐々に伝播および拡大するため有効断面が次第に減

少し， cl 遂I C . 破援するという経過をたどるのが特長である。
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4. 機造物についての実例 砂

第 3 図

第 4 図

現在の構造計算の過程においては鉄骨桃造物 IC. 作用する外力は一般に振動現

象を起す原因となら ないものとみなしており，そのために通常は許容応力皮を

比較的大きく選んでいる。すなわち仕事強度の上限として鋼の降伏点を採 り，

その 1/ 1.5- 2 をもって許容強度としてい るのである。しかしながら工弱建築

の場合には一般K 天井走行ク レーンとかテレファ 一等のよう な迩搬機械によっ

て，あるいは建築物に緊結した高速度の回転機械， ピストン などのように前後

に運動するもの，さらには衝撃的に加わる荷重等ーによっ て振動現象を起す場合

がしばしばある。そして， 乙のような場合にはその荷重に対しては，それが動

力学的な作用をなすものとして別な考慮をしなければならない。元来，天井走

行クレ ーンの移動する場合 IL ，乙れがクレーンガーダーと柱に及ぼす動力学的

作用については今までほと んど研究がなされていない。乙 れは最近ま ではクレ

ーンやテレファ ーは走行速度が極めて遅いため，クレーンガーダーやれK 有害

な振動現象を起すほどの影響はない ものと考えられていたのである。また クレ

ーンやテレファ ーの爺11街J l c . よって起る街喰カも動力学的に取上げるほどのもの

ではないと考えられていた。しかし，乙れらの外力はわれわれの研究の結果で

は相当の有害な振動現象を起している乙とは明らかである。とくに最近の工場

では，その生産工程の関係上 クレーンの走行速度も早く ，また頻度も 3 - 4分に

1  [月と いう場合が珍らしく ない。振動現象については別の機会にゆづるとして

乙のような頻度においてクレーンが走行する場合は，当然ここに繰返し応力に

よるガ ーダーの疲労が考えられる。八幡製鉄所における建物で建設後40年に近

い工場においては，走行回数が数百万同というものも珍らしくな く，乙れらの

ものの中 IL は，すでに疲労破壊したものもある。

以下に幾つかの実例について説明する乙とにする。

第 5 図 実例 1

乙のように天井走行ク レーンの走行その他による繰返し応力に対しては応ノJ

の集中する部分がとくに損傷を起しやすい。 第 4図 ・第 5図は平炉工場のクレ

ーンガーダー ( I - 550x 350X  19) の支持部における応力集中および繰返しによ

り生じた亀裂の状態である。支持部のウェプの下端に亀裂の入る原因は第 6図

に見るよう Iζ 矩形梁の端部の光神性学的実験より充分推定されるものである。

( もちろん I 形梁の場合はフランデがあるため集中の度合は緩和されるであ ろ

う) すなわち， ウェ プの上部の応力集中位置は車輸の移動によ って変るけれど

も，支持部では車輸がそのスパン上にある限り応力の集中が存続する乙とにな

第 6 図 る。乙の場合の応力は静力学的計算lζ よれば極めて小さいが，図のような亀裂

炉
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を生じて破壊している。因み lど，乙の工場は大正 4 年の

建設で，平炉補入クレーンであり車輸の通過回数は 600

ｾＱＰ ＰＰ 回Ｏ日となるので ， 昭和 ＲＷ 年取替まで ＳＷ 年間 ｬζ 数

百万回の繰返し応力を受けた ζ とになる。

捕入クレーンの自重 80
T

( copaci ty 5
T

)  

車 輪 圧 与 22
T

ガーダーの大きさ 1- 550X 350X  19 

ガーダ一端部亀裂部の応力 引 = 600kg/cm
2  

σ2 =0  

.. =  400kg/cm
2  

乙のような部分IC対しては計算以上にスチフナーを入

れる等，予じめ補強をしておく必要があり，また一定期

間毎I e 応力集中部分の点検をする乙とが大切である。

実例 2

第 7図は第 3 製鋼工場のガントリートラスの垂直材下

部クレーンガーグー支持部の破断状況であるが，とれも

前例と同様，建設後約35年を経過しており，クレーンに

よる水平力の処理が不充分であるのと ，下部』ζ 曲げ応力

が集中し，さらに出鋼どとに ( 1日4回出鋼) 約300
0

C の

温度応力の繰返しによる疲労破壊と思われる。乙れは，

下 寸r

ｊ｟ ｾ 占的

。ｾ盆

' - - - - . . . . J  

F 一一一一『

ｦｾ レ駒伺 ＱＰ
2 1( - 1 0 . 6 4 0  

ム 三 島ｾ

おそらく構造計画が不充分であったためと温度応力を無視したためであろう。

実例 3 Riwel の緩み

鋲接手の疲労試験や破壊機構については省略するが，長い間に鋲が緩んでと

りが起る乙とは極めて悪影響をおよぼすものである。 上記j;j p 製鋼工42の例を

とると昭和27年の調査までに ( 37年間) ガーダーおよび接続部材の 川et は，

その約% が緩んだり鋲頭がとんだりしている乙とが判明した。( 第8図，第9図)

乙のような場合は静力学的に計算した鋲間隔を適宜縮めるか，または鋲径を

大きくする必要がある。乙のような鋲のゆるみは鉄道の橋梁κ ついても最近漸

くその傾向が現われ始めており ，大きな問題と なっている。乙れらの問題は設

計の当初 lζ 充分計算I e 入れ，前例同様適時検鋲を行 う乙とが大切であると思う。

実例 4 腐蝕を伴なう例

屋外クレーンガ ーダ一等の場合，レールの下面は湿気を保ちやすいため鈎を

誘発し，乙れが繰返し圧縮を受けるたびに両側に排出され逐次摩耗する乙とに

なる。( 第10図) 乙のように屋外に鋭出しているものについては必要強度以外 IC

ガーダー上面に敷板を一枚置く乙とが望ましい。また化学工場など有1 ; . ガスの

発生する所では繰返し疲労が促進されるので，とくに注意を要する。

5. む す び

以上要するに鉄骨格造物とくに工場などのよう! e クレーンその他移動荷重が

繰返される場合，多かれ少なかれ振動障害のある ζ とは確実であり，乙れに対

しては設計の当初に充分考慮して安全にしておく乙とが，もちろん大切である

が，完成後は以下のような注意が大切ではないかと恩われる。

1. 繰返し荷重の性質，大きさ等をよく調べておく 。

2  建物の経歴その他振動性状等を調べておく。

3  

4  

5.  

一定期間を定めて各種の点検々査を励行・する。 とくに小さな』則自を早期

に発見し補修するようにする。

j尚蝕疲労の心配のあると乙ろでは塗装K とくに注意する。

熔接構造の際は 3 の検査をとくに厳重にやるようにする。一般に仮付部lζ

早 く 疲 労 亀 裂 が 入 り や す い 。 ( 筆 者 八 幡 製 鉄 所 建 設 局 技 師 )
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ま え が き

先日，大阪市内のピJ レの老朽化調査を依頼されて視察

した一例であるが，昭和 2 年建設の鉄筋 3 階，地下 1 階

のもので，外観では建物の一階に縦に通った亀裂がーヵ

所見られるのみで， 30年経過し ているにもかかわらず，

ほとんど老化しているとは思えなかったが，地下室に入

って見て篤いた。

地下室の防水が利かなくなったためであろう。道路か

らの水が 1 階の床，梁，地下室の外壁 IC浸透して，外側

の部屋はジメジメとしており，各梁の下端コンクリ ー 卜

が水平に大きく亀裂が入り，一部がすでに脱落しそうに

なっている。明 らかに鉄筋の鎗のために コンクリ ート が

割れたものである。よく調べると，柱にも垂直に亀裂が

入 ってい る乙とがやj った。とれでは上部がどんなに丈夫

であっ ても，脚元がすでに腐っているので，地渓による

椴振れを考えれば，いつ倒壊するか判らない，といって

も大げさではないであろう。 ii 災災K 会っている都市で戦

前に建ったピルは コンクリ ートがアルカリ性を失い，鉄

筋が錆びやすい状態になっているものであるが，河が多

く，7. k 位の高い大阪では，乙のように地下室が痛んでい

る例が多いのではなかろうか。鉄筋の建物に対しての不

当の安全感によって，いわゆる永久構造物 も水にはいか

に弱いものであるかを知ら ないために保全管理を怠った

例であると思う。丁度本誌が保全特集号を発刊される機

会を利用させていただき，保全の一般的な考え方を，主

とし てビル管理者の方々を対象1<: ，説明させても らう乙

ととする。

1  .  保全管理の意義

ビノレの維持管理の作業を，その目的によって分類し て

見ると ，まず次の事項が考えられる。

① 従業員 ・来訪者のための環境衛生を主とするもの

① 交通 ・通信のように業務の能率を主とするもの

① 火災 ・地i;! i 等の災害』ζ 対する保安関係

乙れらの三種類の目的を常に満足さ せるためには，対

象と なるべき建物の諸部分，附帯設備の機械，稼具等が
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いつも良好な状態にあるように整備されている ζ とが前

提となるものであ ちて，乙の整備を，一つの独立した管

理作業と見る乙とができるであろう。 一方乙の作業を行

う乙とによって，その施設を永持ちさせ，施設の価値減

少を最小限度に食い止めるという経済的の効果をも期待

する ζ とができょう。乙の整備と永持ちとの二つの目的

を果すための作業は厳密な窓味では必ずしも同ーのもの

とはいえないが，系統を等しくするものであって，

@ 保 全 管 理 という 名称で総括される，維持管理の

重要項目である。したがって保全管理は前記の 3 つの管

理作業に従属すべき面と，同時にそれらの効用の持続，

み←

. ー 主 要 項 目 O一 関 係 項 目

維 持 管 理 作 業

術 住 | 飽 部 | 保 安 | 保 全

在1 • 。 。

畷 房 | • 。

冷
房 | • 。

換 • 。

採
光 | • 。

J' ，日 • 。

給
水 | • 。 。

排
水 | • 。

便 所 ・ 衛 生 | • 。

騒 音 • 。

。 • 
位 指 ・ 通 信 |

。 • 。

低 気 時 計 | • 
駐 耳I

場 | • 
物 品 ・嘗 類 搬 送 | • 
消 火 施 設 | • 。

点 検 |

。 。 。 • 
保 守 |

。 。 。 • 
修 繕 |

。 。 。 • 
棋 様 暫 | • 

... 



すtJ . わち命数の保持を主とした管理との両面と考えて差

支えないであろう。以上の問項目別 lζ 各作業を分類して

見ると前頁の表のようになる。

.  
-

2.  ピル老化の特徴

ビノレの各部分は使用の度合により ，また年が経過をす

るにつれて種々の故障が起きてくるものであるが，一般

に次のような現象が多い。

屋根.. .. .. 雨漏り，屋根版の四隅に斜めの亀裂

パラペット，庇 ・・・屋根版の打継ぎに沿い水平 lζ 亀

裂，四隅』乙斜めの亀裂，防水層の立上 り部分の量IJ

離

外周り建具 .. . ー枠が錆びて開閉不具合，施錠困難，

周囲から雨が入る。外壁』ζ 枠 lζ 沿った亀裂

内. 外壁・・ ・タイ J レ，貼石が剥再IL 亀裂

コンク リー ト指h部・…ー鉄筋の鈎による亀裂， コン ク

リート収縮及びl彰阪の亀裂

出灯設備ー… 電製品の被援ゴム老化， 71 < . の校入により

司‘

停電，ショ ー ト，漏電

4‘  

給水設備・ ・・ ・パイ プの漏水，陶器の汚れとヒビ¥保

温被覆の損傷

H音渠・・・・ー湿気， 漏水

諸機械・- … 主として摩粍による損傷

これらの故障について，内容的 lζ 分析して見ると，原

則的IL二種類とする乙とができる。

① 材料自身の老化 建物や設備を構成している諸積の

材料には，使用するにしたがって勝耗や折損等の物理的

の減耗が起きるものであるが， 同時 lζ 空気，熱， 7.k， 

e 光等の自然の力による変質等の化学的減耗が同時に生じ

て， ζ の両者が結び合って老化して行く。たとえば床材

料は短時日においては，人の通過数に比例して摩耗する

が，長い年月ととも K 材質がだんだん脆くなり，余計に

減耗するものでき一般に材料の減粍度合は経年 lζ 対し二

次的 lζ 泉加して行くといわれるのは乙のためである。

① 接合部の老化 同種類または累積頬の材料相互の接

合部が，接合材の老化のため，接合力がゆるんだり，ま

た摩擦，伸縮等のため，接合部付近 lζ 故障が起きる。

ピルを木造 lζ 比較した場合，材料的に見れば，木材は

かなり寿命があるが，接合部については木造は極めて弱

いもので，鋳込みによる一体性のコンクリートとは比較

にならないといわれている。しかしながら乙れは極めて

皮相の観察であっ て，コンクリート中に抱えられている

鉄骨や欽筋は伸びも強さも迷うもので，お互から総れて

向然tζ 帰ろうとする性質が強いものであるから ，雨水が

コンクリートを通して浸入してくる乙とがあれば，ま乙

とlζ 絶好の機会であり，鋼材! C . ttll を生 じてコンクリート

と分離し ，緩めて危険な状態となる乙とは，まえがきに

述べた通りであるが，軸部ばかりでな く，スチールサッ

シと壁との接続部分にも ，しばしば見られると乙ろで あ

る。また屋根のモルタルまたはアスフアル トによる防7 . k

J f i i と下地コンクリートとの接合部，コンクリート中の各

種配管等もヒ・ J レの一体性がかえって災いして，外部から

見るととの出来ない接合部から老化して行く例が多いも

のである。しかも乙の接合部を境いとする各種材料は減

耗について相関関係を有し，表面材料の保全管理を完全

に行わない場合には，ただちに接合部から次の材料に影

響を及ぼし，順次 lζ 減耗して行く乙とがヒツレの特徴であ

るともいえるであろう。

いま防水層を例にとれば，減耗のl唄j亨は次のとおりで

ある。
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3.  保全管理の諸作業

前述のように，材料および接合部は . 放置すれば滅絡

が進み急激に破損にまで到達する例が多いものであっ

て，乙れに対処する方策としては，次の四段階が考えら

れる。

① 適正な使用・ ・・・施設にもっとも適応した使用方法と

し，その使用度数も加減する乙とによって減耗度を少く

する乙と。

① 点検…・ ・機能の状態，減耗の程度を検査し，これに

より，予防手段を実行に移す。

① 保守・ ぃ盛挨の除去，小減耗の補修等の簡単な作業

l乙より，正常な状態を保持する。いわゆる手入と見てよ

@  修繕・ … ・保守によっ ては正常・な状態を保持できない

程度の減耗の補修。

以上の四項目は大き な意味での保全管理の総括であっ

て，その内どれをも省略する乙とができ ない。ことに近

代ヒ・ j レの特徴である設備機械はその性能の不断の整備を

要求されるものであるから ，前述の判l部の保全と同様重

裂であり，とくに①，①，①項目については管理に重点

をおかなければならないものである。ただし木稿におい

ては設備の保全について，後主主に専門家の論文もあるこ

とであるからとれを省略し，主として建築技術的な①項

の修結論について記述する乙ととしたい。

4.  修繕の概念

ヒソレの各部の機能低下の状態を 図一1 に示す。建設時

! こは全く減耗し てい な い も の で も ， 年が経つにつれて

A- P なる曲線の跡をたどり ， ついには T 年経ったとき

に減耗率 100 %の B 点に到達し，乙乙で破損するものと

する。乙れに対して修繕の方法としては

① A- B 聞の中途にある P 点で修絡を行い， 元の機能

まで上げるようにする ( P - P1 ) 乙れを「補修」と名付け

る。/ ただし特別の場合として，そのときの状況によ り，
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建設時よりもさらに高い機能を要求され， P一挙P2 の修絡

を行う場合がしばしばあるが，との場合は， i 改良」と

いわれるもので，修繕とは一応区別さるべきものであろ

っ。

① 命数 T 年が来てから修繕を行う。 B から Bt まで引

上げるもので，乙の場合には 100 % の修繕作業となり，

実際には「取り換え」が行われる。

以上の二方法があるが，いずれが経済性に優れている

であろうかという問題については，材料の性質によって

違っ て くるものであるが，一般論として計算によって求

めた結果を報告する。

5. 修織の時期

図ー1 において P1 まで補修したものが放置すれば，

また減耗曲線 ｐ ｬ ｾ ｑ をたどる。いま ｐ と間程度の減耗

の点 Q I C. 逮したとき IC， ｑｾ ｑｬ の補修を繰返したとす

る。乙れを一定期間繰り返して，その間の修繕践の総計

を計算してみる。と 図- 2のような関係が得られる。

ただし次の仮定を行う。

減耗曲線は 2 次式とする

修繕貨は工費と仮設費との合算したものとする

工費は減耗曲線に比例する

仮設費は経年1(. 関係なく一定とする

金利の影響は考えない

① 仮設' t' . t b は命数
T 年における工技 IC対する比率で表

わす乙ととしたが， b の変化にともない，各曲線には極

小値が存在する。すなわち仮設訟が大きいときには命数

近くなってから修繕をやるのが有利であるに反し，仮設

費が不要のときには早い方が経済である。

② 一般に仮設費が工賀の二割程度の場合が修繕のさい

には多いのであるが，そのときは 0. 45T で補修を行うの

がもっとも経済的となり，命数 T 年での修繕に対し 7 おl

位で済むとととなる。

乙の図によって早期修繕が経済的に有利である乙とが

やj るが，管理上の問題からも理由がある。前述したよう

に構成材料は相関しているものが多いため， 図- 3 のよ

うに第 1種材料が破損すれば，ただちにT iP 種材料が滅

粍を早めるため，表面材料が痛まないうちに補修する乙

とが望ましい。保全は予防管理である ζ とを銘記された
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6.  r取り換え」修繕

前項で早期修繕の繰返しが有利である乙とを説いた

が，実際にはそうはいかない場合が多い。なぜならば，

図ー1 において，いかに良好な補修を行っても，材料は

ａ ｾ ｓ Ｓ なる経路を通って，ついには破損するもので ｐ ー ｐ ，

なる補修はじつは ｐ ｾ ｐ Ｓ にとどまるべきものと恩われ

る。したがって修 繕 論からいえば元の機能 線 ａ ｾ ｐ ｬ ｾ ｓｊ

なる直線は一種の改良線と見るべきであろう。乙 の乙と

からして，修繕の各工種は，ある程度の補修回数を，繰

‘  
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返せば，必ずや取換えの時期がくるもので，修繕は補修

と取り換えとの適当なコンビネーションと了解すべきで

ある。

一般に材料は 図- 4のように早いものでY' ，遅いもの

でも Y"には必ず破損する。その破損の頻度は材料によっ

て形式が異なるが，ある頻度分布 α- s を画くものであ

って，m}誌が平均M命とみられる。また頻度の累計曲線

を求めれば，修繕方式は次の三形式iζ 分類ができる。( 図

- 5)  

① 破損頻度と同じ修繕率で，閉じ時期K 施工する

たとえば屋根瓦が一枚割れるどとにさし替える 。

① 破損始期』ζ 全部の修絡を施工する … … たとえば，瓦

が一枚割れたとき，その一群の瓦は寿命がきたと見る

か，または仮設や作業のつどうによって- 1副 ζ 葺き替

える。

①前二方式の中間で n 回の取り換え修絡を行う。ビ

ノレの境合lζ は前述のように一体性のため①のようにバ

ラバラに行う乙とが難しく， ① または①の型式による

ことが多い。乙れらの型式の得失については，①は減

価償却の面からみて最良であるが，修繕工種』ζ よって

はそうもいかない場合があるので，材料の種類によっ

て修繕の時期と修繕率を決定しなければならない。

7 修 繕 費

各工種の修繕't!l は前述のように，一定修繕周期により

ある修繕率によっ て補修，取り換えの繰り返しと見てよ

く，ヒツレの全体の修繕訟は乙れら各工高Eの修繕政の累計

である。したがっ て修繕'l'l を経年について累計して見る

と大約して次の式で表わされる。

修繕周期 修繕'l'l

1年毎の繰り返し 。j

2  
a 2  

γ  。γ

n  

。'‘

ζ の累計は

免 血 - ｾ＠ -

J; R = al こ + aoこ 十 .. .aデ二+ ‘…・・ +内二
1  .  - - 2  .  r  .  --"  r  

( 但し nfγ は整数のみとし小数は切り拾て)

乙の式は対数近似値式であって上部に山となる曲線を

示すものである。実績値を見ても，年が経つにつれて，

修絡設がかさんでくる ζ とは周知! の事実である。なお，

ヒりレの修繕貨の具体的数字K . ついては小敦: [ " ヒ勺レの維持

管理」を参照願う乙ととし本稿では省略する。

8.  経済的耐用命数

最後に修繕論につきものの耐用命数を論じないわけに

はいかない。建物の償却資は使用する年数が多ければそ

の割合で減少して行くが，修給授は経年によってむしろ

増加する。今年間について償却 ｾＧｩ と修給自の和が最小と

なるよう な経年を経済的耐用命数とする。乙の命数を越

えると修繕授が割高となって物質的な命数があるにもか

， .. 

11事

/  
H  

宇
。

d  

窓

!  t  

， .. 

r;7  
)  

%  

E  I  . /  

。
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け
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作

tA 
f '  

"  ｾ＠ i  

2  

量向

， 
， 

茎. をま 「 χ  

図・6 経 済 耐 用 命 数

かわらず不経済となるものである。数式で表わすと

償却費 修繕資

B  

X  

+  ÷ =f gO ( 図- 6)

① 

① 

① 

すなわち か 日 のよう な X 年を求むればよい。

木造住宅の場合 y = 350x + 25x2
… といわれてい る。

乙の頃合 B = 35. 000円/ 坪とすれば，x ・34年となる。

守王者が調査 した木造庁舎の場合

B = 400x + 25x2  

B = 45 .000円/ 坪 とし て x ・・・43年 となる。

ピJ レについ て はコンクリート軸部の修繕周期と 率と

の定説が得られないので z 修経 費の数式を求める ととが

できないが，学界においても各方面で研究さ れているの

で，やがて経済的耐用命数も得ら れるであろ う乙とを報

告して怨をおく乙ととする。( 筆者 近自陸地建営織部長)
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掃除は誰K でもでき て，誰にでもできないという奇妙

な二重性があり ，したがって重要な乙とでありながら ，

割に経く見られやすいものの一つです。 ヒソレディングの

メインテナンス

維持保存というものも，つまると乙ろは毎日の掃除と手

入れが大部分です。 l喰べない人聞はありません。掃除の

ないピノレディングのないのも同断です。専門家の手tζ 安

ね，建物の価値を高め，ピ J レディングを長生きさせるの

スマート

は賢明なやり方と申せましょう。

床 ( アスタイル， リノリューム， トギダ ν ，木床，

ラパータイ J レ等)

日常の掃除には軽く濡らした新聞紙，ff;: 絞を撒いてハ

キ掃除をし，泥や砂ぼ乙りの残るときは聞く絞ったモッ

フ。で水拭きを します。( 床を漏らす乙とではありません)

そのあと乾いたモップで空拭きをし，あるいは必要に応

じて冠動研磨機で磨き上げます。

場所柄や人の出入りの頻度などによって，定期的 lζ 月

1[. 1ないし数回，前記のハキ掃除およひフk拭きの後，床

の材質1[ ，適したワックスを塗り ，床面の保護と美装を行

います。乙の場合，注意しませんとハパキ( 床と壁の接

続部から 4，5センチ上までの部分) にワックスがどうし

ても付きやすく ，乙れを数回重ねますと室内も廊下もロ

ビーも，ハパキの部分がズーッ と黒くなりクロ ワクのよ

うで宜しくありません。ラパータイルの新しいうちは少

し特殊な方法で手入れをし，古 くなれば他の床と同様に

行います。

床面のヨゴレ具合やその他の状況に応じて，毎週 1 固

から年に数回，床面の洗稿集( クリ ーニング) を行います。

油性洗剤，石鹸，中性洗剤等，それぞれの床の材質lζ 適

した洗剤を塗り ，電動研磨機を使用して洗います。そし

て古いワッ クスと ヨゴレをすっ かり取り去ったあと ，新

たにワックスを塗装して仕上げます。

ラパータイ ル，ア スタイルなどは油性洗剤に冒されま
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すので，その他の水溶性洗剤を用いねばなりませんが，

充分注芯しませんと床面上を這う電話線の被覆の内部ま

で泌み通ったり，または床の下に潜っている電話線を紛

らしたりして， 通話不能になる乙とがあります。

床面下に浸水して復旧に大変な' l ' 1 用のかかった実例も

あります。油性洗剤を使用する場合は臭気も強く，常t乙

H 火の用心H を忘れてはなりません。以上の点やら経費，

仕上 り等の点からも，専門の者1[. 委ねられるのが無難と

思われます。

床 ( モノレタ J レ，コンクリート，モグイクタイノレ等〉

日常の掃除はハキ掃除を行います。場所柄と状況によ

って，撒7] ( ， 71<1式き， あるいは電動研磨機による水洗

い，右餓水洗い等も行います。それら水仕事の汚水を処

理したあと，充分に 11拭きあげ十|上げH を行います。

壁

水性塗料で仕上け. てある部分は烏毛払いやノ、タキで払

タ ク ト リターングリル

います。乙のときー絡に吸股装置の激肢口金属面も充分

にはたいておきます。

腰板の部分は油性塗料による仕上げか，もしくはトギ

ダV やデコラですから毎白紙 rt がけをします。( 綿布の

刺したものは水キリが悪く，良質のタオノレを使います)

ひどいヨゴレのついた倒所は，石鹸， ハンドクリーナ一

等，適当な洗剤を使って落します。乙の場合あとの7 1 < 拭

き( 空拭き) を忘れてはなりません。

全体がひどく汚染しないうちに，乙れも週間，月間の

予定をたて，定期的にするのが，いつまでも美しくも た

せるコツといえましょう。大理石，テラゾーの墜は ワッ

クスを塗って艶1:1:¥しをします。

ブラインド

乙れは非常になおざり lζ なり勝ちなものです。ふと気

h除

) .  

.  
， 
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-

.  .  

がつくと 1' . 1; っ自に挨がたまっ ていたり， I時には焼きつい

た状態になっているものです。薄い木片や特殊な鋼板の

裂が33枚から 38枚ぐらい付いたものが多く見受けられま

す。能う限りチリハタキをし，H 手遅れH になったもの

は 1 枚 1枚丹念に裏表を洗剤で拭き，水拭きをします。

面倒でもあり ，部鋼板の場合は手を切る隠れがあります

ので， 玄人向きの仕事とみられています。

化 粧 室

洗面器は ζ まかい良質のクレンヂーを使って，タオ

J レ，束子，スポンデなどでよく磨きます。( 粗悪な E ガ

キ粉は陶器を傷つけ水洗いも惑く ，しばしばパイプがつ

まったりします) 乙のとを裏面も充分に拭き，附属の金

属部は入念に空拭きをします。

大小便器も同じ要領で毎日: 手入れします。乙れを怠る

ｾ＠ と，7 ] < のカナケや尿5誌などが乙びりついて，白い陶器が

茶褐色』ζ なってしまい，イヤでも塩酸で洗わねばなりま

せんが，たびたび嵐酸などを使いますと内部の配管を冒

しますから，あまりやりたくない方法です。それよりも

陶器にカスがたまらないように充分な毎日の手入れが肝

腎です。素人の方はどうしてもコワクて奥へ手が入りま

せん。 11着色M させてしまってから，外来者に「トイレ

ットを見れば，そ乙の V ツケが解る」などと言われたり

するのは全くナンセンスです。ひと通りの掃除が済んだ

あとは，できるだけ頻繁に見て回り，悪質なラクガキを

長時間気づかぬ乙となどのないようにし，いつも化粧室

の品位を保ちます。

湯 沸 し 場

どちらの湯沸し場を見ましでも，ほとんどの「流し」

に茶のアクがとびりついて茶色から黒色になっていま

4  す。現在トギダν の「流し」が数多く見受けられ， ァ

ク落しには塩酸などが使われていますが，堅い石の粒子

l立大体そのまま残り，軟かいセメント部がj商蝕されるた

め，表面にたくさんの小さい穴があき，穴がまたアクの

1，，[ ; 活するタマ リになるという悪循環を繰り返していま

す。良質のタレンヂーと特殊な洗剤lで毎日廃き，黒いび

ちゃぴちやした陰惨な場所lζ ならないように注意しま

す。

当直光灯，電灯

位光灯も各磁の型があり手入れの難易もさまざまです

が，) レーパー，反射板，球などに解体し" 洗剤拭き H

Ｂ［ＮＱ＼Ｎ拭きＢをします。グローは ｈ 小さくて，高くて，ｾ

れやすいH ものですから墜搭させぬように注意が肝要で

す。屯極付近は，とくに兵っ黒の微粒子がついています

から入念に拭きます。電源を切っては i士事ができない場

合がしばしばありますので，高い脚立や悌子の上で感電

してギクッとならないようにゴム手套の使用が必要でし

ょう。電灯のプラケットは水拭き( 水洗い) 空拭きを行

います。

真鍬その他の金属部

入手の触れ具合，湿気の多少などで異 りますが，どの

部分でも，あまり汚れぬうちにメタルポ リッν ュで磨き

上げます。そのあとが拭き取り H を完全にやらないと変

色しやすくなりますから，それを防ぐ怠味にでも可能な

部分はできるだけ毎日空拭きをします。メッキしたもの

は良質のもあり，そうでないのもあり，見極めたうえで

メタルポリッシュを使うなり，空拭きでとどめるなり致

します。いかなる金属部位にもせよ，できるだけ毎日の

空拭きが望ましい乙とです。

間仕切ガラス

毎月 l 回の拭き上げが必要です。策変してからのお手

入れはか洗し刊になりますから白周がかさみます。模様

レリーフ

のあるものや浮彫のあるものは普通のかたでは梢々おも

りのし難い点があるようです。

外周窓硝子

通常・の場所で月 1 回， ヨゴレ lζ 応じてそれ以上となっ

ています。危険な作業ですから専内の者以外はほとんど

不可能です。放置してヨゴレが酷くなりますと，品位，

J レツタス

室内の照度，能率などに関係するばかりでなく，それか

らの手入れは H 危険な特別作業M という点から相当商事n

のものになります。月 1 回の絞低の線は崩されない乙と

です。

その他ダストゾュート室，各所の排水口( 消) など常

識的K 注意の行き届きにくい部分，触れにくい個所を常

に怠りなく手入れしなければなりません。

メイ

ビJ レ，病院，学校，劇場の，すべての人々が建物の維

ンテナ ンス

持保存K 注意するのが望ましい乙とですが「誰もが責任

を持たなければならない乙とには，誰も責任を持たない

」という諺もあり，近どろは熟練した従業員とｾ官な資

材を持つ専門業者の手 ( C一切を施行させる行き方が，だ

んだん普通的になって参りました。費用をかけて効果の

挙らない系人療法より医者の門を敵け，というセオリー

は常識以前です。

また，乙の方法K よる今一つの大きい利点は，労務管

支l! 上どうしても避けられない法規上，経済上，人事上のお

びただしい問題にも，五三も煩わされなくなる乙とです。

ビル管理者K とっ て， それらは最早 H忘れかけた記憶H

lζ すぎません。" 契約H という近代の明確な観念と実行

が一切を処理してくれるからです。けだし現代の要求と

いうべきでしょう。
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給水i1や給湯管内へ取扱の不注意のため，あるいは故防

のために，1m用の空気を混入するような ζ とは回避した

炉水の温度が高ければ高いほど腐蝕性は地加する。化学

反応、は温度を上げれば早くなり，また流電気現象も温度

が上れば促進される乙とは知られている。 したがって給

湯の温度を必要以上に高くする乙とは，パイプ内のスケ

ーJ レを早く矧加させる結果となり，カランから出る赤鈎

も多 くなる。

1>7J <が一乱流を起すと，それlζ 接する部分はとくに早く腐

蝕を受ける。たんに流速が早い乙とも遅い場合lζ 比較す

ると i釦ζ 早 く腐蝕する。 水の PH が 7 未満の場合は酸

性，それ以上の場合はアルカリ性であるが，酸性の水は

よく 鉄を腐蝕するが， PH が 8 .5 以上位の水には腐蝕し

ない。PH6. 8 以下の水は鉄管の内面によく腐鏑を発生さ

せる。かような水を給湯用混水ボイラに用いれば，ポイ

ラの々命は著しく短い。

ｾ ｾ 車耐水は闘よりイ コ ｴ ン交換を行った純水や，秋ＷＮＱ＼は脇

良h性があり，亜鉛引鉄管ばかりでなく鉛管も早く腐倣す

る。 乙れ らは腐創! の自己抑制作用を持たない上 K. ，使用

中に酸性となり やすいためであるといわれる。

炉以上はパ イプ内部の液体lζ 腐蝕の原因を求めての考察

であるが， パ イプが布設されている外面環境から激しい

影響を受けて命脈が尽きてしまう場合がある。

ー土中 K. 埋設された水道用鋳鉄管は土に溶解塩を含み，

しかも湿 ってい るような場合は破壊的な電気化学的作用

を引き起す。電車のレー J レに平行して布設された水道管

のj街蝕が早い乙とは周知のとおりである。

炉コンク リー ト』ζ 埋設された鉄管は，コ ンク リー トに出

気を含む場合，わずかな電流でも流れる と大きな j肉蝕を

受ける。 とくに シンダーコ ンク リー 卜に埋設された蒸汽

や温水の鉄管は早く錆びる。暖房用立管が床コ ンクリ ー

炉衛生や冷暖房設備の式i命はコ ンクリー卜造の建物本体

κ比較してはるかに短い。J 1 nづ? いやもっと短いであ

ろう。しからば何年間保っかと問われでも明快な答弁は

困難である。最近日本人の寿命が大い lζ 延びたと報ぜら

れているが，乙れは医学薬学の進歩とともに各人の注意

や処置がよく行届くようになった結果ではあるまいか。

乙れと同様に建築設備に対しても，わずかな注意と処置

を加える乙とにより，その寿命は幾分延びるであろう 。

ではその寿命に影響を及ぼす事柄にはどんなものがある

か，2， 3の思い当る事柄を綴ってみる。

砕機械類の取11;承その他の潤滑油の補給は怠らないように

したい。油 lζ も各種の品質があるから良質のものを選び

ゴミが混入すると戦h承に磁がつくか ら，: t イ J レカッ プの

蓋は必ず関空5ておかねばならない。汚れた油は適時点検

して取替える必要があり，迎転中の各部の温度，振動音

響等 l乙異状が起つてはいないか惚怒し，些少でも不審が

あった ならばできるだけ早期の診断と処置が望ましい。

炉パイ プ類には白鉄管，黒鉄管，銅管，鋳鉄特等種々の

ものが使用されているが，ほとんどの場合が水や湯を送

るに用いられるわけである。乙れらの金属は多かれ少な

かれ腐創! の現象を起す。j凶創tl C影響する因子には金属の

組成や製造工程等金属自体の側に存在する内部因子と，

金属が接触する i液体の側に存在する外部因子と κ 分けて

考える乙とができる。腐蝕現象が起った場合，その原因

を探究するに当り，とか く材質不良が原因であると真っ

先 K . 考えられることが多いが，多 くの場合は左様な内部

因子ではなく外部因子K . 原因がある。

H <中Iζ 溶け込んでいる酸紫が多いと! 街創! 速度が増す。

この窓l床からは空気を混入し やすいような水の取扱い方

はj街蝕性を増す 乙とになる。 また空気の混入は同時に炭

酸ガスも増加する結果となり ，乙のガスもまた腐針、を促

進する。排水管中の空気混入はやむを得ないけれども，
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トを貫通し，シンダーコンクリートの部分で2，3寸桜i引

きするため埋設されていた建物で，わずかに 2 年間で洩

り始めた実例がある。床がぬれるような場合は銀出部と

埋設部の境界線の近くは一番早く腐蝕する。

炉パイプの寿命が尽きて取替えねばならな くなるのは内

面のスケ ーJ レのため通水能力が著しく 低下した場合がー

番多い。乙のスケー J レは嫡状に成長し高さ 1 吋位の円錐

型をなしている乙とがある。 30年位使用された 3 吋の市

ノ ｫ 道用鋳鉄 ｻ￬ｾｦ で Ｗ ＮＱ＼ ｩ 誌が不足してきたので，切取っ て検査

したと乙ろが大小の焔が重なり合って起伏し，実際 lζ 残

されている通水断面積は 1. J 1 吋! とも足りない位であった。

Ｑ 図 は Ｑ Ｐ 年ほど使用されたｾ吋亜鉛引鉄管であるが，か

ろうじて小さな穴が残っているだけである。 2図 は厨房

の床コンクリ ー ト内に埋設されていた; / I . i 吋の亜鉛引鉄管

である が外面からひどい腐蝕を受け，つい IC穴が明いて

しまったものである。

ーダクトは直接水を通すわけではないが，湿気の多い空

気や| 街蝕性のガスを含む空気を過す場合は%: e 外』ζ 早く腐

蝕す る。クーリング安ワーやエヤー ワッ シヤーの亜鉛引

鉄板は j寓創応対してはも っとも悪条件の下にさらされて

いるから， ζ れを保護するためには定期的に塗装を実施

していただきたい。 また屋上水槽やストレージヒーター

も必ず塗装を定期的に実施していただきたい。

ー巡転 lζ 従事される方は必ず巡転日誌を常備し，正常連

転状況を記録によって確認しておく乙とは重要である。

異状が起った場合にその原因結果を探究するに当り，正

常巡転時の記録は重要な資料であって， ζ れはちょうど

医者の診断には過去の病歴や平常の休の状況の説明が重

2 f ーであるのと同様である。平常; の体温やプJ レスを知って

おくのが有意義であるのと問機IL ，平常の川: . _ ) ] や消ir 馬

ノj . あ るいは手入状況を 11誌に記録しておく乙とは役立

つ場合が多い。 ( 須賀工業K K 設計占程度)
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ピル管理者より設計者・施工者への要望

使 う 者 の 身 に な っ て 物 を 考 え て も ら い た い

炉 建築家は建物をｾてるのを本慣 とするから，とかく附

福 山龍 雄

らび lζ 設備κ ついて設計者 lζ 幾つかの設計上の注文を出

帯設備を従とす るのは当然であろう。しかし姥築家のい . したが，その一つに貸室の部分の各々の梁に直経約30cm

うのを聞くと，近代建築は伎周目的を持った一つの有機 の通気用の孔と直径 7cm位の配管，配線用の孔 とを予め

体であるから，その機能を発揮させるためには，ｉｾ Ｍｴ帯設

備と溜1然たる一体をなさねばならぬ。 したがって建築と

設備とのパリューは1J: 分と μ分だとのど意見である。

だが笑際においてはとうであろうか。一例としてピル

デングを建てる場合を考えてみよう。まずプランができ

て，それから建物の設計lζ とりかかる。もちろん，附帯

設備がどうなるかは，充分に考慮K 入れての上lζ 迩いな

い。しかし誰でも自分の畑が一番大切であるから建築家

もまず建物を主にするのが人情というものであろう。悪

い乙と κ 建築と設備は専門的にも判然と区別され， 設計

も施工も全然別の手で行うから双方に述絡を欠 く乙とも

多 し そ の上，いつの場合でも建築家がその主動指を握

っているから，建築の設計が先に進められ，設備の方が

そのあとをに追う乙とな ってしまう。 乙乙 lζ 問題がある

と思うのである。

P どういう結果になるか，{7] Jをあげて問題を締り下げて

みよう。 ヒリレチ・ングの冷房方式として一般に通気方式を

とるが，たいていの場合，廊下の天井 lこエーアダクトを

通し，側面から室内に空気を吹き込む。ダクトは廊下の

梁下を通るので，廊下の天井はそれだけ室内より低くな

る。乙れは考え方lζ よっては吹出口が簡単に取れて便利

といえるかもしれないが，廊下のない大きな室1ζ ダク ト

を通す場合，その部分だけ天井が下ってはなはだ不休裁

lζ すよ る。

一方貸事務所ともなれば建築制限高以内 lζ 少しでも多

くの床を取り たいか ら，実用上差支えないまでに天井を

低 くし，梁下lζ ダクトを通すととが，だんだんむつかし

くなる。そ乙で梁を貫通してダクトを通す乙とが当然考

えられる。 ζ の場合梁はダクトを収容するためにもまた

自身の強度を保つためにも，その高さを培すことは避け

られな いが，それでも梁下K ダク トを通すよりも，全体

の高さが小さくて済む乙とは容易に伺 lれる乙と である。

そこで天井の高さをできるだけ低 くするためには， ダ

ク トの大きさを先lζ 知りたい。すなわち梁の計算をする

前1[ ，ダクトの大きさを決定する必要が生じて来る。建

築の設計と ，設備の設計とが平行して進まないかぎり ，

機能的に満足な建物のできない理由が分ると思う。

ー新大阪ピ J レデングの建築! と当って施主側から，建築な
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あけておくとい うのがあった。乙れは借主の都合で間仕

切など設けた場合，通気を容易にし，電気その他の配管

K も充分融通性を持たせるためである。乙 の注ー久も，建

物の構造計算が先行したために実施は困難であったが，

染を補強する乙と K より一応満足され，実際に役立って ふ

いるのである。

炉最近流行の一つにカーテンウオールがある。柱から離

れて外lζ 窓や壁のあるもので日本のような地震国 lζ は一

寸あぶなげな建築手法でーある。乙の構造ではど乙か1( ，

がっちりした背骨になるものが必要で，それによ って建

物全体を支えるようにしてある。新大阪ビ J レヂングも乙

の手法によっ て建てられたが，中央部の階段，エレベー

ターシャフト，便所等を含めた部分を，耐五草壁で述ぎ合

せてi也下から塔屋まで一つの完全なブロックを形成して

おり，，* 西両翼にある階段も問機，小ブロッ クを形成し ，

結局 3 つの骨で建物全体を支えている恰好である。乙の

プロック内 lζ は空気の通路や，配管，配線の通路がある

のが普通であるが，耐震構造とするために，すべての壁

が耐震壁では，あとから点検のための出入口を設けたり

ダクトを引出すために孔をあける乙とはできなくなる。

附帯設備の設計が先に進んで‘ いたら ，耐震壁の取 り方も

l当から適切なものとな っていたであろう。

H l! ー物を建てる からには，それぞれ目的があってのとと

であるから設計についても，いろいろと条件のつくのは

然のことである。設計の上手ド手はその条件- をいかに

うまく取入れるか否かにかかっている。しかし建築家は

美観という乙とが1 j l ;1ζ 頭にあるからできたものが形にと

らわれてデリケートすぎたり ，実用にならなか った りす

るととがある。保全の任にあたる者は，建物ができてし

まってから任命されることが多いから，使ってみてだん

だん工合の惑いところを発見する乙とになるが，たいて

いの場合どうにもならない後の祭りという乙とになる。

私迷がビルデングの見学をして保全担当者ーの怠見を附 く

と，あれ乙れと使い勝手の惑い乙とをいわれるが，設計

者も自分の設計したものについては，あとあとまでもよ

く見て，次の設計の資料にすべきであって，保全担当者

の考えなども充分参考にすべきである。

P 例えば，窓の金具を例K あげて見ょう。冷房するため
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』ζ 室はエーアタイトにできている。したがって閉じると

きには幾分力がいる。 乙のカはテコの原理でヒンヂの部

分K 案外大 きなノりとな って掛って くるので，貧弱な金物

では折れたり曲ったり，すぐ乙われてしまう。窓を閉め

た時の止め金具は高いと乙ろにあって背がとどかない，

しかも両腕を拡げてやっ ととど くようなと ζ ろに一つ宛

ついている。おまけに止め金具のハンドルがゆる くて下

lζ 垂れ下っているため 1[. ，そのまま押せば，止め金具の

椛ーにはまり込む部分は外枠につかえて窓は閉まらない。

どうしても両手で二つのハンドノレを般に回しながら押し

込まねばならない乙とになる。高いと乙ろで両腕を拡げ

て力を ζ めて向うへ押すことはけっして楽ではない。乙

とに止め金具がうまく溝にはまり込まない場合には一一

窓はガラス拭きの時位しか開かないからよいというよう

な乙とは弁解にはならない。

炉例えば照明器具である。最近はほとんどが後光灯にな

ったが，天井埋込型が多い。裸のものには問題はないが

，硝子またはア タリライトのふたのあるものは保全にと

っては厄介者である。ガラスの上にたまる鹿の掃除にな

やまされる位は辛抱するとしてもふたを開けて掃除をす

るたびに止めてあるピンやナットを下iζ 落す。さあ，さ .

がしでもなかなか見付からない。特殊品だから予備品の

準備もない。スい片方だけ止めておいて ，片方は手放しに

してお く。 乙れは故障の元だ，外れてしまわないピンや

ナッ トを佼 っても らいたいものである。むつかしい乙と

ではない。設計 者の一寸した親切が足りないのである。

炉ヒソレデングの設備であまり進歩しないものに電気配管

工事がある。配管は電線を通しやすくするために曲りの

半径を大きくし，ボックス聞の距離を最短にするために

床の中へ無統制に打込まれる。だから図面K よってその

位置を明示する乙とはむつかし く，あとからでは導通に

よって連絡を知るより他ないような状況におかれてしま

う。なぜもっと統制ある配管方法を考えないのであろう

か。 弱電工事の方はフローアダクトができて幾分統制の

とれた配管ができるが，端子鍵までの主管路は強電の場

合と同じである。最近強電の主管路K ブスダ ク トを利用

す る機運が向いて来たのは喜ばしい。乙 れだけでも主管

路はかなり単純化される ζ とだろう 。アメリカあたり で

は室内の腰壁の自由な位置から電気を引出せる特殊な配

線方法が雑誌なぞに散見するが，そ乙までゆかなくとも

もっと図面に位置が表わせるような単純にして統制ある

方法を考えてもらいたいものである。鉄筋コンクリー ト

のII 物の五i 命は数行年以上も持つであろうが，設備の寿

命は20年か301.f三，ゴム総などは，いずれは絶縁不良とな

り，入れ替えると きが来るが，細い管の場合抜き出すこ

とは容易でな く，古いものは殺して，新し く配管から や

り直 しである。政出配管なら乙とはやすいが床に打込ん

だものはどうにもな らぬ。電線もだんだんよいものがで

きて来たが，配管工事の方法は旧態依然とはいいす ぎで

あろうか。

炉冷暖房の方は H毎に進歩しているのはうれしい。専門

的の乙とはその道のものにまかせておけばよいのだが，

設備を管理する立場から 助言を一つ出してお ζ う。空気

調和室，ファンルーム等では室の内外で気圧の差のある

ととは先刻ど承知のはずである。われわれは日常の点検

¢正きには部品の取替に出入する必要が起る。そのたび

にファンを停止して室の内外の気圧の差をなくさなけれ

ば扉が ｉｾ 肋 Ｓ な いようでは困る。専門家は乙の問題をどう

解決して くれたであろうか。新大阪ビ J レでは乙んな方法

を考えてみた。いってみれば馬鹿らしい手品の種あかし

みたいなものだ。乙の扉は中央の上下K 心俸のある一枚

の回転式ドーアで圧力をバランスさせである K 過ぎな

い。 乙の扉では関口の半分しか利用できないが，乙の扉

の外枠をそのまま開き戸 lとすれば全開する乙とができ

る。普通のiW 適当な大きさの回転窓を作っておけば，

まず回転窓を開いて内外の気圧差を破り，それから扉を

開けば案外楽に聞く 。

炉エレベータ ーについてもいい分がある。それは操作鍍

と表示灯の問題だ。運転手は乙んなものだと患っている

から不服はいわないが，できるだけ楽に間違いな く運転

できるようにしなければならない。起動用のレパーは肘

の高さに，行先の表示灯および押在日の位置は眼の高さに

する乙とは当然である。その他の押釦でもよく使うもの

はなるべ く右によせて，その用途により見やすいように

配列する。あまり佼わない押釦や キーは左によせる。乙

の配列は右手で押釦を押し左手で運転用レバーを操作す

る乙とを原則とする。操作盤の位置は飽の内側から見て

左側がよい。それは運転手が操作盤の前に立って体を少

し右に向け，入口を注視しながら窮屈に感じないで左手

で運転レバーを押える乙とができるからである。 ζ のJj J i

の閉まるときが運転手にとっ てもっとも大切な時なので

ある。

行先の押釦も，行先の表示灯も一列に対応してならべ

ると見やす く，操作の間違を少く する 乙とができる。

多 くのエレベーターにとの考慮が払われている であろ

うか。たいていのエ レベ一指ーは見た限に美し く感ず る

よう，例えば左右対称1[. 押釦をなら べ，操作の使から い

えば意味のない配列をしてある乙とが多い。

さらに行先の表示は客から見えると乙ろにほしいもの

である。例えば，正面扉のある上の方に表示すれば，乗

客はそれを見て自分の行先に止まる乙とを確認する乙と

ができる。乙れ等の考え方は新大阪ヒｾ )レデングのエレベ

ーターにいささか応用されている。

要するに，建築や設備の設計施工lζ 当っては，保全担

当者の立場に立って考えてもらいたい，というととであ

る。 ( 筆者大阪建物株式会社工作課長)
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ピル管理者より設計者・ 施工者への要望

蛇 足

' 与えられた課題はピ J レ管理ー者より設計者，施工者への

要望という ζ とであるが，先賢諸氏の説が種々 な機会』ζ

公にされている乙とでもあり ，かつ，また身辺iζ ，設計

者，施工者IL幾多の知友があって，と れ ら優秀な人身が

技術の鬼と なって仕事と取組んでいる乙とを見聞してい

ると ，迂澗な乙とは滅多にいえるものでは ない。

専門雑誌にものを書く，しかも不特定，多数の人lζ 共

通した，つまり普遍妥当性のある事柄など容易にあるべ

きものではない。

悪い乙とに，ヒリレ管理者というものが箇々別々，それ

乙そみんな立場が違うのであるから ，味方は誰もおらな

いので，いわゆる管見K 過ぎず，何らの権威もないので

ある。一体 ビルディングと一口にいうけれども ，おそら

く貸ヒリレを指す乙とかと思う。筆者は純然たる貸ヒV レの

経営なり管理なりには，まだ経験がない。また百貨庖の

ような商業ビルも管理の経験を持たない。つまり貸室も

あるオフィスヒツレの大小いくつかに係りあった程度なの

である。されば編輯者は，単なる埋草として文章を要求

されたものと見倣し，蛇足と銘を打って雑文を書く乙と

とした。

ー「蛇足」とは，しかし，乙の語源から考えると有害純

益な添加物という ζ とになるので，困ってしまうのであ

る。

話はくどくなるが，ちょっと御披訴すると，寄生が多

勢いる所へ，酒をー) 筑もらったというのである。小量な

ので皆には行きわたらない。といって，みんな呑みたい

l寸なので，一人の男が提案した。 i 諸君どうだ。銘々で

蛇の絵を競争で描乙うではないか。そして絞初にできた

者が，たっぷ りと頂戴するというのはどうだ ? J  

一同乙れを承認 して摘さ始めたと ζ ろが，忽ちのうち

に，できた男がある。 i どうした，みんな遅いじゃない

か。すまんが乃公が乙のi J I f : i を頂戴仕った」といって一口

呑んだが，一向を吻i笑して「諸君がそうやっているうち

に，乃公はさらに足を描いてみせる」といって自分の蛇

に足を扱き足したというのである。すると第二番目に蛇

の絵ができ上 った男が，忽ちに第一の男の酒瓶を怒っ て

「蛇には足がない，足のあるのは蛇の絵ではないから ，乃

公の絵乙そ第一番にできた蛇の絵である」と宣言して，
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すっかり酒を呑んでしまった。乙 れが蛇足の由来なので

ある。もっとも現在では，足のある蛇はあるとか，骨絡

的』ζ 足の痕跡があるとか，動物学の問題としてはあるそ

うであるが，いずれκ せよ，建築物IL蛇足があるかどう

か，ありとすれば，どうなのか，これは，あるいは充分

に考慮する価値がありそうだといえるのである。

' さて，ビl レの管理者は二通りの性格を持つ。一つは経

営者というか，所有者の立場であり ，一つは迩用者，保

守者の立場である。前者はおそらく永久に不動産として

の経済価値が持続することを設計者，施工者に要望する

であろうし，後者は便利で簡単~乙れは使用上からも，

保全上からも ~である乙とを要望する乙とと恩われる。

貸事務所用のピ J レディング K は，極言すれば芸術的扮

飾は無用である。しか らば美観はどう なるか，という乙

とになる。払どもは. かつ ての日本の軍艦がいかに美し

い造形であったかを知っている。目的のためκ一切の無

駄がない。ただ一つ般首に輝いている菊花の紋章だけが

装飾である。それさえも掲げる位置は鑑首のあの位置，

少しのゆるみもない，その位置を決定する技術あるいは

とれが芸術であったかも知れない。

そんな乙とが充足できたら設計者にも施工者lζ も，た

.._ 

だ頭を下げるばか り。要望も へチ7 もあるものかという ｾ＠

わけなのである。

' 建築，家具，装飾というもののほかに，設' I lIU乙そビ J レ

が経済活動を行う源泉であるから，乙れの充足がピノレ建

築の基礎工事や耐震，耐火などの科学的研究と間程度の

比重をもって然るべきではないのか。

しかも ， ζ れらは動的な役者j を果たし，したがって消

耗性があり， 設備が老廃した ビソレは死者も同然と なるの

であるから，将来の代換若返りが円滑に施行できるよう

な設計が型ましい。織械の乙とをいうのでは な く，機能

の乙とをいうのである。椛造材料が関与する函が多分に

あるから，耐久的といっても比較的という乙とになるか

も知れないが，給配水などの循環系，強弱屯気などの神

経系，乙れ らの将来に捗る持続性の問題を考えてほし

い。大風に灰を撒 くという，大グサな乙とばかり 並べた

が，もちろん些末な要求は具体的にない乙とはない。

たとえば，階段のスベリ 止めは階段の幅一ばいでない

.  
-
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方が磨きやすく，掃除が容易だとか，洗面器の中央』ζ 7l<

栓をつける鮮があるので，顔を洗うときに別魔になると

か，電灯は室の天井のuん中 K つけてしまうのは，どう

いうわけかとか，1 i J ' j 子拭きに因るような窓の構造は将来

金がかかって困るとか，したがってサッシの材料の研究

はどうなるかとか，間接照明と称して盛の測る設備は何

とかならないかとか，石炭設の始末や，1m芥の処理K 十

分な考慮を払ってもらっているかとか，雨量の多い日本

で，泥靴の始末についての設備はどうかとか，乙の麗の

困る，困るはい くらでもある のである。

ーかような低俗な要求を進歩的な，設計者 lζ 望んだ場合

IC，どのような回答を得られるであろうか。

高遜な設計者のある者は， 白からの計画するピ J レは民

衆の啓量買運動であるといわんばかりの窓気どみを示され

《 るのではないか。起業者は専門家に理論斗争をする ζ と

なく説得されるであろう 。なぜならば口本の大ピルは，

大部分は役所であり ，銀行会社であり，自分個人の企業

である場合は極めて少なく，したがって月給取りが評判

を悪くしてまでも，設計者という専門家と太万打しよう

という乙とにはなるまいし，誰かの資金で立派な建物と

設備ができて，任期の間，執務できればよいという ζ と

になりはしまいか。乙の聞に立って迷惑するのは， 日常

の管理の役を仰せつかった人々という ζ とになってゆ

く。

冷暖房のある建物κ 勤める人々は，ない所IC勤める人

骨よりも能率が上がり，したがって商売も繁昌するであ

ろうが，乙の大多数の勤め人は帰宅すると，五は裸にな

るより仕方がなく，冬はコタツ K しがみつくのである。

雨が降ると，ゴム靴をはいて超満員の交通機関でもま

れて通勤するのである。

乙ういう善良な大多数の民衆を頭において建物，設備

-4( を考えていただきたい。さらには，乙ういう建物の利用

者と，高遜な教育者である設計者との閥 IC立って，乙れ

を調和せしめる役を勤める，管理者とその従業員の仕事

の内容を頭において設計，施工を願いたいo

' 建築材料にしても設備にしても，縫物を使用する目的

に適したものを生かして使う乙とに重点がほしし、。ど ζ

のヒソレは乙れを使っているからとか，外国でどういうも

のを見たから使ってみたい，という・ような ζ とでなく，

なぜ，そうであらねばならないかを考えていただきた

し、。

新しいものを探り入れ，進歩はしなければならないけ

れども，必然性を与えていただきたい。必ず しも国産品

のみに頼れという乙とではないし，外国品の方が，ほん

とに経済的である場合もあるから，簡単には割り切れな

いけれども，その辺の兼合いを納得できるように配慮を

乞いたいと素人は思うであろう。

' 必然性という乙とは深い思慮から出発する。既成概念

というか，便宜的な処理でないというととなのである。

要するに月並は困るという ζ とである。建築に関して，

とやかくいう ζ とは物議をかもす倶れがあるので，他の

例でいえば，平和の像とかいえば裸婦なのである，ある

いは鳩ポッポなのである。女を裸にすると，なぜ平和な

のであろう。

鳩ポッポが出さえすれば，なぜ平和なのであろう。

梅 ｉｃｦｾ ，鶴と亀 ， 牡丹 ｉｃ 唐獅子，竹』 ζ 虎，等々と，ど

れほど異なるのであるか。

升聞の将棋や，笹子の俳句のような，そういう的確さ

が切望されるのである。ベンが滑って少なからず生意気

なζ とになってしまった。そろそろ小文のつづまりをつ

けなければならない。また例え話である。 飾 って眺める

お人形と ，手に持って楽しむお人形の差である。

' 事務用のヒソレは実用品なのである。とすれば，その目

的を果すような設計，施工を要望するわけだが，乙れら

一切を含めて，根本的な解決方法として， U実の親切心

を要求するという乙とになるのである。壁面が淋しし、か

ら彫刻をくっつけるとか，エレベーションがどうやらで

設計者の面子にかかわるとか，珍らしい構造が自慢だと

かいう類の技術者的良心とやらは， 1::1己 lζ 忠実であるか

も知れないが， ζ 乙で働く人々あるいは，乙れによって

働く人々にとっては不親切と恩うのである。

大阪の御堂筋の銀杏並木は美しい。しかし，下草; や芝

生は荒れている。そ乙へ芥溜ができたと思ったら，フラ

ワーベースというのだそうである。美しい花で飾るのが

目的であるという 。あの形を決めるまでにも，ずいぶん

担当者は苦労された乙とと思うけれども ，どうして，.乙

んな細かしい乙とを考えるのか，その金で下草や芝生の

手入れができないのか，また大阪は川の流れの美しさを

生かせて行くべきだし，せめて，乙われた橋の欄干で‘ も

修理した方がなんぼよいかと思う乙とである。誰がどう

費用を負担したのか，あるいは負担して行くのか，フラ

ワーベースのできたいきさつについては無智なので盲評

多謝であるのだが，設計や施工への注文について一種の

引立役として受場願った所以のものは，必然性というか

つまり自分の小主観に囚われないで，衆生への大親切心

が望みたいというわけなのである。自分は今，不動産の

管理とかピルのメインテナンス，あるいは住宅の営繕と

いうような仕事に拐っているため，一つは自戒として親

切を強調しているわけなのである。

殺生成だの，慈悲心だの大グサないい方でなく，ただ

ひたすらに親切を希いたいのである。

' 専門の雑誌に，技術上役K 立つ経験談を替かずに，お

乙がましい乙とを書いたのであるが，乙の小文，蛇足と

下題を掲げた所以は，無用の附属物といわんよりも，む

しろ有害無益との叱32を象りたい乙とにあるのである。

C! l i 者東西処築サーピス株式会社勤必)
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設計施工・保守の不備による故障の実例とその対策 1

外 装 に つ い て ( 主 と し て )

主として外装についてしばしば起きる故障，不工会，

汚染等について申述べる。以下詳述する前IL ，建物に起

きる種々の故障を少しでも減少させるために，考えなけ

ればならないと思う根本的な問題二，三について，簡単

にふれてみる。

( イ〕建物の健康診断 設計者も施工者も建物が竣工し

て後，何ヵ月または何ヵ年経 ってから，細部にわた って

その建物を検分しているだろうか。I直接手を下して設計

に当った人が，竣工後自分が設計したものの結果がどう

なっているかを全然見た ζ ともなく，また施工者も直接

工事にたずさわった人が，同じように一度もその建物の

その後の状態を調べた乙ともないという場合が，非常に

多い。

したがって設計の不備あるいは施工の不注意等によっ

て起きている故障f L ついては全く知らず，他の関係のな

かった人がそれぞれメインテナンス K 当っている。

直接工事に当った人は自分のやったものはだいたい故

障がないと思い乙んでいて，閉 じ不工合を繰りかえして

やっている場合がかなりある。設計者も施工者も関係し

た建物に対しては，何ヵ月後あるいは何ヵ年後 lζ 調査し

て，故障箇所のあったときは再び乙れを くりかえさない

ように努めるべきである。すなわち建物の定期健康診断

を必ずやらなければならぬ。

( 口) 施工上の無理排除 乙の点は私が，施工者の立場

として申述べるのは一寸どうかと恩うが，遠慮なくいえ

ば，設計者がデザインのみに片寄り過ぎて実際に使用さ

れる施主の考え方と l喰い迷いができ，後になってでてく

る故障の原因となる場合がある。胞工者は設計者の意図

をよく呑み乙んで設計の趣旨を完壁IL生かして最良の施

工をする乙とはもちろんであるが，施工上に無理があっ

て， そのために施工後の故障のもととなっているとさが

ある。設計者はテ・ザ、インの独善のみに陥らず，施工の難

易また竣工後のi耐久性等をもっともっと考えなければな

らぬ。乙れが建物の故怖をな くするための重要な問題と

思う。

( ハ〕使用材料の研究 使用材料の研究と知識が不足の

ため故障が起る。施工者も十分，材料K 対する知識を持

ちたとえ設計者または現場監理者が経験，知識が少くて
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使用される材料が不適な場合でも，施工者はできるだけ

協議，補正して，材料からくる欠陥をなくするよう努力

を要する。とく lζ 新材料を使用するさいは，相当期間の

実験，研究と 調査が必要であっ て，メーカーが推せんす

るものを総呑みで採用する乙となどははなはだ危険であ 》

る。十分な研究と，確たる自信が持てるだけの検討が要

る。そのためには型録，サンプノレ等の小さなもののみで

な く，ある程度現場施工に近い状態のもので，実験調査

するのがよい。次に主として外装関係でいろいろな原因

K よって起った故障について，実例をあげながら申述べ

る。

外装より来る故障の主なものを大別して列挙すれば，

(1) 漏水( 地下漏水と雨漏り )

(2)  亀裂( 漏水の原因ともなり，また剥落の危険を伴

う)

(3) 汚染( 建物の汚れが目立って早い)

(4)  その他( サッシ ユ， ドア ー，硝子， 金属装飾等)

(  1  ) 漏 水

外装からとはいえないが，いわゆる外部からの故障で

一番困る ものは，地下漏水と屋上防水の雨漏である。地

下防水はアスフアルト防水( 外防水) によるか，モ J レタ ゅー

の外防水あるいは内防水によるかのいずれかであるが，

どの場合でも主体となるべきコンクリートを，それ自体

で漏水の心配がない位に完全なものを施工する乙とが必

要である。

防水剤入の z ンク リートを入念 lζ 綴密K 施工すれば，

相当程度の防水の役目を果すものである。その上に防水

モルタ J レを施せばより以上K 完全になり，地下漏水を防

ぎ得る。外防水は内防水より逃Iζ 有効であるが，地下外

壁の外側』ζ|妨7 . 1 < を施工する余地のないときは内| 坊Jkを行

う乙ともあるが，外 ｉｾ 行水 ｬ 乙 比較して完全を ｊｕｬ し難い。

地下防水は，アスフアルト防水がよいのか，セメント

防水がよいのか，乙の問題は施工者の大部分( ; i : セメント

モルタル! 潟水がよいというが，設計者の一部では現在ま

で，アスフアルト防水を施工する仕様をつづけられてい

る。乙の考え方は，建物の不同沈下とか，コンクリ ー卜

の収縮による構造的なクラックはモルタ J レ防水では防ぎ



得ない。また施工の場合の豆板等は表面を処理するだけ

で深いととろまではモルタルが撰充されない上に防水モ

ルタ J レ自身の収縮クラックがあって，完全を期し難い等

を理由としてアスフアルト防水を主張される。セメント

モルタ J レで地下防水をやる場合の考え方は

1.  不同沈下は根本的な問題でそういうものは起きな

いように設計する。

2  地下では地上 とちがってコンクリートの収縮はほ

とんどない。

3. アスフアルト防水は施工中に設がつき やすい。 モ

J レタJ レ防7J くはその点心配がない。

4. アスフアル ト防水に比し，モ J レタル|箔7 l < は耐久性

において， はるかに勝る。

5.  万一漏水の場合，モルタルは祁i修が簡易である。

いずれにしても設計者，施工者ともに以上 申述べた点に

十分注意しなければならぬ。地下工事においては，水圧

のかかる外壁は，ダブルウオールと し，極めて微細な浸

透水は地下最下層のピット lζ 導 いて， ポンプアッ プする

のが一般的な方法である。

地下室の漏水の実例を第 1 図 ( i) ( ii )  ，ζ 示す。

その対策

μ )  アスフアルト防水は地下主体工事ができ上 ってか

ら施工する乙とが多く ，ほとんどの場合土留との聞の狭

い箇所で行うので継手等は充分入念に注意して施工 しな

い と， 継手不完全なため漏水の原因となる。

(吋 地下 が深い場合は，土 留からく る土圧が非常に強

いために，土留切梁の盛替えのさいに断面積の小さい，

角ま たは丸太等で防水層を強 く圧して乙れを傷つける ζ

とがある。

判 モルタ J レ防水のときは少くとも 3 層塗以上 とし ， 1! Ui1 B  

塗 り継ぎを同一箇所としないとと 。 なお主体コンクリ ー

.  
-
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トの豆板は完全に除去，補修をしてから防水にかかるこ

と。

伺 切 梁 の孔等の駄目回りは，アスフアルト防水，ま

たはモルタル防水，いずれの場合でも入念に施工する乙

と。さもなければ漏水の原因となりやすい。 第 2図 ( i)

( ii ) に地下防水の例を示すの

次に屋上防水の雨漏は最も困る問題であるが，比較的

その例が多い。乙乙でも屋上防水はアスフアルト防水が

、 よいか，モルタ J レ防水がよいかの問題があるが，比較的

スパンの狭い，屋上面積の小なる泌物で，不同沈下とか

コンク リー トの収縮による構造fむ裂の起る心配のないも

のは，モl レタ J レ防水で略完全に防水の目的を迷し得る。

屋上面 積の大 な るも のは一般にアスフア J レト防水を使用

する。しかしそ の場 合 でも細部の点において，設計者も

施 工者も十分に注意しなければ，しばしば雨漏の悪結果

を 引 き起す。

屋 上 アスフアルト防水の悪い実例を第 3 図に示す。

第 1 図 ( i  ) 菜ピル地下漏水 阿茶夜読1

地下室ｾｾ下地から減水 ，

A < 庄は相当強L 、。

品九一旦

1 防水周は地中喰上端で

継目を作つである 。地下

2在日; 版lir. li' lrt 最初点線似

はに予定3 れていたが.

ｨＱｊｩｬＺ中災科 ｬ 似位 ｉｾ 変ｋＺさ

れたため，防水! 副総目 の

mねが少なく伝った。

2.筋二段切吃は除去して

あったが，第一段切mを

Ａ 投位した まま防 水間 ｾｭ

物外墜を施工したため駄

目が出来た。乙の部分の

施工は，完全 ｉ ｾ ｉｈ 来てい

ない織である。

アスファノレト防水町i

8厨

匠二亙|

地 下 室ｾ体下端床 版郊に小 泌を設け洩水を絞め て 地下 ビット ｉ ｾ 滋し ， 乙

れをm水ピット 11: 導いてJ : J I ' 水する。( 消極的な湖水JI ニ法)
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室内側盛岡」等11: 防水モルタル

を訟装して洩水を防止した。

( 消極的な嗣水止法)

第 2 図 ( i ) 御堂筋某ピル地下防水

Y スファノレト

j.I)ノ比Ii γ'i 7  ｊｉｾ ｩ＠

1.)) 水ヤi ナν

第 2 図 ( ii ) 御堂筋某ピ ル地下防水

防水モルタノレ
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このよう、から防水の以へ雨水が似る

/ jli1へコンクリート

アスフアルト I;)j 水炉i

の! 万からI i 'j 水が泌 λ 4 る

{土上

i' I':I ¥す

Ｈキレソ ｉ Ｇ ｪ，ｪ掃の原ｾめ
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第 3 図 ( i  )  

第 3 図 ( ii )

写 真 1

第 3 図のべi) 8 i) はとも κ パ ラペッ ト，塔屋のアス

フアル ト防水の立上 りの最も漏水し やすい悪い実例であ

る。

( iii ) はパラペ ット の低い屋根の防水の おさ まり で，悪

い実例を示し，写真 1 はその外装タイル貼を防水が押 し

出し て大きな亀裂を生じた。

(  2  ) 亀 裂

外装の亀裂はしばしば漏水の原因ともなり，また主IJ 落

の危険を伴う。まず構造からくる亀裂を防ぐ方法につい

て項目を挙げて見れば，

付) スパンドレ J レまたは，乙れに類する長さの長い壁

で，温度，温度の変化からくるコンク リートの収縮に よ

って起るもの。乙の場合鋼材断面の決定にあた って，構

造計算から出た経済的な最小限のものとするほかに，コ

ンクリートの収縮亀裂を防ぐため，ある程度の余裕を持

ったものとする。

( ロ) 建物の不同洗下を起さないようにする。

判建物の長さがスパンに比較して著しく長いも の

については，構造上 エキスパンシヨンジョイン トを考え

る。

判 外部窓回りまたは入口 回り の隅 々から 生 じる亀裂

もしばしば見受けられる。筋巡の鉄筋を増す ζ と等を予

め考えて，その部分を柿強する。

体) コンク リートに防水弗U， A E 列j等を混和すれば硬

化を梢々 遅 らせ収縮を防ぐのにある程度役立つ。

次に構造亀裂のない建物でも外装の仕上 lζ 亀裂が生じ

れば漏水，剥落のもととなる。乙れらを防止する方法と

しての注意および対策をあげれば

(  i  ) タイル，テラコッタ貼の場合

タイノレ，テラコッタ貼のときは石，ブロック貼のl侍と

同様K ，貼りつけるモ J レタ J レまたは流しモルタ J レの厚さ

ヲ除

が均一である乙とがもっとも大切な事柄である。モザィ 予〕

ックタイルの場合は下地モ J レタ J レを定規摺よく木銀均し

の上にノロ貼をするから比較的よいが，小口タイル，二

丁掛， 四丁掛等の一枚貼タイJ レのとき ，下地コンクリ ー

ト面が凹凸のためモルタ ノレの厚さが不同となり，収縮礎

化の状態iζ 不均ーが起ったような場合には，肌離れおよ

び剥蕗の原因をつくる。モ ルタ J レの貼 りしろを均一にな

るように下地むら直し塗りを確実にやる乙とを怠 っては

なら ない。四丁掛以上の大きなものの場合は必ず流しモ

ルタ J レを使用する。曳金物を厳重に使用する ζ とはもち

ろんである。また貼りつける材料の裏をできるだけ粗面

にして，モノレタルとの密着をよくする乙とも 一方法であ

る。

次iζ 白地とタイ J レと の聞が切れ，それから浸水し，タ

イノレの哀のモルタ J レの空隙にたまった水の力で， タイノレ

が押し 出され るかまたはエ フロレ y センスの結晶によっ
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て押し出される等の現象を生じる。外部から見て一寸何

でもないように見えていて，タイ J レがほとんど肌離れし

て剥落寸前にあるような危険な状態がしばしばあるから

注意を要する。

写真2 は壁の小ロタイルの目地切れ肌離れ，写真3 は

パ ラペット叉端モザイッ クタイ J レの亀裂の実例であ る。

考えられる対策

1. タイルテラコッタの哀而はなるべく 組而でモル タ

J レの附訂のよいものを選ぶ。テラコッタは曳金物を使用

して厳重に主体と緊結する。

2 .  タイル自体の厚さも考慮し，歪みの起らない良質

のものを使用する。

3 .  I汲7 l < 率の多いタイ J レは避ける乙と 。磁器タイ J レは

吸水率が極めて少いのでよい。

4.  タイノレの貼りしろを均一にする乙と ，そのために

は主体コンクリートを図示通りできるだけ正確に施工す

る乙と。

5  タイルテラコッタ等が肌離れして浮いている 乙と

が半uった時は，ただちにその部分を貼り替え補修をす

る。たとえ総持になっていてもいつかは剥落するおそれ

がある。

( ii ) 石積およびブロック貼の場合

石松およびブロック貼も設計ならびに施工法について

入念な考えで進ま ないと剥落事故を起し，場合によって

は人命を損傷する乙とがある。

その対策

1. 石およびプロックともモルタ J レの附着面はなるべ

く粗面にする乙と。プロックは裏面を第 4図のように蟻

型を出してモルタル lζ 密着する乙とを考えるのも一方法

である。

2  流しモルタノレの厚さを均一にす る乙とは上述のと

おりであるが，モルタ J レは流し乙める程度の軟さのもの

とし，それ以上水E が多 くならないよ うに注意する。そ

れはそ J レタルの収縮を最小限にするためである。アサヒ

ライト等の珪酸白土系のものを混入する乙とは防水を兼

ねて流しモルタ J レの滑性を増すからよい。

3.  太納，曳念物は鉄製であれば必ず亜鉛メッキのも

のを使用する。石フe ロックの裏に浪・入した7 l < で金物が腐

蝕され，はなはだしい場合は完全に鋳びてな くなり，危

険乙の上もない場合がある。また太納，曳金物の鋳が膨

脹して石プロックを押し出す ζ ともしばしばある例であ

り，モルタ J レの民充を完全にして空隙をなくするととが

肝要である。剥落，押し出しの実例をあげれば，

似) 第 5図の ( i )  IC示すようなおさまりで施工した

ためプロックが剥落して人命を損傷した実例がある。乙

の場合 ( i ) の A の部分を ( ii ) の B のよう IC考えてや

れば雨水の浸透を非常に防ぐ乙とができる。

(ロ) 第 6図IC示したものは，日照によって防水がl間際

第 4 図

第 5 図 ( i  )  

実際蜘 ｕｾ して死者を出した例。 ａ のよう

なおさまりは不可， 矢印の方向 Il : 雨水浸

入する。! . . I J . 金物は町iぴて全々見当らなか

った。

写 真 2

写 真 3

|  /ロク |

ー十1[1耐にする

伊予元号マ昂ョ

断i 111

物(

第 5 図 ( ii )

B のようにおさま

りを考えてやれば

比鮫的よい。
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外部腰石11，1;

関、
第 B 図

し，腰の貼石IC亀裂を生ぜしめた実例である。防水層の

IE的HiJ' J. 45
押えはメタ J レラスモルタ J レでな く， コンクリー卜で抑え

石も相当厚さのあるものを使用しなければならぬ。

( iii ) その他外装塗仕上の場合

スモノレタノレ

人造石塗洗出し，同小叩仕上，モルタ J レ塗， リシン掻

スフ〆ノレト

落 し等の場合も亀裂，肌離れ， 剥落その他の故障が多い

ものである。その共通した注意点と対策をあげれば，

1  下地塗を何回 ICもわけで丁寧に施工し，仕上塗の

厚さを均ーにできるようにする乙と。なお総体の厚さも

厚過ぎないように心がける ζ と。

2.  できるだけ園地をつけ補修を要する場合でも，部

.， 

分的 lζ 区切って施工す る乙とが容易であるよう K してお

く。

写 真 4 3 .  亀裂がはいっていても肌離れしていない乙ともあ

るが，多くの場合最1慌の原因となることがある。外装塗

... 
物の仕上でもっとも故障の多 いのはパラペッ ト回り で，

笠木の収縮亀裂はほ とんどといってもよい位見受ける。

乙の場合でも塗厚の不均ーがもっとも大きな原因となっ

ている。次にかかげる 写真 4はかなり年数の経ったピル

のパラペット笠木の人造石洗出しに大きな亀裂がはいり

雨漏の損傷を起した実例である。

( iV) 目地の問題

外装が石，タイノレ，塗物等いずれの場合でも乙の目地

の問題はすべて共通のものであり ，また重要な点である

ことは論をまたない。目地は外見上体裁よ くき れい lζ 仕

上げればよいというだけではいけない。厳重な施工法を

いえば，目地は深くさらえてモルタルの下詰めと仕上と

を二固にわけで行うか，または下詰めにコーキング材料

写 真 5

( グァ J レカ テッ クスの類) を使用し て，仕上 目地をモル

タルで施工するかいずれかの方法をとるのがよい。 モJ レ

タJ レ自主l ! . も自身が収縮して，石，タイ J レ等と肌離れ，す

なわち白地切れができ ，そ乙から雨水が浸水して雨漏の

.，..... 

原因となり ，また白華( エフロレッセンス) を作り，剥

落の危険を生じることもある。施工上最も注意を要する

点でありながら現場K おいても，白地工まかせで深< i t

意指導している向きがほとんど見えない。次に掲げる 写

真 5 は目地か ら膝石の裂に雨水が回り，白地切れ2 肌再11.

れ，白撃を出している 実例である。

(  3  ) 汚 損

外装仕上を一言にし ていえば，粗悪な施工をしてあ る

建物ほど早 く汚染する。亀裂，白 地切れ，肌離れ等は雨

水の浸透と同時に汚染を作り，外装を非常・にきたないも

のにする。外装の装にまわった水が目地から煤，ほ乙り

を含んだ黒い水を霊れているもの，エフロレッセンスが

白く回 って 白地から洗れ出ているもの，タイル，石，人

造等がほ乙りを吸収し て変色汚染しているものなど実例

はかなり多い。

60 



.  

.  

.  .  

ｾ＠

} 咽町

対 策

1. 白地は白地切れのない完全なものを施工する。

2.  亀裂. ) 汎離れのないよい仕上をする。

3. 水切りの問題，最近の建物では設計者も施工者も

全く水切りの乙とを忘れているかのように見える。大部

分の人がほとんど関心を持っていないが，大いに反省し

研究すべきであると思う。パラペット笠木，庇の端，窓

台の端，等必ず7 . k 切をつける乙とを考えなければなら

ぬ。建物を少しでも永 く，きれいに保つために，意匠だ

けでなく水切の点においても十分考慮をはらうべきであ

る。

4.  外装の清掃，建物の外装も数年に一度位は清掃す

る必要がある。建物のメインテナンスに当る人は，予知:

等も ，外装泊締IC婆する費用を見込んでおくよ うに心掛

けるのがよい。都会の座挨の中に雨風にさらされていつ

も同じ者物をあーて立っている建物を少しでも愛する気持

があれば，何年目かに一度位は外装を消洗する ζ とを考

えるべきである。

右にかかけ' る 写真 6は大阪市内某建物の外装タイル団

地からの浸透水でひどく汚染している実例である。

( 4) その他の故障

サッシ ユ， ドア 一等で，外部の直接風雨にさらされて

いる場所では，銅製のものはかなりの防鈎塗料を施して

仕上げても，数年あるいは数 10年の内には腐蝕するもの

である。最近製作の進んだアルミニューム( 型押出し)

製のサッ シュ，ブロンズドア一等は乙の点K 関してはだ

いたい完全に近い。サッシュ， ドアーの枠の周囲の外部

白地IL相当すると乙ろ lζ は必ずコーキング材料を撹充し

て目地とし，漏水を防ぐようにする ζ と。乙の枠回りの

モルタ J レつめは左官鎮で伸し込むのはどうしても不完全

になりやすい。必ず内外型枠を取付け，流しモルタ J レを

損充するか， 一方を型枠とし反対仰| か らシ ヨットクリー

卜を吹付け摂充するのが比較的安心ができる。

次lζ 窓下仲の7 . k 切は窓台の呑み込み筒所と必ず離して

施工する。さもなければ，グア J レカテックス等をつめ込

む 。 ( 第 7図の A . B. の笛所参照〉

看板，広告塔等の取付金物は必ず主体工事のときに埋

め込むものとし，欽物の場合は. ilIT鉛メッキを充分施す

か，特殊金属を用いる。何年か後I C . 埋込金物が腐蝕して，

落下し，通行人を負傷させる例がある。保守に当る人は

外装のほかに，乙のような取付ものの腐蝕または鋳の状

況をよく調査して，事故を起さないように注意を要す

る。

なお乙の項については金物の編も別にあるよう である

から ，洋しい ζ とは省略する。

( : 在者 K K大体組工f J l 部長}

写 真 6

t佼{本

第 7 図♂A

B  
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言宣言十・筏工 ・保守の不備による故障の実例とその対策 2

内 装 つ

③ 緒 言

各都のｾ物の建設案が企画され ， 設 ［Ｉ Ｑ を経て施 工 』 ζ 移

され， 次々と誕生し，それぞれの用途につき年数を経る

とともに老化し，最後は経済的にも劣化するにいたり廃

楽解体されるのであろう が，いわゆる乙れがm物の一生

であ る。

乙の建物の一生は，保守という維持管理業務lζ 支えら

‘ れて， 孔噺の命数もより有効に，また用途においても ，

いろいろと合理化され，使用者の目的とする企画K 沿う

よう変化してゆくので， 人閣の一生とよく似ている。

ととろが一般に恒久建築と総称される ，鉄骨や鉄筋コ

ンク リー 卜造の建物の中には，誕生したとき ，すなわち

峻工時すでに施工上または設計 上の理由による欠陥をも

ち，故障の兆候を現わし ながら世に出るものも決し て少

な くない。

また使用者の建物保守K 対する手段においても ，科学

的な理解や合理的な処置は充分とはいい難 く，放に建物

にと って悔な き一生を完 うするにふさわしい理想的な条

件を保つ ζ とは極めて少ないのではないかと思う。

そζ で，乙の建物の唆工後の状態を知るとと ICより，

今後建物保全のた めに 何らかの対策の資料とする窓味

で，建物現況調査のレポ ート を紹介したいと思う。

乙のレ ポートにおいては，設計や施工または保守に関

する不備な点を衝いて， あげ足を取るというような意味

ではな く，また調査の結果現われた故障の原因究明もい

ろいろな要素が含まれているため簡単に割切りに くいも

筋 1 !j提 剥 査 建 物 類 別 一 覧 袋

難 物 の 種 類 | 調査犯物 数 | 附 帥 延 床 面 積

a 銀 行 |

b 住 宅|

c 工 場 |

d 百 貨 庖 (商 庖 ) I  

e 劇 場|

お 所 建 築 ( ピル) I  

g 学 校 |

62 

お個所 I  6. 283lU位延 坪

「工石

6 「τ 記

13 I  9.540 

別 個所 I 7  

て 北 山 十

のがあるために結論を出さず，むしろ銃者の判断に より

将来，設計，施工，保守に対する参考とするにとどめた

いと，思う。

終戦後の混乱もやや落着いた昭和26年から昭羽] 30年lζ 、P

わたる 5 ヶ年聞に竣工した建物を対照として， 外装，内

装，設備に関する現状調査を行 った。

調査 した建物の種類は銀行建築以下 7 種類で，主と し

て大阪を中心に神戸，京都にわたる件数 100 余の建物の

うち，鉄骨鉄筋コンクリ ート 造および鉄筋コンク リート

造のいわゆる恒久建築に限定し ， 100 件をリス トアップ

した。

第 1 表は調査建物の種類別一覧表である。

⑧ 調査の要領

建物調査の方法はほとんど視察によるものである。た

だ調査後引続き修絡工事が予定された場合においては，

故障部分の解体手術により詳しく下地などの調査も行っ

7こ。

第 2 表は調査上の若般事項を示すものであ るが，乙の

主主においては第 2 表のうち主として内装lζ 関連する事項

を集録し，イ也は補足的iζ 略説する。

調査上， 故障として掲記する「損傷程度の判定」は見

る人により異なるため，確実な基準の定めようがな く困

難であった。ためκ ，ある程度の誤差は含まれている ζ

とはあらかじめお断わり申し上げる。

それから故障として掲記されたものは，大なり小なり

一応修絡を必要とする状況のものを限度として取 り上げ

たので，それ以下のものは省略しである。

節 2 表 磁 物 側 主 主 個 所 分 類 表

l 外 感

外装関係 | 屋根防水

|  鋼製砲. J l ，類，主として外部に 面す る ものシャツタ ーを含む

床

内張関係 | 墜

天 弁

そ の 他

酬関係| 低気，衛生，給誹水，暖冷房，リフト額 一 一 一 一

，，_ 

.  



r  

m3 J< 物 調 設 に よ る 関 傷 指 数 比 較 表 よいものは非常によいが. (也lよ非常 l ' ｩｾ［ 守 白

刷 物 の 糊 | 抑 |
煩 傷 指 数 の 平 均 値

が惑く数も多いために，乙のような指数が

生れている。2  '3 4  S  

銀
戸f J  

35 2. 82 

日: ι也
8  3. 37 ， 

一
T.  ｊｾｉ＠ 17  3 ω 

百貨底( 耐応) 7  4. 14 

.  
車l 場 6  4. 83 

jllfll 所長I t 策( ピル) 14  5.21 

学 校 13  7. 61 

建物調査の結果，その建物の故障の有無および状況を

記入する便法として「損傷指数」を仮定して損傷状況を

イ 表現した。

ｴ 員似指数の内 容は ｆｾＱ 己のとおりである 。

主主物の泊邸指数 指 数 の 内 容

(  ( 1) 同- j 瑚' f i . l 1限事項において 5 ケ所 ..10ケ所のl f I 傷

|  倒所を有する掛合

5 ・0 ・ {

I  ( 2 ) 羽邸側所は少な〈とも m漫な! t H13を発生している

L  場合

{  ( 1 ) 同 一 調 査 棚 雲 項 附 い て3ケ所 5ケ所の伺傷倒

所を有する場

{  ( 1 ) 同一調査着服事項附いて 2 ケ所以下の劉 酬 所

を有する場合

上記のどとく建物の故障の程度を判定する段附を定め，

各建物の調査を記録した。とくに重要な損傷を発生して

いる場合とは，完全に破れ漏水している防水工事，剥落

の危険ある塗りもの二重天井の大亀裂，または外装材料

の大きな部分が浮き上り剥落の危険あり，至急修繕を必

要とするというようなものを取り上げた。

以上の調査要領により調査された事項を，建物のf l I ! 類

別に集録し平均指数で比較したものが第 3表である。

句 。損傷指数比較表

第 3表損傷指数比較表を一覧して考えられる乙とは，

銀行や住宅m築では建物の故障が最も少ない。銀行建築

の設計内容は比較的リッチである乙と，営業の性質より

する保守の行き届き，また住宅建築の常時家族の生活の

場としての特殊性が，調査の結果よい指数を示す乙とは

常識的に考えても納得できるものである。

反対l乙学校建築が損傷故障の最も多発を示しているの

も前記銀行建築とは反対K . . その建物の諸条件を考えれ

ば諒解できるけれど，事務所控室長が案外損傷故障の高い

指数を示しているのは意外な感がする。

しかし事務所建築( ビ J レ) の調査内容を詳細に検討す

ると( 内容全部を紙上に発表できぬので残念であるが)

一部の建物においては非常に指数が低いのであるが，他

の多くのｾ物の指数が高い結果からの平均値である。も

っと判りやすくいえば建物個々についてみると，設計な

らびに施工の内容と ，保守の程度に大きな巾があるため

8  9  10 

面貨府( 商庖〉建築が中位にあるのは調

査建物中に商庖建築が含まれた結果，低位

になったものと恩う。元来. 宵貨庖は営業

の性質ーから考えても保守の面から見ても.

かなり指傷指数は上位にあるはづである。

工場が 3 位を占めているのは怠外であ っ

た。そ乙で工場の業種の主なものを挙げる

と，写点機製造，煙草工場，染織，印刷な

どで，据付機械類および作業の状態は製鋼

所などの工場と比べて，やはり小締麗な部類に府し，と

くに肢を極端に嫌う: E J : P; 機，煙率などの工場の調笠結果

が著しく. H 1 傷指数を上位K 引上げる結果になったもの

と考えられる。

劇場建築が低{ 立にある原因として第- K . 考えられるこ

とは，施工上の不備が他と比べて多い。とくに，この称

の建物の建設の場合，営業上の理由等により事認めて短期

間で施工する突貫工事の影響が施工上の欠点として後日

多 く故障が発生しているようである。

第 4去は各車E建物の調査の結果より故障，損傷のうち

で最も多 く，かつ共通的なものを拷記しー表にまとめた

もので，各種建物に発生してい る故障の概況を示すもの

で，タト装および設備関係は省略した。

第 3表および第 4表によって調査の結果，各種の雄物

のも っている故障の概況が明かとなり，またtt 物竣工役

の保守の状況も推察できるととも κ今後の述物の設計な

らびに施工にあっては，乙の種の故障の原因を究明し，

また未然lζ 故障発生を防止で きるよう努める乙とが犠ま

しい。

さらに第 3 表，第 4表によって主な種類の姶物の現状

を調査資料よりピックアップして説明する。

調査結果について

「銀行建築の調査の結果」

銀行建築が故障発生率で最も低位である ζ とについて

は前述のどとく，なるほどとうなづける。

保守のための建物管理業務は行き届く種類の泌物であ

ろう。また官・3長の性質より建物の設計内容も無理する乙

とも少はく，乙とに仕上設計の内容は，たとえば外装な

どは石材，獄石，タイノレ等，他と比べて リッチな仕上施

工が多く，いわゆる，でき上った建物は構造窓匠ともに

充分に保護され. . 恵まれた条件のもとに建築されている

と見てよかろう。

乙の銀行建築で調査の結果，多い故障発生を示してい

るものは壁，床，天井の順位である。

壁一壁の仕上は多くは漆喰またはプラスター( 石管)
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塗で占められ，次いで大理石，テラゾープロックの貼付

仕上部分が多い。

昭和30年の竣工建物になると新しい壁の仕上法として

モルタノレ塗りの墜に合成樹脂を原料とする( 多くはラテ

ックスペイント) 塗料で仕上をなし，プラスター壁以上

の効果を発揮するものが施工されＮｾの故障は幾分減少

している。

壁の故障の多くは，ほとんどE主体コンクリートの乾燥

による収縮亀裂が大半の原因を占め，次いでコンクリー

ト打込みの際の打継個所が故障の原因となっている。

コンクリート壁の収縮危裂の修繕に際し最も困った乙

とは，発生した亀裂が自然にできた建物のエキスパンシ

ヨン ・ジョイントの役目を果す働きをなすような部分の

亀裂は混度( 気温〕の変化と比例しながら極めて僅少な

がら伸縮運動をするため，元のよう K 平滑な壁面』ζ 還元

するために非常に苦労した ζ とである。 c最近乙の種の

亀裂の (11
1
縮を測定した際，温度 10

0

C の変化κ より 0. 2mm

の動きが測定された) 漆喰，プラスター( 石膏) 塗のE主

体がモルタ J レ塗の壁体!C変化してゆ くと併行し，皇室料の

進歩改良より油性塗料のみを使用した頃のように，塗料

腐創[1ζ よる故障はかなり減少している。

床...... 床面lζ 現われた故障の大半はテラ ゾー床の危裂

を原因とするものが大半である。

テラゾー床を持っている銀行でむ裂のないものは僅か

である。それほどにテラゾー床の亀裂は多く ，読者もこ

の麓の故障による悩みはど経験のことと恩う。テラゾー

床の亀裂の原因には，いろいろな要素があるが，建物の

構造的な原因( 下地割れと過称する) が多く，コンクリ

ートスラブを支える梁の上端でスラプIL発生する負曲モ

ーメントの処理が不完全，またはコンクリートの打継ぎ

等が後日テラゾー床完成後にみに くい亀裂となり故障を

発生している。

次いでテラゾー床施工上の技術的な各種の不手際が原

因となっており ，また設計上の原因としては白地割り 設

計の不注i ¥，不良石材や過度の色彩利用顔料の過度の使

用等が原因としてあげられる。

保守を容易にするためにも良質のテラゾー床を施工す

る乙とは大切な乙とであり ，そのZE味においても隔離式

館 4 表
建 物 抜 問 先 生 状 況 一 覧 表 ( 主 と し て 内 装 に つ い て )

ill 物 種 別 鋼 製 ij! ft 床 ｾ＠ 天 井

サッシュ 苦も釘1 ① テラゾー床 亀 裂 ① 漆 喰ブラユ ター 亀裂 ⑮ 漆喰プ ラ旦タ ー 亀 裂 ①

銀

シャツター 発制 ③ 

rr 

リノリユ ー ム 術倣 ① 壁面油性ペンキの慌蝕 ③ テックス天井フヲラ E ② 

オ ペレーター 故 障 ①

( 35)  

リノリユー ム 軟化 ① i ! t下ペン キ 侵 湿 変 色 ⑥

商絡子 発 鏑 1  コンヲリート打継亀裂 ① 

住 宅

先制 亀 裂 ③ プラスタ ー堕
泊 裂 @ I 浴 室 岡 天 井

( 8  )  

湿 気 腐 蝕 ①

サッシユ 発制 ③ モルタル床 亀 裂 ② プラスタ ー堕 亀裂 ③

ヱ 場

ｾ只金物 故 障 ① フロー浮リングブロ ック 堕 油 性ペンキの 軍司蝕 ③ 

(  き) 故 障 ①

( 17)  リノリユーム 魔蝕 ① 

サ 7 シユ 発的 テラゾー 亀 裂 ① プラスタ ー! l ! 亀 裂 @  ニ露天井プラス 11- 亀 裂 ③

商 応， 百 貨 応

フローリン)グプロツ空 木足立間ブ仕切

( 7 )  ( 浮き 故 際 ① ラユタ ー 亀 裂 ①

ν ヤツタ ー 故 障 ① テラゾー床 亀 裂 ① 告書喰プラスター監亀裂 @  ニm天井モルタル塗亀裂①

，J  場

リノ リユーム床 鳴 蝕 ②
テラゾープ ロック亀貼裂 ① 

( 6  )  コルヲプラユター浮き ① 

風圧によるサッ シユ歪 ① テラゾー床 亀 裂 ③ 漆 喰ブラユタ ー墜亀裂 @  二軍天井プラスター亀 裂③

調m不良 ① フロー浮リン)グプロツヲ 木造問プ仕切!l!

( き 故 障 ① ラユタ ー 亀 裂 ①

耳I 務所( ヒリレ) サッシユ 発釘1 ⑤ 

シャッタ ー 発的 @  

コル ヲプラス 11 - 亀浮裂き ① 

( 14)  サッシユより雨水漏水 ① 

サッシュ 発鈎 @  テラゾー床 亀 裂 ⑤ 漆 喰 プラエク ー! l ! 亀裂 ⑤ プラスター天井 (!i裂 ③ 

学 校 オペレター 故 附 1  モルタ ル床 亀 裂 ① 木道 ｾｊ 地仕切 ｩ 車 ニ1l . i 天井プラスター亀 裂③

プラスター 亀 裂 ①

(13)  木 煉 瓦 浮 き 故障 ① 
テツヲス貼天井 7 ' / ラ t @
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J  

ｾ＠

ｾ＠

なテラゾー床施工法( 下地コンクリート床と縁を切った

施工法) は当初の施工費は嵩むけれど，たびたびの修繕

に要する費用を積算比較すると却って適当な工法ではな

いかと考えられる。

また極めて珍らしいケースであるが，茶銀行の床IC

r ponnel  Heot i ngJ 式の暖房設備が鈍されて， その床仕

上用材としてア スフアルト ・タイルを貼り，暖房開始と

ともにアスフアルト ・タイルは軟化し，ただち K 貼材料

を改造した実例もある。

最近のどとく床仕上材料として貼材料が進歩し，各種

のものが使用されるようになってきている反面，テラゾ

ー床の施工は減少しつつある。

天井… ・・天井の仕上で故障の大部分は二重天井におけ

る漆喰，プラスター仕上のものである。

昭和29年- 30年になると天井の仕上形式は乾式施工法

となり，ベニヤボード，石膏ボード，ホモグンボード等

をもって仕上げるものに施工法は改変されつつある。乙

のような施工法の変化は当然，漆喰，プラスター天井の

亀裂または剥洛等の故障発生の結果，設計上iζ 現われた

改良であって，その結果大いに保守の函に貢献している

乙とが判る。

上記のどとく銀行建築は，保守 もよく行届いている建

物であって，営業上直接関係のある場所はよく管理され

ている乙とがわかる反面，直接営業に関係、のない場所，

たとえば職員用の便所，宿直室，湯沸場，民上の手摺金

物等』乙は，故障発生のまま放置状態のものがあり意外の

感がする。

「学校建築の調査の結果」 ・・・ ・学校建築の調査では，

何よりも先ず外壁の亀裂，汚れ，鋼製建具の発鋭が自に

つく。校庭lζ 立って眺めると一見それとわかるほどに顕

著である。

さらに銅製建具の硝子の破損，そのための雨水の吹込

みに よる壁の汚れ等，他の調査では見られない状態であ

る。

乙の調査の対照である学校は主として私学の学校法人

組織の経営のものが多 く，中にはよく維持管理されてい

るものも含まれてはいるが，やはり不充分な状態のもの

が多く，青少年たちの活発な遂動を伴う場所として考え

れば無理からぬ乙となのであろうか。

床… ・・校合の中 に 入り，玄関，廊下，便所 ｾｾ ［ f(_1Jul 工さ

れているテラゾ- j ; ¥ミは亀裂が非常に多い。故l ζ w婦が行

JiI lかないと亀裂は緑い縞模様となり，非常 iι 見苦しく金

属目地一俸が浮き上り，歩行上危険を感ずるものもある。

却って木造床や泌官材料，マグホシヤ ・セメント材料』ζ

より施工された床の場合，清掃も容易であり見l決えもよ

いと ，ある管理者は語っていた。

テラゾー床は上記のどとく保守上，苦労の多い割合 IC

効果が少なく ，表面平滑によるとり転倒のためケガする

場合もあり，学校建築lζ 施工する ζ とは一考を要すると

思う 。

箆・… ーコンクリートの乾燥に伴う収縮亀裂は他の建物

と同桜花多く見られる。学校建築の外壁の仕上方法は多

くはモルタ J レリシン程度のもので，亀裂が発生すると雨

水の浸透等のため跡を残し汚れを伴う 。

学校建築の構造は床面積広く ，階高も高 く，日目口部も

大きい。窓銅製建具の下部両端に放射状の亀裂の発生し

たものは，かなり多く，また細長い校舎建築においては

当然建物の長さよりエキスパンション ・ヅョイントの必

要性が，建物の外壁亀裂の発生となって顕われているも

のもあった。

天井・… ・・建物構造体を直接塗り仕上げたプラスター塗

天井の故障は少ないが，木造で施工された二重天井の故

障は非常に多い。

テックスボード類を貼った天井ではテッ クスのi ! f i J付寸

法の大きい割合に留釘の数は少な く，乾燥のため テック

ス収絡による引張力で釘頭の部分で千切れたものや，吸

湿による材料のふ くらみと愛れ， または上庖階よりの雨

水その他の漏水による汚損，中にはテックスボード剥落

のまま放置状態のものもある。

石官ボードまたはホモグンボード類の貼りあげによる

二重天井の故障は少ないが，木摺等を下地とする漆l倹ま

たはプラスター塗天井は損傷甚だしく，乙の積の施工は

峻工年次の後期になるほど少なくなっている。

学校建築における内装の現況は上記のどとくであっ

て，乙の学校建築の保守という乙とは全く大変な仕事だ

と恩う。何しろ元気ーばいの若人たちが勉学すると同時

K 活動する場所であり，建築物自身も頑健な健康体でな

いといけないし，反面， E主かな情操教育の助成道場でも

あり ，いろいろと異った要素を兼ね備えねばならない建

築物であれば，建築lζ 際しては建築技術者の努力はもっ

ともっと愛情を傾けられねばなら ないよう に痛感した。

「事務所建築 ( ピル) の調査結果」

事務所建築の調査で気づいた ζ とは，建築物』ζ 対する

維持管理組織がしっかりでき て保守されている場合と，

反対に担当専任者もなく兼務程度の管理者が片手間で見

ているというような場合とに，はっきり分けられる乙と

である。もちろん故障先生の状態もそれに正比例してい

る。

iiiJ 者は保 ':j ニ業務の充尖が設計，施工の不備をカバーす

るとともに，建物は倒! WIC維持されているが，後者は竣

工11与内! ほしていた設計胞工上の不備や，その後，材料の

変質等が原因となる故障が暴露されて，ますます惑い条

件下に放置状態にあることである。

乙れらの実情を見て感じた乙とは，建物を完成する( 建
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物の一生をな義あらしめる) ということは，設計一施工

一保守という一連の関連行為が相互調和を以って結びっ

く乙とによっ て得られるものであるという乙とで，現実

ではなかなか理想的な場合は少ない。

事務所建築は営業上の性質から敷地の立地条件の多 く

は都市の中央近くにあり ， メインス トリート に面して

美しい設計アイデアを立体化し，外装も石材よりモグイ

ッタ ・タイル等まで各種の材料でよく 化粧されており，

見た固には立派に見える 割合1[ ，内装は故附1の発生は多

く ， ￭ｴ 外 なＡｾが す る 。

故障の現況は，床ー銅製姶具ー壁一天井の順序で，か

なりの故障数となる。前述のどとく維持管理のよいピル

と，管理不良のビルの差は大き く，故障のうち，と くlζ

目立つととは昭和27年，昭和28年竣工建物の銅製建具の

発鈎が極端に高率を占めている乙とである。

「竣工年次と建物損傷率の関係」

最後 IC，乙の調査資料をその建物の唆工作次別に集計

した結果を「第 5 表」に示す比較表でまとめた。

乙の比絞表は各竣工年度別Iq 負傷指数の平均ilt lを示し

たものであるから，当然竣工年次の古いほど故障の数は

多く なる乙とは誰しも予想、できる ζ とであって，比較表

においても概ねその傾向を示している。

ただし表を見るとわかるように，特異な傾向として1111

狗28年度竣工の悠物の故障数が比較的高率である とと で

ある。調査内容を詳し く調べた結果，銅製建具の発鈎

金物の故隊等がとくに数多く ，次いで左官工' jj: 故障が目

立っ て指数は高E容を示し ている。な お「第 S 表」右側は

参考までK 各年度毎の圏内建築L 事施工高の比1絞表を掲

示したのは昭和26年度一昭和30年までの 5 ヶ年間中，昭

和28年はそのうちで最高の施工高を示 している 乙とと何

らかの関連をもつものでないかと考えたから である。

昭和2 8年といえば，いわゆる朝鮮ブームの影響ーもあり

建築業界は前年より引続き，さらに活況を呈 し，建築生

産は増産のため猛烈1( ，活躍した年度である乙 とを考えれ

ば，終戦後の混乱期を脱して，なお日浅く ，業界の増産

態勢充分ならざるまま ，J般工の段慨においても，建築材

料の質においても，も ちろん工事用機械においても ，今

口と 比べでは頗る貧弱な条件で大増産をやっ てのけたの

である。

もちろん業界はそれにより大飛躍の足がか りを得て，

今日あることは大き なチ ャンスに恵ま れたのであるが，

反商そのとき誕生した建物lζ 健康のすぐれないものが含

まれていたのではないかという乙とを，想像す る。

⑦ 結 言

以上乙の調査における内容について概説し たのである

が，主と して建物における設計一施工一保守の不備より

生じた故障に関する概説K とどまり ，個々の実例に対す

る対策の検討にまでは言及し得なかった。 しか し個々の

実例を知る乙とが，すなわち対策検討の第一歩であ り，

かつ対策の手段，方法は各種各様であっ て，その選択は

むしろ読者諸兄の賢明なる判断1(. 待っとと が最も適切で

ないかと考え. あえて詳述をお許し願う乙と とした。

( 1<者 ｋｋ 竹 中 ヱｾ底技術 部技術 課 長 Ｉ

第 5表 建物竣工年 度 別 損 傷 指 数 表 |
全 問 施 工 l面積り総) 計

( 統 計 局 資 料 よ

o  1  2  5  5  1  8  10 

昭26，胞℃筒

昭和26年竣工 泌物

9.833.∞o  111位延坪

昭27

"  27  
10. 411.000  11 

間28 11 

28  
10. 643 ∞o  

"  

間29

"  29 
10. 335. ∞o  

"  

問 ｾｏ
"  30 

10.279. 000  

"  
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設計・施工・保守の不備による故障の実例とその対策 3

設 備 つ

ま え が き

表題I C . あてはまる実例は，詳細に調査すれば無数にあ

ると想像される。乙れらは一応失敗とみなされるもの

で，当事者にとっては深く JJ御山ζ 刻みつけられて何時ま

4  でも忘れる乙とのできないものもあり ，またそのような

設備を日々不便や不安を感じながら使用しておられる管

理者も意外に多いと息われる。従来は乙のような失敗は

発表する機会もまれで，極く一部の関係者以外は知らさ

れぬまま埋もれてしまっているものが大部分であると恩

われる。

乙れまでの失敗の体験をさらけだし，今後の設計，施

工，保守に役立たせようとする試みはまことに有意義な

編集計画であって国子， 立場などを超えて発表していた

だく乙とは設備技術の進歩発展のため有意義 な 乙とで

あると考える。乙の目的のためには，各方面の協力を得

て，広く，多くの適切な実例を集めて，対策を講ずる方

針を明かにする乙とが必要であると恩われるが，時間上

のllllJ 約があるので，乙乙 lζ おゆるしを得て，私の浅い経

験と狭い見闘の範囲で，数例を摘記して買の一端を果さ

せてもらう乙とにしたい。

さ く 井

ベザ 建物竣工後lζ 起る故障の内でよく問題になるものにさ

く井がある。地上lζ 現われている部分は直径 30cm程度

の鉄管の一端に過ぎないが，地下数 10米，あるいは数 100

米lζ 埋設されている部分の状態を詳細に知る ζ J こは極め

て困難な乙とである。それだけに各種の故障も起り やす

く，またその故障の状態，原因なども容易K 判定できな

し、。

さく弁の故障には各種の実例があるが，地胞の変化，

さく fl: の乱立などによる水量の減少およひ' 水質の変化に

ついての|日，]@を一応除外すれば，その外の主なる故障に

は次のようなものがある。

1.  ケーシングの不備による) 白 Illl ，変形，切断など。

2.  窃砂過度によりケーシングの周囲に生じた空洞あ

るいは落盤などに基づく異常側圧K よってケ ーシ

ングに与えた屈曲，変形，切断など。

3.  建物洗下の垂直荷重によってケーシングに生ずる

屈曲，変形など。

て 川 口 与 四 郎

第一のケーシングの不備としてケーシング用鉄管の肉

厚不足，材質の不良，偏肉，きず，腐創(，熔接の不完全

などの材料の欠点と，ケ ーシングの接続不完全，ス トレ

ーナ開孔断面の不適当，ケ ーシング桶入の未熟など施工

技術の欠陥とがある。

ケーシンクの不備は屈曲，変形などによりポンプの帰

入に支障をきたし，またストレ ーナから土砂が流入して

井戸としての機能を失う結果ともなる。乙のような失敗

は表面に現れているものは極めて稀であるが，実際は相

当多いものと思われる。さく弁工事はも っとも良心的な

専門業者によって極めて恨重K 施工 されるべきである。

第二の場合，荒い砂利層の良好な地層の場合を除いて

はほとんど多少とも砂を汲み場げていて，乙の砂の晶が

問題となる。微量の砂でも長年月では相当の誌となり，

ケーシングの周りの土砂はだんだん減少して，乙の状態

が永くつづけばケ ーシング周囲の地盤がゆるみ，空洞を

生じ，落盤を促進し，土庄の不均衡，簡 ｾｉ 警によるケーシ

ングの屈曲，変形，切断などを起 し，ポンプを損傷し，

地問の混乱によっ て水質も悪化し， 底部に齢、が堆積して

ストレーナ ーを埋淡するなどの事故が次々と発生してさ

く井とし ての価値がなくなる。さく井の揚砂は極く微量

であればその被害も少いが，ある程度以上の量K なれば

前記の故障を誘起するので，揚水量を抑制する必要が生

ずる。 一般にはケーシングの周りにグ ラベル ウオールを

設けて防砂している。乙の方法はケーシングと井坑との

間隙に均等に豆砂利を充填する乙とが必要で，さく井工

事中でもっとも入念に施工されなければならない部分で

ある。また地盤によっては，ストレ ーナ部に網状物を巻

付けあるいは砂利府を設ける方法，ケーシングを二重に

する方法などが用いられている。

第三の場合はケーシングが建物l J i l淀コン クリートなど

に位Ｚおして，ｾ物の沈下とともにその荷主をうけて，ケ

ーシングの内でもっとも弱い地表に近いストレ ーナーの

部分または，接手部』ζj 面的，変形，断管等が起るもので

あって，乙のような実例もしばしば見受けられる。さく

井を建物内に取込む場合には，ケ ーシングと基礎コンク

リートとの聞にー廻り大きいスリ ープ管を婦入して，コ

ンクリートとケーシングとを絶縁する必要がある。ただ
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しそのさいには適当な地下防水を施さなけれはならな

し、。

水 圧

高さが ＳＰ 米以上の高層ｾ築では屋上Ｗ｝＼Ｎ糟を高低二段 に

分けて水圧を低減せしめる必要がある。フラッシュ穿，

洗面総，シャワ一等いずれもはなはだし く故障の原因と

なり，また実際使用する にしても圧力の差が大きいのは

不便不快である。瓦斯瞬間湯沸器の水圧は低 くと も高 く

とも調整が困難である。最上階に取付ける場合水圧が低

いために' ! J ! . 値だきの原因となる乙とがしばしばある。

また高層ビソレの雨樋で瞬間雨量の多い俄雨の場合，地

面上の会所lζ は通気口を設ける必要がある。さもなけれ

ば雨樋中の空気が逃げ場を失っ てマ ンホ ーJ レ蓋を日賞き上

げ通行人K 危害を及ぼす乙とがある。

水 槽

上水槽， 井水槽はコンクリート製，鋼板製のいずれの

場合K おいても，常K 清潔で清掃に便なる乙とが望まし

い。清潔であるためには内壁を明るい色K し，清掃に便

なるためには底部K 排水口を設けて完全に排水できるよ

うにしなければならない。鉄板製の場合の内部塗装は 3

年に一度は塗替える必要がある。塗替えにさいし ては塗

料から発散する揮発気体K . より職人が卒倒する乙とがあ

り，糟内の換気1C ' i 司怒し場合によっては，機械換気を準

備しなければな らない。水; 憾の下部lζ 給水，送7 I < ，溢

J]<，排水の他』ζ 予備用も兼ねて管の接続口を設け内部作

業の際 ζ れを送気口に利用すれば便利である。鋼板製屋

上水槽を上水，井水槽IC隔壁で仕切るのは適当でな い。

満水側の壁面が結露するために塗替えができない。 また

屋上水槽を直接屋上スラプの上K . 設置したため，天*l二m

』ζ 給銘せ しめた失敗がある。水槽とス ラプの間』ζ 空間な

どを設けて結録を避けたい。

ビニール管

最近あるビノレディングの内径 1 1'1以下の給水枝管K ，

塩化ビニーノレ管を使用し，コ ンク リート Et ，軽品鉄骨盤

および天井哀の隠蔽配管をメーカーの責任施工で実施し

た。配管工事は恨重を期し 17kgf cm
2

の水圧試験を行

って異状はなかったが， 配管工事の進行lζ つれて通水し

て，各所K 漏水事故が起った。漏水力所を修理して暫く

たつとまた漏りだし，何回も修理に手古摺らされた。し

かも1，2個所だけではな く，全面的にとういう状態の漏

水が続いた。漏水個所は接ぎ手の部分で途中の塩ピ管に

はなん ら異状がなかった。乙 とにラス壁内配管で コンク

リート主g込部分から立. 上っ た個所の技: ぎ手郎のi Mj ; ] < が多

かっTこ。

乙の状況から見れば接ぎ手の援活不良という乙とも考

えられるが，配管後従来の鋼管同様手足を触れたり，研

工事の振動，管の伸縮な どが原因しているという乙とも

考えられる。
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温ビ管はよく慣れた配管工が施工したのであるが，障

害のない自由な場所で作業するのではな く，狭臣室で足場

の不安定な場所で作業を行ったため完全な接着ができな

かったのではないかとも恩われる。も しそうであればい

かなる作業困難な湯所においても， 完全 K 接着する方法

をさらに研究工夫する必要がある。また塩ピ管は膨脹系

数が大きく，温度による変質がはなはだしいので ζ れら

に影響されない配管方法も併せて解決しなければな らな

し、。

冷房設備の故障

冷房設備の故障の内には，冷媒ガスの漏洩， 冷却水の

不足などで冷凍機の能力が低下するため室温が下らなく

なるものと，在室人員の増加，直射日光，関口部の管浬

不行届などで冷民負荷が増大して冷凍機の能力で賄えな

くなるものとが非1;:;¥' ，ζ 多い。乙の種の故障は冷凍機，送

風機など機撚の巡転』ζ 直接異常がないのであるから ，注

意を怠る場合が少くない。

冷凍能力の低下を防止するには，まず機械室を直射日

光の当ら ない通風のよい場所に撰定する乙とが大切であ

る。 冷媒ガスの漏在ll.l ζ 対しては，運転時期K 入る前f C 必

ずガス検知を行い，巡転中はシャフトシール部その他の

部分の磨粍，鈎，ゆるみ等』ζ 注意しなければならない。

まだ冷却水はなるべ く低iEのものを多iil K.， 1冷凍屯当

り Ｑ 時間 ｏ ， Ｗｾｏ ， Ｙｭ Ｓ 程度が得られるよう準備し ， 運転

li J は水混，水質，7l <圧ならびに油の混入などに注意する

乙とが肝要である U

また冷房負荷の不必要な増大を抑制するためには，周

到な建物管理によらなければならない。在室人員の増加

は，暖房の場合とは逆に冷房の場合は負荷の増加と なる

から設計の際，将来を見越した充分な在室人員をも って

算定すべきである。照明器具，機械器具などの熱もまた

同様である。運転期間は室1( ，直射日光を避けるようK . し

なければならない。本邦では建物の開口部はほとんど一

重構造で熱損失が大きい。また開放的な木造建物の生活

[(.!JjJ 11れきっているためか，隙間や出入口などからの熱の

出入に対し無関心な ものが多い。十分な機械換気を備え

ている場合，隙閲，出入口などの自然換気誌をできるだ

け抑制し て外部からの熱の進入を最小限度に止めるよう

関口部の管理を行うとともに、在室人員に応じた新鮮空

気の補給を行うべきである。

空気の吹出 口と吸込口

機械換気における空気のl次出口 1，以込口等を墜に取 り

つける場合，その取りつけ方法に不完全なものが多い。

あるピ J レディングが唆工後暫くして空調設'u!11の数 10 ヵ所

におよぶ吹出ログリ ルの周囲の壁プラスタ ーに細い亀裂

が生じ，日が経つにつれ次第にひど くなり，中にはプラ

スターが脱落する個所もでてきた。ついには大部分の吹

出口 lζ およんだので，全部の吹出口グリルを取外して取

1  

買除

明ト
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りつけ直した) f 例があった。との] J ; ' ( 因は ltKtJ¥ログリルII民

つけの不手際によるもので，コンクリー ト閥孔部と，捨

枠との間隙が大き過ぎて，拾枠の位置が狂っていたため

グリ J レを無理! して取付け，モルタノレ部分がポロボロとな

り，プラスタ ーに亀裂が生じ脱落し たものである。吹出

し ｬ グリ ルの取っけは ， 第 ー にコンク リートの ｉｾｾ 孔部 は正

確な寸法のものをl E しい位置に堅固κ 取りつける乙とが

H干要である。

われ る。

左|刻 l乙示す

方法は定規ぶ

ちをつけた例

であるが，乙

の定規ぷちに

よって墜仕上

げが容易で，

l火山口件取っ

けも1回附で，

l火出口枠と壁

面とに閥隙が

な くなり， プ

ラスタ - f C亀

裂の生ずる乙

とも少いと恩

またダクトの振動をl火山口や墜に伝えないよう lζ すべ

きで，このためには吹出 口と 分自主ダク トとの悶 または適

当の湯所に振動の絶縁を考慮すべきである。

排 水 管

釧Ｗ｝＼Ｎ Ｑ ｾＧ のツマリのＩ京ｼ却をＺｊ， Ｇ ￰ べてみると ，旧 竹の必 所 ｬ ζ

設けた削除口 からの1liH徐ではどうにも な らず，む2の切断

を余儀なくされる乙とがある。工事JUH習中の鉄，木屑 . セ

メント，砂等がツ" 7 } レ原因をなしている乙ともあるが，

使用者が何でも流せば疏れ去るものと考えて大使総κ 押

し込んだりするものが案外多い。住宅の台所流しのトラ

ァプは家庭で自ら掃除を しなければならない。 トラッ プ

がツ 7 ラなければ会所までツ" 7 } レ心配はない。 厨 房 ( ビ

J レ内所員食堂，飲食j苫) には谷易rcM除のできるグ リー

ス トラップが必裂である。 i成干! チりの給湯ゼ[ を利用し て熱

湯で削除する乙とができれば一回好都合である。 ピノレの

横引き排水 ｾｾ ￬Ｚ を床』 ζ 埋込 みにする乙と は保守上と くに 避

けたい。

和風大便器，小便ストー J レと緋水11の接続』ζ おいて陶

器と鉛管，排水金物と鉛管と の接続方法に研究改良の余

地があり ，入念な施工をしなければ漏水の原因に なり や

すい。鉄筋アパートの衛生工事は排水管の入念な施工IC

尽きるといっ て も 過言でない。浴室の排水， 流しの排

水，便所の排水，ベラングのw排水. 防ノk 陪の11通 {ζ つ

いても入念 lζ 施工し， 折} 除』乙使で[ 彦総l ζj が払であるよう

lζ 心掛けたい。

浄化槽の排気管

にきなビ J レディングのj也階またはビソレ K 近接して，し

尿滞化槽を設置する場合，指| 気管を述物の一部Iζ 沿って

高く屋上 まで立上 る乙とを余儀な くされる乙とが多い。

乙の場合パイプ、ンャフト等に沿って排気行を屋上までよ' t

泊ぺ1乙通す乙とができれば問:mは少いが. 排気符をいく

つもの屈曲を経て魁上まで延さねばならない場合があ

る。乙のよう な排気管は掛気の摩擦抵抗が増大して通気

が阻害され，その結果浄化槽の付近に悪臭がただよい，

悩まされる ζ とになる。

某ビルディングで 2，000 人用し尿滞化糟に自然排気管

を設けてあるが，建物の怠匠上外墜に沿って立上げる湯

所もな く，内部においても排気1 ' ¥: の現われる ζ とを不体

裁として磁力隠蔽して，狭い壁の中，天井の中を何度も

屈折・迂廻して屋上に導き，竣工後臭気がひどくて困った

乙とがある。そ乙でやむを得ず犀上 lζ 排気フ ァンを]刷、1・

けて強制排気を行って見た。と乙ろが ファ ンを運転して

も一向に臭気が消えない。排気管は内径 18吋位が適当で

あったが，パイプの通路が狭いため内径 12吋のエタニッ

トパイプを使用し，その継手は鉄板製 カラ ーでヤー ンお

よびモルタル詰めに な っていた。各部を調査して，数カ

所の継手の施工が不完全でヒューヒューと周回の空気を

I以込んで' いた。乙れでは臭気のとれないのは当然の乙と

である。

乙の故障は昔話論当初j の排気計画が体裁にとらわれて機

能を軽視した点に総理があった ζ とがJ j 京尉し ているが，

施工の i国でも ILI必¥1) 1，気のつもりで筏ぎ手を粗雑に施工し

たｊＡＺ ｕ ｃ も 問題が ある。浄 化地の釧 気 ｲ￬ の太さは各 府 ｙｉｾ の

し尿却化. f ' I I i 取Jμ 、ブJ ・fl にも示されているが充分の太さ

のものをできるかぎり短距離で以直ぐに立上げたい。乙

れが無理な窃合には機械排気とし，配管検査と通風試験

等も厳重K 実施しなければな らない。なお封| 気管にエタ

ニットパイプを使用するときは堅固なカラーを用 いヤー

ンやモルタ J レ誌を完全にし ， 自然排気の場合， 頂部には

効率のよいお|気笠を取付け，雀などが出入でき ない構造

にすべきである。

配 管 暗 渠

温度の変化激し く， 仲縦移動する蒸汽官などの配管を

収容する H音渠において，狭過ぎて点検修理や斧の操作が

困難なもの，構造上の欠陥のため浸透または流入した水

• 
の始末に図っているもの，屋外H背渠から進入した熱気ま

たは漏洩蒸気 K よって床 ・天井等の木部を腐蝕 したもの

など失敗の実例は非常に多い。

乙れらの原因はＮｾ築と設備の設計上の時間的ずれも

あって，収容する竹の系統， 1U径などが決定していない

過程で位置および大きさを大ま かに決めたためと見られ

るものもあり，また l暗渠は主主築設計上興味の少い地中の
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構造物で，設計当事者の関心が裁いためと思われるもの

もある。

日吉渠は排水がよく ，雨水，汚水および屋外配管の熱気

等が進入しないような構造が望まれる。

また暗渠の大きさは系統，管径およ び管支持形式を決

めて，それらの配列図と配管の勾配図に基づいて主要寸

法を求める乙とが最もよいのであるが，現実に は計画の

当初に寸法を決めなければならない場合が非常に多い。

とのような場合， i医者は極く簡便に暗渠の概略の大き

さを求める次の略算法を用いている。

W =II 音渠の有去Jj 巾 (mm)

d
j

.d
2

.d
3
.. .. .. = 収容する色ーのそれぞれの内径 (mm)

とすれば

o.  配管潜の場合

点検修理のため内部に立入る必要のないもの。

凶
oWI J  50mmと40mmの蒸

i
W

--:L 2( a;..;:討d3す… }

宅卜L 白砂 / 巨L 汽管 40mm の迭

問 ハ 日 り管および 30mm

目f d自 の 給 焔 と を 収 容

じ云ｾ する益付配管消の

W = 300+ 2  (dj  + d
2

+ d
3

+ ・・・・ ) 有効 rt は，

W = 300+ 2  ( 50 + 40+ 40+ 30)  = 620 (mm)  

2( & 

W = 600+ 2  (d
1  

+ d
2

+ d
3十 ・)

W ，=900+ 2  (d
l  
+ d

2
+ d

3 十・… )

b.  屋外暗渠の

場合

般の屋外H自渠

およ び屋内a音渠の

内l俊民主むを合ま

ない給汽，給湯，

給水配管之? を収容

する部分。

C .  屋内H音渠の

場合

放熱総，竪t l 用

述絡管のスペース

を考慮していて，

暖 房 配 信 を 含 む

屋内l I iJ 渠lζ 適則す

る。

以上は一般的な

吊金物支持による

場合であるので，

配列その他により

修正する必要があ

る。

また， ，暗渠の底

但し W' は 600+ 2 (dj  + d
2

+ d
3

+ … 一回) 以上
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部は還り せの勾配iζ 支障のないものでなければな らな

い。底部がらの有効高さは延長 50mで 1m，延長 1∞mで

1.2m 程度を必要とし，大規模のものは 1. 5 m 程度が望

まれる。

火 災

消防組織の訓紘が喧し くlul ばれて建物，事業J易に おい

てはそれぞれの成果を挙げている， せ っかく の消火設備

を持ちながら消火ポン プの起動巡転が非常の場合同部E

合わないものがある。 ζ れには必ず定期的の迩紙調整が

必要である。 乙とK . サイアミーズコネクシヨン，ウオー

J レハイドラントの ごときは管車! f 消防磐の協力を得て泌習

司l臨もまた必要である。消火ポン プにかかわ らず設備 さ

れている機械，ｾｕ ｛� ｊ 機その 他 平，ＩｾＮ使用のものはもちろん

の乙と平常使用しないものは乙とに入念な手入れと調整

の必要がある。

Fi re Domper:- 作動の際，閉塞の途中で障害物に引掛っ

て完全に遮断できないもの「ヒューズ」の上K 厚く ペン

キ塗りして感度を低下せしめているものいずれも施工上

の欠陥であるが，ダクトの要部に点検修理用ハンドホ-

J レを設けて保全に使な らしめたい。また厨房用排気ダク

トには火災予防上危険なものが多く，必ずファイアダン

ノf ーをまたダクト内壁に付着した袖の掃除のためフラン

ジで取外し，もし くは柿除点検用ハンドホー J レを設ける

べきである。

維持費の節減のための機械設備の運転休止

かりに 3 台のエレベータを有する建物でその 1 1告を運

転休止するといかに不便であるか明瞭 で ある 。 ｼ援冷房 ｊｾ ｬ

!日Hc巡転しているファンを春秋K . 換気を考えずファンを

止める 。 また厨 ｪ 芳 ，便所の排気 フ ｔ ンを他のｾとの関係

を考ーえずに止める等ファンの使用電力の!I径 減 に は な る

が，空気の汚染や臭気の点ではなはだ不快であり不術生

でもある。 またエアフィルタは股が附おし てはじめて空

、，

気泌過の目的を達するのであ るが，腿が潤って抵抗が多 ・，..

くなりついにフィ ノレタを取外してしまっているのがあ

る。せっか くの設備を十分に駆使して能率を上げ改良工

夫を加えて建築設備の向上発展を期さねばな らないが，

一部において停i!ll' [退歩しているのはとのようなと乙ろ IL

ある か らではな かろうか。

あ と が き

乙の記事は極めて狭い純図の経験lζ 基づ く貧困な内容

で，参考となるものも少いと思われるが，とのほか，各

方而には設計 ，施工な らびに保全のための適切な実例が

lIl t数にあると思われる。

今後乙のような記事を発表する機会がふえ， 多く のそ

れ らの有Z主義な記事が各方面の関係者から 引き続きど し

どし寄せ られるようになるため，乙の記事が呼び水とし

ての役 目を果す 乙と ができ れば幸いである。

じ医者 m紋省近畿地m 般 的高l良)

.  
.  



設計・施工・保守の不備による故障の実例とその対策 4

金 物 つ

大

.  
-

.  
?  

4  

主主策金物が，建築使用者にとって他のいかなる部分よ

りも日常非常に密接にタッチさせられるものでありなが

ら，建築K 当っては，と かく軽視されがちで，購入 iζ 際

しては予算支出の末期 I L m屈な残余より調達されるとい

う迩命をもっている。乙んな環境のもとに取付け られた

食物は大低標題のよき対象者と なるであろう。いま本文

を省くに先立って結論を述べれば，要するに建築金物は

できるだけ表面 IL現わさず， ムダな使用法をせず，良心

的な機構の金物を親切に施工する乙とにより故障を解

消せしめる乙とができるのであって，乙れが建築金物の

進歩改良が目標でなければならぬ。それは，ひいては建

築: ぷ匠に対する単純美化の京囚ともなると信ずるのであ

叶・r

る。

さて，故障という字義を広く解釈して，機構の破損の

乙とはもちろんであるが，さらに金物自体の不完全な乙

と，あるいは不合理な使用方 法による強難あるいは伝入

の可能性のあるととをも含めて考えたい。それは盗雛侵

入による被害は，金物自体の故障によるもの以上である

からだ。

〔蝶番と軌釣〕

蝶番でとくに注目すべきに故障は，扉が釣下りをきた

す乙とである。との j原因により錠前との関. i ! l i が不協会に

な った り，扉の先制がlぷT却lζ 接触してmω せしめたりす

る。次( C蝶番の帥竹内の illlll 旨の不足に よって， 第 1 図の

納管( 3) の内壁と軸芯 ( 4 ) とが摩燃して取h芯の上昇を来

たし，不体裁な状況を呈している場面によく lu過する。

ζ の軸芯の上昇する原因は，第 l 図』ζ 示す系子( 1  ) の不

第 1 図 ｾＱＱｬ＠ によるもので，

乙の系子を取h管内

壁の欠除部 ( 2 )1ζ 

! 以入せしめて紬芯

の向転を防止する

乙とができるので

蝶番選択に際して3  

て (業 者 の 立 場 か ら〉

塚 幸

は，乙の機構の有無を検討すべきである。 なお屋外 K 刺l

管 ( 3 ) を露出して釣込んだ外開き扉の場合は，ネ ジ回し

ようのもので容易に紬芯を脱する乙とが可能であるか

ら，紬芯を固着せしめる乙とが安全なのである。しかし

後日 ，紛除などの際に扉をはずすためには非常に不便で

もある。

上 記のよう な蝶番の欠点を補足するものにｾｩｊｬ ｬ 釣があ

る。判1釣は柱を損傷せず，釣下り を防止し( 第 2図) ，ま

第 2 図

た執l J 釣によってm具を釣込めば/ j I を閉めている聞は蝶番

のように取 ｨ ｾ むを脱するととは不可能である。いま ｮｾｨ 釣の

進歩した一例を挙げると， 第 3図』ζ 示すように1J i i . の開放

第 3 図状態に置いて，蝶番の. J q l I芯lζ

相当する軸ピン ( A) はj腕金具

( C  B) の垂直孔 ( A' ) に捻昇停

止した後，ネジ回しで止ネジ

( D) を側面より捻込んで幅hピ

ン( A ) の回転を停止せしめ る

檎造である 。次lζ ，民lζ 金物

を取付けて外部に露出せず，しかもよく開閉の役を果す

ものに中心軸釣がある。扉の耐重性がより大なることは

言をまたない。

〔握子の作用で故障しやすい把手〕

某劇場で第 4図のような

把手が，観覧席出入口の防

音装置を施した扉! と取付け

られていたが，竣工後|山も

冒¥4図

c 叫
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な く次々と全部破損した実例があった。乙れが対策とし

て，その把手座金の裏側にさらにピス座を 2 箇増設して

袈ネジを施したうえ IC，正面よりネジ止を施したので一

応安定したのである。しかしとのように支点より一方的

lζ 伸長した把手を使用する乙とは，どうであろうか。ど

うしても支点が 2 箇所以上あってほしいと思う。そもそ

も劇協のよう な大衆を相手とする場所では11¥像以上に非

常識な取扱いを受けることを覚悟すべきで，デずインの

みにとらわれると不慮の故障を生じるおそれがある。乙

の意味でレバーハンドルはとかく破損しやすい部類の悠

ｾ長当 ｩＳ

頭である。レバーハンド

J レは第 5図のように，そ

の芯棒( 3 ) の止ネジを 2

t l i l " にする乙と1( より ，従

来より数桁の耐久性をもたせる乙とができる。通常，箱

錠 lζ レパーハンドJ レを組合せ使用すると，その空錠の機

構部分』ζ 過大な7) の負担をおよ lまし，かつレバーハンド

J  レ操作の際の、ンョックによっ て破損しやすい故に， レバ

ーハンドル専用和錠を使用するととをお奨めする。

〔劇場 11諸外国り非常口展に揚落しで戸締 りした場合〕

ぷ劇場の 1 附外回りは総ガラス入りの両開鉄扉で固ま

れていた。非常口ｾ用としては従来市販されている特殊

な錠前があるけれども，乙のような近代的 正 ｴｴｾ 誌には 不向

であった理由からであろうか，拐訴しをJNの見付面 iζ 取

付けて戸締としてあった。非常扉錠はその性質上，准で

も非常時に内部より簡単 ( C開き得るのが目的であって，

乙の劇場の易会でも，そのな味では，ある程度目的を述

していたわけである。と乙ろがUgfn'i して 1 ケ) J  を経過せ

ぬうちに問題が起ったのである。それは観' 会の中のある

者が非常・] l J i の揚落しを容易に操作できる乙とを見て刈 っ

て. 次回に友達数人を主li れ館外 [ζ 待たせておき，中の一

人が iF. 而改札口より入場して改札口より政組されない方

向にある非常・口扉を選んで錫落しを聞 き，友達を不法入

拐させたという事件と，また向じ場所でヂf理者の一人が

館内で何気なく立っていると ，官自外から人が盛んに予ま

ねで協終しを聞いてくれと頼んできた・ ｊｾ 突があった。乙

のような ζ とを繰り返されるのはｾｬＧ ＺＺｬ 望者ーにとって金物 代

以上の被告である I( 迩いなく s 管理者flllJ もその対策 lζ 頭

を痛めた末にその解決について一見ま乙とに矛盾極まる

杭IIll が出たのであった。それは， ( 1) 非常ーの場合は観客

の設でもが開放できるが，平素はさせないようにする乙

と。 ( 2 ) 官辺者は特定な者のみ，いつでも 開閉できる乙

とであった。乙の芯味を反核して読むと頭が混乱するよ

うになるが，次のような金物を研究考案して解決したの

である。

すなわち第 6図は木案の正而図， 第 7図はその flll j而悶

である。この装置は，拐落し ( E) を透明なアタリライト
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板 (B) で綴っ

て錫洛しの操

作を不可能に

す る と と も

に，また: 市 lζ

拐落しの所在

を明示して，

観客が非常時

には，乙のア

タリライト板

百J 6凶

1:.' 

，、

:r.u¥ 

m7図

& 己= @

8  

・c ， 

を破る乙とによって窃落しの操作を容易ならしめてい

る。したがって平711・乙れを無断で破る乙とは不法行為で

あって， 1政られた乙とが発見された場合K は証拠が残る

のであるから，アタリライトの存在はかかる不法行為を

自制せしめるのに役立つ。そ して一方，竹] : 11者は量sI(よ

って，いつでも臼由に開閉できるようにしてある。本案

は錠前部 (AAつと蝶岩部 (C C') およびアタリライ ト板

(B) よりなり， (A') と に つ を 鉄扉』ζ 定おした後，(C)  

( A) にア タリライトの両端を隊合せて 表 面 よ り ネ ジ 止

し， ( A) を ( A ') Iζ 施錠するものである。アタリライト

板の表面には「非常のとき割って下さい」とエッチンク

する ζ とが適切であろう。管理者はアクリライト板のス

ペアーの保むを必要とするのは当然である。なお，また

設計施工 lζ 当って，乙の装置は協落しを扉の上下 IC装iij'ー

する場合κ も，上部だけで充分であろう。

〔錠前の握 り〕

箱錠の鰹り玉でしばしば故障の起るのは握り玉そのも

のではなくて， J収付施工の際，握り玉の桝の sllj i1fi K ある

m 8  l"l 
スピンドルを止めるピスが

きかな くなる点で・ある。乙

れはネジより巾の広いドラ

イパーを使用する ζ とによ

って，ビスの 1、ジ手Lと1、ジ

山を l切り取る結果，ビスが

さかなくなるためであって

取付工事者よりも ｩｾ 人が後で締め直し等の湯合に破弘 ｩ せ

しめることが多い( 第 8図) 0 2l i するに， ビスi i J jの寸法

より広く ない，また小さすぎないドラ イノミーを使用する

という注意が肝要である。 ζ の乙とはレバーハンドル l乙

ついても同様である。

〔錠 前〕

錠i : iil の故障は錠前にレバーハンドノレを組合わせた場合

に，その操作の際の衝撃 m9 図

によって，箱錠内部 lζ お J 与

ける! t : 錠操作子の破慣に Ｑ 室三 ｚｆ 占 ーち 丘 ］ 三二 ｾ

起因する乙とが多い。乙 、....-- """ 

:惨

.. 

.  
.  



れは，その材質ーの組悪が原因である。とくに，乙の操作

子第 9図は構造的に非常・な弱点をもっているので. 通常

箱錠 lζ レバーハンドJ レを使用するときは，乙の操作子を

砲金製の堅牢なもの lζ すべきである。 最近よ くレバーハ

ンドノレを用いるが，デずインにだけとらわれると後 11 ，

家屋使用者に とっ て大変迷惑な結果を招くことにな るの

で， ζ の点はとくに建築当事者の往窓を促したいもので

ある。乙の意味では前述のレバーハンドル専用錠市j は要

領を得ている。

.  .  

4 ・「

〔錠前のマスターキー〕

3 枚勿リ箱錠 l ζ 7 スターキー装置を施した場合，そのマ

スターキー( 第10図) の形態に弱点があって折損しやす

い乙とは，)IIJ 述の籍錠にお

節 10 図

け るｾ錠 操作子の場合と同 ー四 (  

械である。乙 の対策として 戸 = " ｾ＠ 0)) 

は，鍵を鍛造する方法以外

に改良の道はないようである。しかし，乙れは製作貨に

問題があって容易でない。

〔便所表示錠〕

使所表示錠については多施多級のものが市販されてい

るが，表示を美的かつ衛生的 lζ 表現されているものは，

ro 11 図

( i)  ( ii )  
)
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・
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・
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E要暗aJ
A  r/  

ほとんどない有線である。便所表 ( iv)  

械の使用者が，老若男女を関わ I 、 千戸

寸噴 ないから，乙の錠出Ijf ζ 起因して Ilt 8. 亡ゴミヤデ宍 ....! ヰe

A '..1 、p 、 L A

上しばしば悲喜劇が起る。来百貨 / / a ; / / /イY j 門

ｽ，Ｇｾで婦人が，便所の中に数時間関 メ一一入

じ乙められたという実例があ った 雇芯

が，乙れは表示錠の機構が不行田 ｬｾｊ＠

きであったためである。また便所 .......__..， 

を使用していないにも かかわらず r使用中」と表示が

出て} i f i が閉っている 実例は，およそ公衆的な建築物のぞf

理者にとって，決して珍らしい乙とでないと聞いてい

る。その原因は，も つばら表示錠を使用する人々の無知

にもとづくと考えるのは妥当であ ろうか。否，それは金

物 n休にも不合理な点があるからである。その一つを挙

げて説明しよう。 第11図は便所の内側で尿を仮締するラ

ッチの図である。まずい〕図について考えてみよう。今

乙のラッチの状態が，閉っているか開いているか，実際

見ただけでは判明しない。乙 の場合， 何度撮みを回転し

ただけでは扉は聞かないので，迷って慌てる乙とが多

い。さらに同じ方向! と何度も回転しないと閲かないので

あるが，乙の場合，慌てて反対 lζ 締る方 lnJへ回すととも

しばしばあり得る。開っている場合も開いている場合も

形休上何らの変化が見られないからである。乙 の点が悲

喜}!llJ の原因なのであって，ζ れを改良したものが ( ii ) ｉ ｾ ｉ＠

である。 ( i i) _ ( iii ) 図は締り賞抜の反対側 (( _ Jf; または青

で表示する乙とによって，貫抜の移動状況を外形的に変

化せしめて使用者に判別させる手段であって 180 度保

みを回転する乙とにより ，完全にいずれか一方現出する

が何度程度の不完全な回転では赤背両者が出るため，施

錠状態の判別を容易ならしめているのである。すなわち

( iv) 図の ラッチ錠( 1  ) の台座 ( A) と一体をなしてい る

( A' ) と，百十友 ( B) と一体をなしている くB' ) とがE なり

合っているが，恨み ( 2 ) を逆転する乙とにより，白抜

( B) が露出すれば，それとー休をなせる ( B' ) はラッチ

錠( 1  )の l.t 1ζ入り，同時 l ζ( B' ) の背後 lζ ある (A') が現

11-' 1すると いう簡単な構造であって， ( A' ) と (Bつ には，

それぞれ赤と宵の才7色を施したものである。 第12図は，

便所を使用していないにもかかわらず 第 12 図

「使用中」を表示して扉が関かない状 ニ 白

態を生じる乙とのある打掛式表示錠の ， 門 除

図である。乙の原因は，打掛を 180 度 ｾ＠

逆転せずに何度で止めて扉を聞き，外 ι 且-A，I /

k 出て力強く I!!J め返す際の振動κ ょっ = キp -

て，受践の方へ灰っ て施錠されるので )  

ある。また扉を閉める際1(.， ζ の打tl十が尿の納まる ，ii ]l C

逆転するときは，れ，1ζ 当っ て打掛を損傷することさえあ

る。しかし，乙の打 {主主式は誰でも容易に使用できる点が

ラッチ式K 比較し て長所であるといえるだろう。 なお第

11図( iv) の表示錠は，把てFと表示板を兼用しているもの

である。 なお公衆使所の扉lζ ガラス製の握り玉を使用す

る乙とは，物 lζ 当てられて破損し やすいから花芯すべき

である。

〔戸当り 煽 り止め〕

戸当 り煽り止めは，建築竣工後間もな くコ' ムが離脱し

首ｾ 13 図

( i )  ( ii )  

首易

( iv)  

間切
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て紛失するのが? ? ; である。乙の原因としては物を当てる

なと、外部からのノりがjJ 日わる場合と構造そのものが不合理

な場合とが考え られ る。 第13図 ( i) 図は従来の依防しや

すきものの実例で，物体lζ 接触して煽り止めの台臨より

ゴムが脱出した図である。乙れに対し て. (iii ) 図は中央

K . 凹部を設けたゴムを戸当りの台座K_ ビス止めしたもの

で，半永久的に保持し得る構造である。またi i ! を開放す

るに当っ て，その煽り止めを ( ii ) 図のような喜nlCv雨入す

るときはＮｾの掛っている乙とを忘却して扉を強く百ｼ寄

せる場合を生じ，鋭か煽り止めのいずれかが破損する ζ

とは当然であって，乙の場合には ( iv) 図のような鋭を採

用すれば金具や扉を破損から救済するであろう。

〔掲げ落 し〕

揚げ落しは権見込用と見付用の二稜類があるが，故障

の対象となるものは前者である。権見込用揚げ落しは鉄

民用と木J f I l 用とに別れ，鉄扉

用のものを通称シングノレ落し

(第14図の 1) と唱え，木扉

用のものをフランス青年し( 第

14図の 2) と称し，ともに類

似した機構である。故障の原

因となるのは機構の合理性の

他に取付施工の良否が問題と

なる乙とが多い。鉄扉の場合

はm具枢と金物との副l通性が

乏しいため揚げ務しのボーノレ

トの昇降作用が垂直であるか

どうかを見分ける乙とが，故

障の有無を判断する上におい

て重要な乙とである。シング

ノレ落しのボーノレトのネジなら

びに本体操作子のポ ーノレト系

新子にネジが正確に製作されているかどうかを，よく検

討して取付け なければ. n擦による抵抗が加わり操作が

困難となり破損を早めるものである。

第 14 図

2  

〔戸 車〕

戸玉li の耐用年数が短かいという乙とは肯定できる。 し

かし使用者がその選択に当って構造の合理性を見分ける

知識に欠けているのではなかろうか。 市販品の多くはボ

ーJ レ入りであるが，極めて不良品が多いため，いわゆるポ

ールベアリング戸車は不良戸車の代名詞と化している状

況である。業者は ζ のような機会を機敏に捉えて，ボー

ノレの入 らぬ戸111の市販lζ 努めている。これは戸王1'[ の機構

の進歩に対する逆行である。すなわち戸事以外の探械を

74 

考えれば界易にその不合理を桁摘されよう。戸車の故障

する原因は，構造の不合王子w: : . よるほか使用の場所にも関

係なしとしない。それは浴室等の場合には湿気の関係が

あるから である。次IC扉の開閉作用の緩急は問題ではな

い。車輪と車 ;MI の構造としての優秀性は，その原理K おい

てポーノレベアリング装置のもの第15図 ( i  ) 図が第一位，

第 15 図

( i)  ( ii )  

静予診脅@
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e‘  
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( iv )  

時タろ時Fち

.. 

ローラーベアリング装置のもの( 川) 図が第二位，車輪と

]!'L刺iの間隔に円筒子を組合せたもの ( ii i) 図が第三位，車

輪と率制1の直接摩擦によるもの ( iv) 図が第四位の順位と

考えられる。ただし上述の四種類においても粗悪品は論

外である。要ーするに戸車は正式ボ ーJ レベアリ ング構造を

採用するによっ て，市販品に見られるボ ールの脱出を防

止する乙とはもちろん，回転前h摩擦を経減せしめ，なお

沼気などの影響は戸車の材質を耐酸化する乙とによって

解決させる乙とができるであろう 。

〔栓 錠〕

栓錠は，引逮戸を中央で'!i也錠するものであるが，従来

の差込詮錠はたとえ鴨居に揚掘を施しても第16図 ( i) 図

のように鍵を使用し ないでも開ける乙とができる。乙の . - -

第 16 悶

)

 

E

 

(

 

( ii )  

対策とし て ( ii ) 図のように表側でなくて向う側の戸程に

施錠する乙とにすれば，表裏道1給して栓は外れないので

ある。
( 手匹者滞金事務所所長)
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1 . ま え が き

日本住宅公団大阪支所特理部は募集課，収納課，保全

線』ζ て編成されている。乙乙では保全課の業務について

のみ述べる乙ととする。保全課は今年の 5 月末現在にお

いて，賃貸住宅 10，355 戸， 普通分譲住宅 1，738 戸， 計

12，093戸36団地におよぶ R C 造中居アパートと，ブロッ

ク造 2 階建テラスハウス並びに敷地内の諸施設とし て管

理事務所，集会所，マ ーケット等ーその他国地によっ ては

竹理人住宅，派出所，応舗往宅などの維持管理1<:: 努めて

いる。次いで本年度末には，賃貸住宅が， 19，251戸，普

通分譲住宅 2，474戸，計21 ，723 戸と なる予定で業務に遇

進 している。団地戸数の増加κ とも ない，また仕事その

ものの性質により保全課は相当の忍耐と努力が必要であ

るが，現在はいずれ も温厚な努力家がJi i I i っており，円満

に巡営している。

2.  保全課の業務

1) 財産台帳の作成保TIIζ 関する乙と

2) 分譲住宅の共有物』ζ 係、る管理の受託に関すること

3) 住宅および施設の賃貸および譲渡にともなう共益授

の使用に関する乙と

4) 住宅および施設その他団地の維持補修K 関すること

• . 5) 住宅および施設その他団地の維持柿修の' } f . wの指導

K 関する乙と。

乙のほか，水道法施行lζ ともない水質検査，検針等の業

務， m設工事の綬庇手直WI<: : 対する実hI! i 促進ミワ" 改修整

備，還整備等1<:: 関する乙とがある。

3.  保全課の組織 は目下のと ζ ろ下J己のとおりとし て

4 ノ

いる。

源良一 名
1

1

4

2
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係材管

一保全館 1 係 ー 「 総 指 苦 情処理 伝 政 区 分

| ー伝烈統計報告 1  唱

| ー材料工只等管到 f  '  

|一 企 画 工 事'l'Im揃消l I i J ' l 1  

!ーサーピス カー( 工貝9) 3  (i1l!) 

一保全m 2 係 ー 「 強 策 補 修 4  

ト沼気設備維持初修検針 3  

1ー 制 裁 維 持 術 修 1  

一水 道 係ー「水温設 備 維持補修水質検 ｾｉ
」 土 木 維 持 納 修

( 昭和33年7月1日 現 在 ) 計 27名

持 管 理 と 住 い 方

ｾｾ＠ 勝 高リ下

4.  登記および財産台帳作成

建設部門よりの引継事務より始まる。すなわち土地状

況境界明示，住宅施設および附属術品等を確認の上受継

ぎ ， 管現人』 ζ 号 ｼ 渡す。次いで資産台帳への畳 ￭ ｬ 車保 ｾＱ と，

乙れにともない登記手続を実施する。

5.  共益 陪ついては，外灯階段灯の球およびポンプの

使用電力政，共同水栓使用料等，団地内清掃人夫の原仰

と賃金手続がある。人夫は符理人の指揮監督により，除

草道路整備下水務会所掃除鹿掃き，焼却炉竹理，遊戯施

設整備等を実施する乙とになっている。団地設備が戸数

K 比し大視絞なるか，階段灯や共同水栓の使用が多いと

きは ， 経世が筒む。共益ｾｾの予算計画は大府， ｮｴ しし、 。 乙

れは設計や規模により，過去の実績等を比較検討の上，

詳しく積算の上決める。

6.  保全について

納修，改修，辺境整備等の工事は計画のもとに実施す

る。将来，物価変動等により困難なる場合も考え，早め

に治下し，また故障の拡大を避けるよう努) ] しなければ

ならない。住宅は，日常，入居者が住宅施設を適切に扱

い，向から手入を怠らなければ，非常に良好な住l，'r とな

る。住い方の指導lζ はとくに懇切でなければならない。

通常起る故障は，主として管理補助者が述絡し，措置

に努力しているが感謝すべきである。設備機械の故障は

全戸 ｋ 迷惑となるから，巡回の都度細 心 の注ＥＺｾをもって

点検調整を行う。主要メーターの検針は前回と比較検針

し，故障を発見する乙とができる。

サービスカーは伝票により補修を実施し報告する。伝

来は負担区分を判定し，統計する。補修材料は各国地と

も共通の規格品を使用すれば，仕事がスムースに行いや

すい。停電等のときは ，ffi/j ) J スイッチや， 1j-1相i!li 転防止

操作の復帰などを，符恋! 補助者は一応心得ているが，連

絡を受ければ直ぐに急行するようにしている。

サービスカーは，巡回予定表によって 2 週間内には

必ず会団地lζ 巡回する。

7  水道設備と水質の維持管理について

水道法の施行により，専用水道の適用を受ける同地

は，公団の水道技術代理者が，管理補助者と I弱点し，末

端における水質を検査し報告する。
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水道設備機械は巡回の部皮切替点検調援する。下水お

よび浄化槽の汚水管等は完全な状態であるか注意する。

住宅各戸の量水計の検針集金は，衛星都市においては，

協力せられている。公団で検事| したものは，そのリスト

により代理人が集金する。敷地境界，土烈貼芝，道路下

水等についても維持に努めている。

8.  故障の処理ならびに住い方の注意

前項までは組織分担事項を述べたが，現在まで注意さ

せら れた故障について述べることとする。

1) 公団住宅の屋根は，ほとんど アスフアルト防水層で

あって，施工1[. ムリがないためか，防水の雨漏はなかっ

た。テレビアンテナを，不注意に穴をあけて取付けられ

たために生じたものがあるが，やり替えてもらった。

2) 庇は防水モルタ j レ仕上で・あるが，下地コンクリー 卜

に，ムラがあれば ヒビが入り 雨水が惨みやすい。支障の

あるほどのものはあまりなかった。

3) 壁而における換気装置について。

換気装置は，ガラリ式エヤーレジスター装置，円筒K

網を取付けたもの，四角型で下方に折¥]IJ げのもの等があ

る。風の吹上り 等にも対抗できるように十分シャットす

る乙とが必要である。冬季室内でガスl俊民を行う場合，

内外iR度の差 lζ よる対流換気となるが，換気孔付近にお

いては結露し，汚れる乙とがある。エヤーレジスターの

網は，微mf 挨の付着があまり多くならないうちに強制換

気κ より掃除し なければな らない。

4) 浴室，ノミノレ コニー床の漏水について。

浴室の入口敷居の下は，十分詰込んでおかないと水が

入る乙とがあり，エパーシーノレ等でぜひ処理しなければ

ならない。床の矧07]< トラ γ フ。は厳重すぎて取外しに骨が

折れる。頭髪石鹸屑脂肪綿糸がよく詰る。

公団アパートはノかレコニーで千物をするので，バルコ

ニ ー に水を流すとき ＯｈＡＮｾｩ の滞を オーバー し ， 19，寺下κ 迷惑

をかける乙とがある。乙の惜の排水口は風によって，砂、

が滴るのでJlt. 置すると， nr樋lζ 書li り，処理に困るもので

すの! 時々掃除を忘れないよう lι 。また立樋の周囲は入念

lζ 埋込まなければ水が浸透し地図形の惨みがつく。

5) コンクリ ート の亀裂は必ずできるが，処日1について

苦心する。線工時の養生，打継ぎのときの手ぎわによる

が，モ j レタ J レや仕上塗でカバーされる。入居後に手直す

る乙とはじつに困難である。

6) 塗装は下地が大切であり， 材料施工を入念、にする乙

とである。木材は下塗を早自に塗って，建築中に湿気を

含み，反幽し ないようにする。浴室のベニ ヤ扉は，耐水

性のものといえども，内外とも乾燥を始終心掛けねば，

主1] れi! l l i 気のため表面に波ができる。

7) よl 敷鴨居は芯似1] を上下逆』ζ 付けたため反111¥したもの

が見受けられた。取替えるより仕方があるまい。コンク

リート壁に釘を打てないので，付鴨居を設ければよい。
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8) 床束の基礎は十分拘固めないと沈下し，鴨居の上や

壁lζ 包裂を生じる。栓付の調節のみをしておくと，沈下

を補修し押上げた場合に， m付が狂ってしまう。

9) 床回りの傾斜は卜分にとり，排水lこ注芯する。もし

i 1 I ; . l I < すれば，モルタノレがすぐにザラザラになって完: 命を

短縮してしまう。

10) ダストシュ ート の投込口の叢は閉めるときに中蓋の

音がひびく。主主は裏側にゴミが付者し，取外さなければ

掃除できない。オミ毛ボー J レ紙純等を一度に捨てると詰っ

てしまい，引張溶さねば直 らない。シ ュート内壁部は仮

設の番線はキレイ K 取去らねばならない。注意によって

防ぐようにしなければならない。

11) 手摺，隔板石綿板は，歪みのないよう lζ 取付けねば

後日，わずかのショックで破損し，また大へん危険であ

る。

12) 最上階の各戸品水器は，低水圧のときは，注意し な

いと エヤーを生じ空転する とと があ る。 7]<圧をよく伝わ

るように止J)<弁は，よく開放すべきである。極小量継続

使用するとき，低水 圧であ れば回転しま ｾｴ いが，エヤーに

よっ て逆lζ 空転する。f j ] : 水器は鉛むに取付けると，パッ

キングにムリがな く符易であるが隣接を十分にする必

要がある。

13) 水栓のパッキングに砂を噛む乙とがあまりにも多い

ので図る。水栓を締るとき，砂は手応えがあるので，す

ぐにいったん開放し，締ii 在せばよいが，ヤタラ[ 乙締付け

ると金物が破損する。 Jl : : 7 ) < 弁を閉め，* 後を分解すると

パッキングは最初裏返す乙とで容易に修理ができる。

団地内にある共用水栓は象sを用いる。鍵を使わずにペ

ンチで紬を回すと傷みやすく，しまいに上部金物が亡失

する。自在水栓はカーブのゆるいものはよいが，角 lζ 穴

があき やすい。消火栓は¥l 寺々 演習をし ないと，パッキン

グも水垢ととも に硬化し， 急用のときは，あとで始末に

困る場合がある。

14) フラァシ弁は放7J<iil の加減が大 切である 。水圧の関

係でバキュームブレ ーカー装置付がよいが， ¥時々乙乙か

ら溢水しやすい。最上| 絡に近いl侍は使用しない方が無;lfli

のようである。最近は改良されて少い。冬季結蕗し，空

気中の微J l i l f が付着し放置するときは，錆びてくる。時々

拭手入すべきである。

15) 給水符を布設埋込む場合，十分水圧検査をして継手

を確認しなければ，後日盤中で漏水すると処理が手間取

って困る。符内の lt J ! 、は，数年の陪] ，パ γ キングや弁の故

障を引起す。壁中の漏水は，ずいぶん期日を経てはじめ

て判明する乙ともある。鉛管はとの例は少ないが，経7'l

と，セメン トの影響を考慮しなければならない。床下等

に配管する場合，取付を入念にしないと，バイプレーシ

ョンを起す。

16) 排水符は継手の少ないのがよい。床而または抗台底

'  ..... 
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.  



1; 

- " 

--4"" 

.. 

-弓

+  

音させる。

而に合せるべく，純手ネヂ切り

が多く，折1111が多いと，流れが

慈 く，ｴ Ｗｬｾ除が困ｪＺ ｱＨ となる。図の

ごとく 排水竹はf頃斜を考えない

と，逆流し， トラッ プ日目lを発

17) 排便官は下部1(， tii'{除 門

口手設けるべきである。 事帯 1舟ロ乙 w

たまにrr 中1( ，木片やセメ '¥，. i l r=守

ント屑が入っている乙と ｜ と ｴ ー ｟ｪｾ
())，. ¥r Ylf/J  

があるからである。図示 出 記 幽

のどときものがよい。

18) 和式使擦は，スパッ ト部分が埋込となるので，漏れ

ると手間が掛る。また用途の! 時，飛抹がれ左にかかりや

すい。 il 式使探は据付部分を丈夫に改許すべきで，ゆる

んで，パッキング部より漏水しやすい。使用は慣れると

大へん楽で健康によいようです。子供は千j院を使った

り，台を置くとよい。座板は，いつも拭いて乾かさない

と，合板が剥れやすくなる。

19) 樋は落口を掃除すると ，大雨等の時』ζ 助かる。最下

部2m伎は傷まないよう欽T?? とする。

20) 結館については，一般 1(. 墜を雨が惨込んできたもの

と思い迷いしているようだ。 RC 造建物は続開型であり

堅牢にできているので ， 自然換気』 ζ 頼らず，要所 ｬζ 強ｾｦｪｉ ｬ

換気をつける乙とが必要である。換気は内外の空気持f度

風圧風方向等により行われるものであるが，換気口が小

さい時や，冬季温度差が大きい場合，人体には寒さがこ

たえる。乙の場合l乙は，主に北壁面東西外肢の室内側l乙

空気中の蒸気が付才7し結露を生ずる。ガス風呂，ガスコ

ンロ，煮物，呼吸等による蒸気は相空宇品あるので，窓に

よる換気を! 時々行わなければならない。

公団金問住宅において雨漏りなどと いわれておったも

のは紡践であって，住い方がいかに影響するかを示すも

のである。ただ，押入は RC 造l l ¥物に限らず密閉 して

おく乙とはよくないので，入居当初なるべく押入中を税

制し換気をよくする乙とである。

21) 窓の引違障子は右側が手前l乙m付けられる乙とは常

識になっているが，中層アパートの協会常風方向の西風

に対し，隙間風が室内1(. 吹込み非難する者が多い。なお

3 枚引き戸は，丈夫な舟底型ネデ締でないと破損しやす

し、。

22) 玄関錠の鍵はよく紛失される。もちろん不注意では

あるが，シ リンダーを取替える乙ととしている。遠隔地

へ注文する時は日数が掛りすぎる。錠は 7 スターキーな

しのものが丈夫である。錠ネデは白然 [ζ ゆるく なる。

23) 被紙は破れやすいので，退居の頃合』ζ 問題lζ なりや

すい。紋様違いができてもよくない。車E類は統一すべき

であろう。またベニ ヤ板紙振り等工夫すれば実用的なも

のカf できょう。

24) 外灯は，臼品b点滅式で，光電rr またはタイムスイッ

チを佼J I ] している G 光屯竹は劣化しやすいが，最近では

トランジスターの耐久々のあるものがでてきた。外灯の

クロープ屯球は，; n 投句。でよく破られる。

25) 台所戸仰! 類は，ラワン材が多く使用される。湿気と

阪かさで，木喰虫がつきやすし、。 コンロ台の上には，排

気口を考慮すべきである。

26) フロ 析は据付けが難しい。底の傾斜がわるいとすぐ

滞水するので注意が要る。

27) 敷地道路については，完全舗装のものは少ない。砂

利数き等の道路は不断の努力 lζ より， 凸凹の掻きならし

柿充砂利を経続し なければなら ない。 lit f，'l 桝を各所K 設

けて逐次補充するよう IC準備してい る。

28) 公開住宅は市水道 より受水 し，ポン プで水πをつけ

各戸へ送水している。ボーノレタップlζ 砂を噛む乙とがあ

るため注意している。高製水標は液而リレーにより，浴

水しないよう装置している。

29) 浄化槽は， 自然統 ｉｉｾ または ポン プで浄 化された汚水

を排出するが，ずいぶん脱脂綿やその他が見受けられ

る。般化槽lζ 花水したり，脱臭器を取付けて，; p f i 困々ら

される。清掃法に主主き，年 Ｑ 恒 ｬ 以上の抑除と何 日 の ｴｬ Ｂｊ ｾｉｊ

を怠らないようにしている。

30) 敷地外の地主が，埋立工事をやり，また土地を削っ

て地均しをやり家[ ; 5. を立てる場合，境界伎の設置替の立

会がずいぶんある。当初から考段、すべきである。団地内

の周辺に道路がある場合，隣地を坦! 立て，家昆をmて，

乙れを通行したい場合が多いものと考ーえられる。

31 ) 外側のほとんどは四ッ目厄であり，柏木が繁茂すれ

ば確かによい環境となるであろう。しかるに近道を選ぶ

人間の門性として，生垣を無視し ，また団地内の道路を

も無視して通行するものがある。近道は設計 11恥ζ 必ず作

るべきであろう。

32) ポンプ等機械の故障は緊急修理を必要とする。ポン

プ室はf!'l潔lζ し，戸| 羽りを丈夫にしておかなければなら

ない。 もし断水したときには，外部品，ケッチヒューズ，

ポンプ不調，フートパルプ， リレ ースイッチ，液而リレ

ー， フロ ートスイッチ，ポールタッ プ， コンタクト等，

非常;1(. 原因となる要素がある。不断の注意と緊急措置の

心得が必要である 。

9. あ と が き

住宅の維持管・理は符易ではありません。さらに改善し

良い方法により ，住みよい公団アパート とするように研

究と努力を傾注したいと思います。乙れ等を完全に実行

するためには，保全係員はもちろん，代理人と入問者の

協力，施工者，関係官庁，電気ガス水道関係等あらゆる

百iの協力がその成果となって表われるのであります。

( 筆者 日本住宅公聞大阪支所管ｭｊ部保全ｾ ￭Ｎｬ ｴｬ ｾ ｬ｝ｊＩ＠
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彰国社新刊案内

新 刊 民
家 の 造 形

西川E書評 民家の構成について，そ の紫朴な

遣しい形や空間を捉えた世界 lζ 問う逸木です

A 4 変形158頁ビニール 装 定 価￥1，400〒140

近 代 建 築 史

建 築 学 大 系 ・ 第 6巻

1級 建 築 士 試 験 問 題 全 集

レ

A  

口

ス ト フ ン 2

建 築 写 真 女 庫 ・ 第74巻

所 2

建 築 写 真 文 庫 ・ 第83巻

各 国 の 建 築 教 育 ( 欧 州 1 )

建 築 文 庫 ・ 第39巻

建築学大系編集委員会編執mは，祈l代雄一

郎 ・浜口隆一 ・山本学治 ・阿部公正の諸氏

A 5 判400頁前後特製予定価￥1，000 〒100

監修 : 建設省住宅局建築指導課編集 : 日本

建築士迎合会 1 級建築士試験問題の集大成

A 5 判 364頁 折 込 表 紙 定 価 ￥350 〒40

彰国社編 さまざま なレストランの外観 ・内

装 ・ 詳細にいたるまで を写 ｾｬ に よって収録。

B 6 判 80頁 総 ア ー ト 定価 ￥300 干30

彩国社編 乙の本は台所を種類別に種々の角

度から捉えたすぐに活用できる台所の実例ｾ

B 6 判 80頁 総 ア ー ト 定 価 ￥300 〒30

河合正一編 35巻の続初ともいうべきもので

英 ・独 ・仏 ・伊など ICおける建築教育を収録

B 6 変形判 204頁 定 価 ￥200 〒20

重 版 建 築 写真文庫・ 1 和 風 喫 茶 庖

B 6 やU8 8頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 干30

病 院 建 築

B 5 判 338頁 特 製 図 入 定価 ￥1，300 〒130
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建築写真交庫・ 4 洋 風 喫 茶 庖

B 6 判 88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒30

建築写真文庫・ 6 床 の 間

B 6 判 96頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒30

建築写真文庫・ 12 浴 室 と 化 粧 室

B 6 判 104頁 総 ア ー ト 上製 定 価 ￥300 〒30

建築写真女庫・ 13 椋 館 の 客 室 と 宴 会 場

ｂ Ｖｾｾ ｊ＠ 96頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥ 300〒30

建築写真文庫・ 21 天 井 と 照 明

B 6 判 96頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥ 300干30

建築写真女庫・ 32 和 風 喫 茶 庖 2

B 6 判 88頁 総 ア ー ト 上製 定 価 ￥300 干30

建築写真女庫・ 43 床 の 間 2

ｂ Ｖｾ ｾ ｊ＠ 88頁 総 ア ー ト 上製 定 価 ￥300 〒30

建築写真文庫・ 48 家 具

B 6 判 88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒30

建築写真女庫・ 56 ド ア の 意 匠

B 6 判 88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 干30

建築ハンドブック ・ 6 木 構 造

B 6 判 350頁 上製 カ パ ? 付 定 価 ￥300 干30

建築ハンドブ ック・ 7 資 材

B  6  ｾ ｊ＠ 458頁 上製 カ バ ー 付 定 価 ￥500 干50

医 病 院 建 築 の 計 画

A  5  ｾｾ ｊ＠ 252頁 上 製 カ バー付 定 価 ￥350 〒40

日 本 の 住 宅

B 6 判 122頁 上製 定 価 ￥100 〒10

近 代 建 築 と は 何 か

B 6 判 252頁 上製 定価 ￥300 〒30

西 洋 建 築 史 図 集

B 5 判 98頁 総 ア ート 定価 ￥450 〒50

近 代 建 築 史 図 集

B 5 判 88頁 総 ア ー ト 定価 ￥450 〒50

台 所

A 5 判 260頁 上 製 カ バー付 定 価 ￥400 〒40

建 築 給 排 水 設 備 便 覧

B  5  ｾ ＭＡｊ＠ 186頁 上製 函 入 定価 ￥400 〒40

建 築 積 算 要 典

A 6 判 携 帯 使 148頁 定 価 ￥180 〒20

応 用 ラ プ ラ ス 変 換

A 5 判 334頁 上 製 カ バー付 定 価 ￥650 〒70

構 造 力 学 ・ I 歴 史 ・ 力 系 釣 合 篇

B  5 判 132頁 上 製 雨入 定価 ￥250 〒30

エ

由ル

.ト
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「薮中 一 良 氏 の 想 い 出_I を 語 る 座 談 会

司会 (岩崎) では，まず前会長で名誉顧問であります

. .  竹腰先生からお話をお伺いいたします。

4砂

(竹腰) 薮中さんの乙とは協会を通じて，いろいろな

思い出がどざいますが，なんといっても一番印象にある

のは，戦争中 lζ 起りました協会と学会の合併問題であり

ます。

当時の会長は片岡さんで，たとえば総司令官だとする

と副会長であった。私は軍司令官， ｾ夜中さんは参謀長と

いった立場でありました。一方，学会は秀れた精鋭揃い

で，その中 K は，たとえば吉田安三郎さんのどとき人が

おられた。吉間安三郎さんはど存知のどとく前の大阪府

建築部長で現在，日本住宅公団の理事をやっ ておられる

方です。

当時，どちらも根本的には合併するつもりであったの

ですが，片岡会長は合併して一体のものになれば，全力

をあげて国のために尽すべきだと主張され，学 会 ｾｉｉｉ は学

術研究lζ 総力を尽すべきだと主張し，両者なかなか相界

れなく結論K 達しませんでした。

その閥，私た ちが東京 lζ 行き，東京からも大阪に乙ら

れて議論を争わ したのでありますが，どちらかといえば

私どもは蔽中さんの筋書にそっ て踊らされていたので，

実力のある法規に詳しい明敏な頭脳の持主でありまし

た。薮中さんは，学会に対して談判して譲らない交渉ぶ

りをされていましたが，戦争が終末』ζ 近ずくにつれ，そ

れど乙ろではなく，乙の問題は立消えになりました。し

かし，その当時は両者大そう深刻なもので，学会は永い

歴史をもっし，協会もまた20年以上の永い歴史をもって

いましたから，会社の合併のようなわけにはいかず，会議

もなかなか進まず，その中にあっ て政中 さんは非常な敏

腕を振われ，私たちを見渡し ておられたのであります。

それから戦後，いろいろな乙とがありまして，私は，

協会は乙のままではいけない。技術者ばかりの会合はダ

メだと考え，建築界全体の会としな くてはな らないと私

は主張したのであります。乙れに一番K 賛成して下さっ

たのが薮中さんでありました。そ乙で，定款の改正とな

と き 1[/1和33年 6 月14日( 土) 自午後 311年 : e午後 511与

とζ ろ 量豊中 時

出席者( 敏称略 ・順不同)

竹 腰 健 造 渡部 圭寄 河合貞一郎 m閃 茂

11上 稲盛E 銅 日 誌吉 杉本 正 大下限三郎

』品野良策 坂野 彦一 益庖辰I j t 中野原IX郎

大 和 栄 街 伴 野 氏三 岡 田 孝 男 中西 六郎

小総原 画E中 幸 子 ( 未 亡 人 )

司 会 場崎鵠太郎

り，乙れに尽力されたのが1夜中さんで，現在の定款は1夜

中さんの鋒になるものと記憶しております。

私としては建築協会を思えば激中さんを， ｾ夜中さんを

思えば建築協会を思い出すぐらい私の一生の深い因縁も

あり，印象も残っているのであります。

司会 (岩崎) 次は大阪府建築士会の副会長で，なお政

中さんとは蔵前を同 j切で11¥られました。大林組常務取締

役をしております河合さんκ。

(河合) 大正 7 年，故人政中君と蔵前をー絡に出まし

た。はなはだ故人 K 失礼な言い方かも知れませんが「放

さん」といった方がピッタリと lンます。放さんは，よく

わかっていても，いい/ 1 ' ，したら，あとに引かないという独

特の風絡があって，それでいて惑い印象を与えない。故

人は学校を卒業されて3- 4年，合名会社大阪鉄筋ーコンク

リート工務所1r. 1/jJ j められただけで，あとは全部l 自営で今

日まで乙られたので，訟にもi $ l を押えられない立場でし

て，荘、とはなはだ境逃が迩っておりました。

司会 (岩崎) 次に同じく同期の松田 ・平田建築事務所

の杉本さん K 。

(杉本) 夜、はずっと東京におりましたが，仕事の都合

でつい先日当地K 参りまして，今年末まで滞在する ζ と

K なっておりました。学校時代から兄貴のよう K 思って

おりました放さんと今年一ばいは時々会って諮り明す乙

とを最大の楽しみとして参ったのですが，当地lζ 参りま

した早々に河合君か ら電話がかかり驚いてお悔みに参っ

た次第です。わずかの行き逃いでお会いできなかったの

は，かえすがえすも残念で した。

1夜中君は誠』ζ 人に頼まれたらイヤといった乙とのない

人で ，む しろイヤというのをｾｾいな人です。また何でも

よく知っており ，何でもできる人で学校へ入った時から

乙れが一体私と同級生なのかと思ったく らいでした。ま

た頭のよい乙とは先刻，河合君のいわれたとおりで放さ

んが勉強し ていると乙ろ，またノ ートを整理し ておると

とろや，他の級友から ノートを借りて研究しておると乙

ろは，あまり見たことがありません。それでいて学業成
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紡はいつも上位を占めていました。とくに設計図lζ 至つ

ては，いつもサボっているくせに期限がくると早くて，

うまい。そのうえ字の達筆な ζ とは皆さんも ど存じのと

おりで誠に不思議な頭の持主といえます。私は先刻申し

ましたように兄貴のように思っており，ま た放さんも級

友の l拘でも，とくに私を弟のように面倒をみていただ

き，卒業後も私の生活商において多大のおw: 話を受けて

おりました。学校時代の一例で，ときどき生前話をした

乙とですが，荘、は最少限皮の学資しかありませんでした

ので， 3 年生』ζ なりましたときに服がポロポロになりま

して. 学校』ζ も若て行けなくなったので，政さんの下宿

先へ行っ て何とかし て くれと頼み込みますと， i 冗談い

うなよ，オレもいま先輩の所へ行ってズボンだけ持ilii し

てきたととろ な んだ。しかし，お古 ｾ ｊ がそういうなら ｉ まっ

たばかりのズボンをやるよ。オレはまた，どこかへ行っ

て都合し て くるよ」 というわけで，やっと私もズボンを

貰 って学校へ通 ったよう な次第です。 ζ れは一世IJ IC. 過ぎ

ませんが，大阪に永くいて諸先生方と仕事をしておりま

した間K も，かよう の函が数多くあったととと存じま

す。

な おｾ 中 君 が 東京大震災後 ， 東京に事務所を聞きまし

てから ，私と してはアルバイトですが仕事の下伝いをさ

せてもらいま した。その 1+1で代々 木駅を/ J ¥ますと 111ノ手

線と中央線に分岐しますが，代々木駅から原析に向うと

乙ろに修養団の建物があります。これは地下 1 111寺，地上

Ｓ Ｑ 惜の鉄筋 コ ンクリ ー ト造です 。 薮 ｉ ｾ �ｬ 需 が平而，立面を

まとめ，私が構造部分をまとめたものです。私はその後

満州に渡りまして終戦とともに引錫げて参りましたが，

おそらく ，乙の建物も戦争の紙'牲となって彩も形もない

ものと思っておりましたの K 何の損傷もな く立派 lζ 残っ

ております。私はｾ中君と一緒』 ζｻｊＺ Ｇｆ をした 思い出の建

物の中でも最も感銘の深いものです。

諸先生方f C おかれましでも東京にお山掛けになられま

して，代々木駅から原宿駅に 向う途中で111窓から修養問

と書いた建物がお自にとまりましたら，アレが ｾＴｊ の逃

作かと息子司し頂きまして心からの街l会 [nJ をお願いいたし

ます。

司会 (岩崎) 同じく同窓の坂野さんから。

(坂野) 薮中老の乙とについては先ほどからのお話で

青い尽されています。

司会 (岩崎) 次は閉じく蔵官iJ の池祭料で同窓会を作っ

ております冬夏会( とうかかい) の大阪支部長をしてい

られる先都の渡部さんから。

(渡部) 私がZ夜中さλ を知ったのは大正 12年どろ冬玉Z会

で知ったのです。最近，冬友会! こも病気のため出席せら

れない乙とも多く なったと思っていたら，亡くなられた

のでした。

冬互会でも協会でも大正，昭和lの初めごろ，よく議論
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を戦かわしましたものです。セlζ コンクリートやwi 造計

算等の ζ とでの議論でした。性絡が岡rl u ' l なと乙ろがあっ

たので，なかなか譲ら なかったので，愉伏な乙とが多か

った。戦中戦後にかけて私が病気のため2夜中さんと交友

を混める機会がなかったのですが，T1、はi昭和2MI::: 後から

は事務所を創め， I司f会合 lζ も出席するようになってMを

合せるととが多くなり，いろいろと薮中さんの窓見を拝

聴する乙との方が多くなりました。そうして，いつも考

えさせられる乙とは，いつ頃から法律，法規の方を研究

したのかと思うのです。

司会 (岩崎) 閉じく同窓の方々に。

(堀口) 荘、が協会の役員になったのは三浦尚史君の死

去による補欠からで，昭和 10年から 14年頃までで，私の

後を1夜中さんが継がれたのです。

薮 Ij J さんに私が教えられた乙とは，手干作のレイアウ ト

というか，表現のテクニァクでありました。磁中さんは

私に「需の番く木はよくわかる。懇切了l 1 f L で初学者にも

よくわかるが，一通りの予備知識のある者は，木の文i!' t

をみな読ま な くっ ても，必要一個所は見ただけでわかるよ

うκ すべきである。乙の点でドイツの “ Hut t e" Des  In9-

nieurs  Tasheu Buch など，ょくでき ている。参考K すべ

きだ」と教えられました。このあとで外岡の参考- 舎を見

ると，なるほど読ま な くっ ても，見ただけでわかるよう

に組まれている。荘、のその後の著作の書き表わし方も組

み方も，乙の教えにしたがっ ていますが，ありがたい教

えでありました。

( 中野) 荘、は薮11] さんの弟分のようなもので，薮中さ

んには，乙わい面，やさしい面とがあり，とくに人なっ

乙い方で，私 ( Cは人間的 lζ 多く指導を受けたブj でした。

( 泉野) 私は冬互会で初めてお自にかかり，それ以後

何かと ど指導を受けましたし，また何か教えられるよう

な認や，風采をもっておられました。

(益尾) 協会の災害: 委員会で薮中さんに，いろいろご

桁若手を受けました。あるとき私に「学校の教師はやさし

い乙とを. むつかしそうに講義する。なんにも知ら ない

と Ｑ Ｗ ｾ 徒に難解な談義をして何 ｬζ なる」といわれた乙とを今

でも忘れておりません。

御子息が大阪市立工芸で教鞭を執られていましたが，

不慮の事故で亡くなられました。 ζ の方は大庖熱心な方

で I 七徒の図而を一枚一枚見られ，それを通じて生徒の

一人一人の性格や異色をつかみ，教育の方法を研究をな

されておりました。とのような乙とからも務rt さんが子

供を教育するに大厄大きなカがあったj J だと信じます。

司会 (岩崎) 以上は同窓会の方々で. 次は協会関係か

らの方々から . 井上組社長の井上さん lこ。

(井上) 私が協会K 関係をもった翌々年，いろいろな

ζ とでお話をさせて頂くよう ( Cなり，そのとき夜、は乙の

方は l列伏かつ俊l滋な方だと思いました。
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先ほど益尾先生からのお話の亡くな られた御次児のと

とでありますが，当時生徒の20数枚の設計図を私も拝見

した 乙とがあ ります。それは先生の熱意が生徒に深くし

み込んでいる感慨深いものがありました。

司会 (岩崎) 次は薮中さんと同 ｊｾｬ の理事であった黒田

さん lζ 。

(黒田) 私は磁中さんと天六の 111京阪ビ‘ ノレの工事のと

きに初めてお自にかかり，その後，協会等でお会いしま

した。非常に猶の好きな方で，仕事の上でなく，酒の席

でのお付合いが深くなり，お互lζ 気兼ねな く顔を合せば

酒をのみに行ったものです。

( 岡田) 昭和 15，6 年ごろ私は協会の編集理事をやっ

ておりましたが，薮中さんは，いつも編集について弥次

られてお りました。それはニ コニコと惑芯な く好怒のあ

る弥次り方であ りました。

( 伴里子) ;fl、とはH付和 8 i ド頃から協会の役員会でお{ 、h口

いするようになり ，大変親しみゃすい方でした。

(大和) 薮中さんとは昭和 14年以来の交誼で公私一方

ならぬお ill 話K なり想い出はっきないが，本口は大勢の

ブJ がお話になるので私は想い出すままニ，三をダイジェ

ストして申上げます。それは何といっても学会との合併

問題と各支部結成の奔走，回会述合の工I j I 諮負崩呈作成

ならびに改正等のお骨折- りです。その他就業規則や，内

面的会務継進の機構flilJ 定，会員募集の努力等々ですが，

友人の会吹を自分で立替え払い込んだり，荘、 ｹｾ で 会務 な

らびに事務職員 IC接待されたり陰の tI";;)J も少く なかった

乙とを今でも感謝しています。

(大下) 荘、は ＱＱＱＱ 和 Ｖ ｾｲ 頃から協会 κｼ 関係し ，薮中 さん

にいろいろ御指導を受けました。あるとき協会発展の方

法について訴のいまして，もっと多くの人々に. P J l ' ドをや

ってもらうべきで，現在の留任制度はやめて改選という

形をとるべきだと主張したら賛成して下さって，現在の

定款改正となり ，薮中さんが非常』己努ノJ されました。乙

のように ，よく後卸のいうことを聞くし，弱い老iを憐れ

んだ人だと思います。

( 中西) 薮さんとは，いろと関係が深いので，思い出

はと 問われると関係が深かっただけに，ハイ乙れですと

い うわけにいきません。 ど存知 lのように泊のH さな方 で

私は反対に泊をのまないブj で，その乙とを話すと「そう

か，それなら今後酒をのむなよ」といわれ，それからパ

ーティがあると，私は薮さんの隣l乙坐り，私は薮さんの

料理を l真き ，薮さんは私の分の柏をのまれたとい った具

合であります。先ほど竹腰さんからの話のどとく，学

会，協会の合併の話合いが進められているとき，夜、はそ

の斡旋委員をやっておりましたが，政さんのいわれる乙

とは尤もな乙とで，新体制におけ る建築技術者ーの|泊体を

自IJ るため大いに弁を振るわれ，ｊ， ｉＺ｛ ［ｾｾ へ行き 円約バと までで

きたのですが，結局、竹股さんのお話どおり立ち消えに

なり ました。

協会定款改正のときも，われわれが滋さんの後から つ

いて行ったようなもので，大阪府建築士会の定J大も，薮

さんと私と府の述政課長の三人でやったのですが， 実際

は滋さん一人でやったよう なものです。士会がi法人に な

ったとき定款を改止されましたが，そのときも病床から

下紙でいろいろとx ; : e 見を寄せて乙られ，政さんの尽ノJ が

あったと思います。永らく役員を しておりますと ，東京

l乙行けば，大阪には，あの「ボス」はどうして られるか

と関われる乙とがあ りました。とにかく ，それほ ど実力

のある人でありました。

司会 (岩崎) では薮中さんの中学時代よりの友人で医

者をしておられるノ]噛 原先生h

(小松原) 私は明治43年からの友達で，中学時代の彼

は数学 ， 物理がｾｾ芯で絵もうま かった。 し か し機械 体 操

など全然でき なかったのです。当時の彼はキ リギリスの

よう な細い男でしたが，晩年，活)J巴りをしてし まいまし

た。まだ血圧もそう高く な く，来春までは大丈夫だと思

っておりましたのに，春先の気候の変 りが影響したらし

く思います。

(岩崎) では，最後に私の思い出は， ｾ夜中 さんが蔵前

の三年生のとき私が入学いたし， 他の上級生を知ら なか

ったのですが，政巾 さんだけ一番目立ち，すぐに親しく

なり，ちょうど私どもの教室と三年生の製凶室が隣なの

で，よく耳在中さんに教えても らっ たものです。卒業後，

大阪に来て，当時，獄中さんの家が三国にあ り訪問いた

し，新婚早々の奥さんにお自にかかったのです。学生時

代から今 U まで， r磁 さん J ， r甚ちゃん」で通してし

まいました。では最後lζ 未亡人からひと乙とお話願い座

談会を終りたいと思います。

(J j 中) 主人は多趣味の人，世話好き な人で，就職を

頼まれば必ず心配しておりました。 仕事に誠実な人で，

図面等は職ブJ のよくわかるように滞納を極めておりまし

た。また子供の教育も，ウソをいわぬ，人柄のよ い人i習

に心がけるよう，間違った 乙とや，おざなりをいわず，

約点は必ず守るよう注怒しておりました。しかし，本人

は，乙の上もない気むづかしゃで，一面，気の弱いと乙

ろがあ り，融通性のない人で設計料は，最後のブJ は] 頁か

ない乙とが多かったように思います。

被災後，体の綴子が悪 くなり，鉄筋鉄骨の Jtr . I を表に

して，少しでも人さまのお役に立ちたいと心がけており

まし たが，一昨年病気で頓挫してしまい，WI :年からはド

イツ諮の勉強を始めました。最近は全く穏やかな人とな

り，満ち足りたつ活でありました。き ょう皆様に乙のよ

うな催しを聞いて下さった乙とは故人 lζ とって，どんな

に喜んでいるかと存じ ，故人に代り lE く御礼を qJ し上げ

ます。

「なき人もうれしかるらんこのっとい」
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--・置歪置

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 一 一年 限 仕 様 の 理 論 と 実 際

三星西日本アスフアルト事業協同組合発行

2 1c mX 19cm， 142頁，総ア ート の美

麗本で，その内容は，概説 ・年限仕

様 ・施工詳説 ・仕様替の例 ・アス タ

イトの 4 部から なっている。文章の

説明のほかに，挿入されている要領

のよい多数の図面は読者lζ 内容を早

くかっ容易に諒解させる K 役立つ。

いろいろの佐織によってその推定

耐周年数を示した乙とは，とかく建

物というものは一度建設すると永久

的にそのまま使用できる と考えられ

がちなこと に対して穫量置すると乙 ろ

が多い。

全文が永年にわたる尊い経験から

} かれたものであるだけ IC . 内容は

十分信頼がおけ，施工者はもちろん

設庁|者にも益すると乙ろは甚大であ

る。施工詳説lζ ある詳細図は教科書

としても十分である。

巻末に付いてい る索引もm切丁寧

で，たとえば防水のおさまり方法な

ども乙の索引を利用するととによっ

て，ただちに本文なり図面なりを見

出す乙とができる。

いずれにしてもメンブラム防*1乙

関する限り，その総てを包合 し，経

験の浅いものにも，また相当の経験

をふんだ者lζ も，1*右 ICー簡を備え

るに十分他する書物である。

写p ; ・図面の印刷も鮮明で，かっ

十分な大きさであるために，紙質の

良いととと相まって見た自にたいへ

ん伏い。表紙もビニ ーJ レの適当な厚

さのものでできているために，現場

等で相当 j突にまみれたり，また乱暴

に取扱ってもいつまでも兵しく保て

るであろう。

ただ一つ本書のために惜しむ乙と

は一般に市販されておらず，特定の

とζ ろへ贈呈されている乙とであ

る。乙の極有益な書物は，やはり希

望者には容易に入手できるような方司

法を講ずべきである。( 政岡基次)

本'-'1の入手方法につき . 1 d 行者三鐙西日本 7

ス7 7 ) レト事業協同組合へ! 則合したととろ . 1i.iJ

組合へ申込まれたら ，実質350問 でおJ l i ( けする

との ζ とです。同組合の住所は，

大阪市西区京町姻上通1- 14 1!! (44) 1773 

で あ る 。 ( 編 集 )

役稿歓迎

ピ可シ
」会貝の河J 欄にどしどし御投稿下さい。自由' . . 討論の場として御利用下さい。内容は自由。字数は4∞乎-1.∞0字。

r  '" 1::1 1 ・園田・

留もももも ι ｾ ｉｲ コ々、

映 画 と 建 築
-ー.
角点

最近「芽ばえ」という映画をみた。金持の少女と貧し

いー少年との初恋を描いたものだといってしまえばあり

きたりの映画だろうが，見ていて清々しい感じのする青

春ものだ。 ロカビリーばやりのハイティーンの飛ぴ狂っ

たというものでな く，適当に10代特有の家庭へのレジス

タンスと，そしてウイットのあるやりとりがあって，と

きには心から笑わせる。

と乙ろが乙の貧しい少年は，目下勉強中。何を学んで

いるかといえば，建築学である。将来， Eii 築家になろう

と考ーえているらしい。彼の自宅の机の上には製図板らし

いものもあり，三角定規があったりする。最後κ 少女が

-噂岡-

家庭の4jJ 1古からロンドンへいく乙とになり，遂に別れて

しまうのであるが，はたして， 乙の少年，学校を卒業 し

て青年建築家として生いたっていくか。立派な青年建築

家となって，再び「再会」を演ずるのかどうか… … と友

達にいったら「お前はどうもロ 7 ンチックでいけない」

とやられた。 ( M)

大 エ ウ エ 卜 ク 実 験

水爆か核実験かしらないが，エニウエトク実験場lζ 実

験反対とばかりに船ででかけていって逮捕され，執行{-'1;

止で釈放さ れた「ゴーノレデン ・J レーノレ」号の 4 人の采組

口がある。いずれもアメリカ人だが，と乙ろがそのうち

の一人が建築家だそうである。 ( M)

'  奥下J I t

J I t さ 訴

事事れで

伺 ｉｾ 更
迭巣共三

リL - と

政 話 相P

し 9 .1<..9

:J:. o 勺

京 社 式 阪 市 東 淀 川 区 三 国 町 一 一 一 宮 菜 市 ・ 衆京 晶訟ー一ー

司 書 匁 1: !
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ー 通 常 総 会

20日 4時一5時 於会館集会室

IL¥席者 伊東理事， 山邑隊司王外20:1"，

議 事 ( 1 )  IIH和32年度事業報告の件

主

( 2 )  11召和32年度決算し報告承認の件

( 3 ) 昭和33年度収支予算承認の件

閉会後「東海村原子力研究所建設」と「パーライト」

の映画を観J ' 1: 。

‘  
.  

P 定時評議員会

1 ・町 20日 3時半- 41時 於会館ｾ会室

出 席 者 鈴 木 議 長 外 11評 議 貝 委 任 状 出 席

50名 伊 東 理 事 外4理事， 山邑監事

議 事 ( 1  ) 昭和32年度事業報告の件

( 2 ) 昭和32年度決算報告承認の件

.ν 

ー理 事 会

11日 41時一511寺 於会館会議室

出席省 尾崎会長外 10理事， 111邑監事

議 事 ( 1  ) 左官工事諮習会開催の件

( 2 ) 委員会委員追加委嘱の件

( 3 ) 工高生設計コンクー J レ実施の件

(  4  ) 互j切実習の実態調査実施の件

( 5 ) 京都支部決算及予算承認の件

( 6 ) 事務局職員上期日与支給の件

( 7 ) 入退会者承認の件

( 8 ) 報告事項

， 

ー出版委員会

小 委 員 会 (床仕上工事)

3日 51時- 7時 於会館会議室

出 席 者 竹 内 主 査 外9委員

グラ刷り通読によって各委員から種々ｾ見が出て内容

の統一調整を計った。 なお未提出原稿を早急、1[ 5( . まとめ促

進を計る乙とにした。

委 員 会

6日 311寺一4時半 於会館会議室

出席者 高橋委員長外2委員

議 事 ( 1  ) 大阪地質調査表出版企画中止の件

( 2 ) 新規出版企画として ( イ) 壁，天井工事

( ロ) 基礎掘盤工事などについて検討の件

( 3 ) 委員追加委射の件

合 ( 6 月 分 〉

惨事業委員会

小 委 員 会 (建材工場見学会)

4日 61時一71時 於会館会議室

出席者 山本主査外3委員

今年度前半期の見学工場について検討し， 7 月見学の

予定工窃を決定した。なお参加者から希望アンケートを

とる ζ とにつき意見を交換。

小 委 員 会 (新建材説明会)

5日 6時一8時半 於会館会議室

出席者 矢 野 主 査 外4委員

建築用加工板の分類に ついて審議し ，追て関係者によ

る懇談会開催を決定。

委 員 会

9日 6時- 8時半 於会館集会室

出 席 者 岩 崎 ， 尾fu正副委員長外7委員

議 事 ( 1)  7. 8月の事業企画

( 2 ) 若い会員の集いの件

( 3 ) 新しい建材説明会の件

( 4 ) 建材工場見学会の件

( 5 ) 文化映画会の企闘の件

( 6 ) 写l' . Cコンク ーノレの再検討の件

小 委 員 会 (古建築見学会)

26日 1時半- 2時半 於会館談話室

出席者井上主査外2委員

本年度見学企画K ついて審議決定。

炉譜負工事約款委員会

5日 12時一1時半 於会fti¥談話室

出席者 田辺幹事外 3 委員

述合委員会か らの改訂案1(. ついて審議し，木会として

の窓見を決定。

26日 121時一3時 於会館会議室

出席者 団辺幹事外3委員

述合委員会l ζ おける議事報告の上，更に改訂案を再検

討し，本会の意見を直lζ 開催中の述合妥員会幹事会』ζ 包

話述給。

静教育委員会

委 員 会

10日 3時半- 41時半 於会館会議室

出 席 者 乾 外4委員

議 事 ( 1  ) 左官工事講習会の件

( 2 ) 工高生デザインコンクールの件

( 3 ) 現場実習折導要領の件

(  4  ) 造型に関する座談会の件

( 5 ) 学会支部教育委員会との述紫協力の件
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小 委 員 会 (建築設備編集幹事会)

16日 3時一5時半 於会館会議室

出 席 者 中 原 主 査 外5幹事

建築設備講習会用テ キストの原稿進行状況を報告の後

今後の進捗方について協議。

小 委 員 会 (鉄筋コンクリート技能講座〕。

17日 3時- 5時 於会館会議室

出 席 者 奥 島 主 査 外7委員

本年度の講習会を 10月K 実施する乙ととして，一応具

体案を決定。

工高生デザインコンクール打合会

17日 5時半- 7時 於会館会議室

出席者奥島委員長，池上主査，吉問委員

審査員 間続委員長外6審査員

小委員会作成の募集規定案を審議して一部修正の上決

定。

小 委 員 会 (建築設備空調部会)

ＲＸ 日 Ｒ 時 ｾ Ｖ 時 於会館談話室

出 席 者 三 村 主 査 外5委員

テキストの原稿について各執録者閣の統一調整 l乙っき

打合せ。

炉編集委員会

議

幹 事 会

13日 41Jg- 61時 於会館会議室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外2幹事

9 月「城」特集号の企画について審議。

委 員 会

14日 21時- 5時 於会館会議室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 13委員

事 ( 1)  7 月「青年建築家」特集号経過報告

( 2 )  8 月「保全」特集号経過報告

( 3 ) 今後の特集号案について

( 4 )  9 片「城」特集号の1 ' : TII可

ー住宅委員会

小 委 員 会 ( スライド )

16日 41侍- 61時半 於会館集会室

出 席 者 上 問 主 査 外3委日

完成した住宅のスライドの分類，利用法などについて

協談。

議

委 員 会

25日 31時半- 51時 於会館会議室

出 席 者 西 嶋 委 員 長 外6委員

事 ( 1  ) 住宅相談所の件

84 

( 2 ) 住宅資料の国際的収集並に交換の件

( 3) 住宅の基準図の作成の件

( 4 ) 住い方などに関する指導パンフレット作成

の件

( 5 ) 報告事項その他

炉災害委員会

議

静座

19日 4J1寺半- 6時半 於会館集会室

11' ，席者 馬場委員長外 12委員

事 ( 1  ) 小委員会幹事および委日の選任

( 2 ) 地震の問題iζ 関連して地経保険料率算定法

についての説明

( 3  ) 新しい事業企画についての検討

談 会

浜口隆一氏を囲む懇談会

20日 4時- 6時 於好文クラブ

出 席 者 浜 口 氏 外9氏

大阪の建築について意見を交像。

建築用加工板についての懇談会

21日 1時半- 5時 於会主ij 会議室

出席者岩崎委員長，矢野主査外3委員

招待者竹中工務応永山氏外8氏

事業委員会新建材説明会小委員会の主催で開催。

分類の方法， ｾむ閤，性状の比較表，材料に関しての執

筆依頼先などについて懇談。

構造と意匠の問題についての座談会

24日 3J1寺一71時半 於会館会議室

出 席 者 彦 谷 主 査，吉田委員

構 造 関 係 者 平 田 氏 外4氏

ＥＱｾ匠関係者西沢氏外 Ｒ 氏

教育委員会，造型小委員会の主催で開催。構造とな匠

lζ 関述する諸問題についてg 見交換。

炉見

静晩

学 会

四天王寺見学会

27日 2時- 41時半

餐 会

竹腰前会長を図む感謝晩餐会

24日 51時半- 81時

於大阪クラブ

参加者50::y，

参会者901'，

ーー 特 許 防 火 シ ャ ッ タ ー 全 般

⑩ ei 昨 日 謀議渇
、帽、- オ ー トマ テ ツク

22 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

( 旧田中乙ノヤッタ ー)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L @ 9 0 1 6  

本 社 及 工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所 及 工 場 ・ 東 京 都 北 区 図 端 町
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フロアーヒンヂ; ・( 両問 キ)

事Ｍ二三ｾｾ
昨乏己

ラIX' トリーヒンヂ

ミミゴ通

輸 出 本 邦 唯 一

ニューヨーク ・ロスアンゼ「ノレス ・カ ラ カ ス ・ノずンク- / ずー ・ロ ノテ

ルグム ・マニラ ・シ ン ガ ポ ー ル ・香 港 勺 へ i-，t 月輸出 鎖してお・りますτ 。

日本ド ｐ ーチエ ｉｾ ク製謹株式会社
取締 役社長 出 向 井 啓 蔵

本 札 r J砧 布 施 市 鮒 沼 町 3 丁 目 11 品 j 也 ';""f，大阪( 7 2)代 占 6666- 9  

点 点 支 山 東京 町E干 代 田 区 神間 錦 町 1 ｔ ｈＲ Ｓ ・ ＺｉｬＢｾ 東 京 ωＱ 1920 刊 20

ｾ Ｇ ｉ Ｇ＠ 00 &'1'，1長 rrr ｾｍ 附 ｬ 市酔津町 ｬ 品 ｉ 也屯 Ａ ｾ縮問 Ｈ Ｔ Ｑ 2372 ・ 33 12

名 古l丑Il' .弧所 名 古1モ 市 中 lメド関 町 l 丁目 5 ofiJ 也 屯d ちさ号 悶:) 7  ｾ＠ 6  1  

OR I E NT A L  

用途回 一橋梁周・プラ γ 卜フオーム周及耐酸床用

厚サ20-25-38-50 粍 巾 120 粍 × 長サ 240 粍

7f
1

ll ン''1ftメ''1/1製造轟式会長i

本 主i 及 工 品 』 尼 崎 市 長 州 乍 稲 川 新 11144 T E  L 大 阪 ( 48) 4947- 9 ・5920

東 京 支h'i 及工. u_% 崎玉県 ｉｴｾｭ ｬ 賊町爆越 T E L  ( 桜 )252 ・υ11" )2736 ・5978

九州文広及1 場 福 岡 県八僻 dil'I 浜町 16の2 T E L  (八幡) 723 ・2512

東 北 支 庖 及 工 劫 福 山 県 ml山ili 外市久! I ，m! 久保 111142 T E L  ( 部! I ，) 267  

名 T町 民 営 業 所 名 古 鼠m然 IUIl' = .本松岡f2のお T E L 名 古 嵐 ( 8 ) 7674 
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Ｚｉｾ進歩 ｌ た建繁 ｌ ては最ち進歩 ｌ た尿材

E二7 1 9イl 同
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ν  

建 材 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 日 本 精 通 1 ノ 2 ( 大倉 ピノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 番地( 大同ヒソレ内)

電 話 土 佐 堀 @1  6 2 3・o 2  2 5・7 5 6 9・3 5 2 7
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Ｎ ｾ修 ＮｦｦＱ 予の ＱＲＲ 会と友ｴｊＮｩＮ

表 題

アスフ アルト防水の設計にはどんな考慮が必要か

防水 T t J : i ) J I ! i 工する段になってからでは間に合わ

なし ' 0

現代建築界の盲点といわれるアスフアルト防水

の実態を調査し，理論的な裏付ーと共 lζ ， その工

法をτF明詳細 lζ 記述した解説 fli です。

II 築の設計ーをする人には勿論，建設にたづきわ

る人 ，Tn接防水工事を行う人速には是非読んで

II いたい本です。

頒 価 実 費 y  3  5  0  (〒 60)

本文 141頁 A 4版 ビ ニ ー ル 装 偵

申 込 先 大 阪 市 西 区 京 II IJ 1!il¥上 1 - 1 4  

t.7tf s[or，，7，主犠牲哲 j  I日 航 用 化 工 K . K 大阪出長所内

"li 話 @ 809 ・8 10 ・1773 - 5

⑪霊西日ホアズヲ効ト事業協同組合

弘

.. 

4・
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日

-. 

.'  

(1)  Ｑ Ｗ 円閥丙 ，ｾ _ ，( : . . - ト神崎仁場見学
(2)  11 (3)  11 円 隈 隈 て '11 材 部 会

社団法人 関 西 建 材 協 会 ・ 6 月 分 会 報

タイル部会 10日 1- 311年

諏訪部i長外 9 トI:ili 席，共同カタログ原稿検討。

展示場委員会 12日 3- 51時

I白I 問委員長外 2 社 11¥席，小数のため懇談次同再協議す

る乙ととす。

屋被工事部会 11 日 ＴＭ Ｗ ＱＱｾｦ＠

郎会' p: ; 例会社後 5 - 71時まで特別会員部政局，住宅公

問，竹中工務所，倉紡外御 ｮ ｾ 席を得 て 賊談会を Ｑｭ し 会

員と怠見交換した。

理 事 会 12日 4- 6時

背水副会長，本谷耳主事長. 久保院事外 131: ，出席，J ( i 搬

告，大阪建設業協会 10周年記念、建築展1 1 ¥品協ノ1) ，Ili 必

悩ぷ看板，顧問推せん. 事務局上半期: n : Ij 支給，入退

会派衡:!t 他協議決定後， 8 時まで押l 'j'Cfi 志懇談夕食会

開催。

金属建具金物部会 13日 4- 711年

部会員 8 :r，IIH広. 特別会員清水組設日| 伊藤技師. 大林

組l谷円技術ー大阪建築後川技師と臨談会開催。

関西ペイント工場見学会 17日 1.30- 5.301時

参加会員約401'" 同社差同しの借切パス同乗， ゾラ コ

一卜深末広課長の御案内 ｬζ て争 ＱＱ ＱＱＱｾ ， ｦ 工ＮｉＺｅ， ｉｃ 至り，説 明，

lりと匂. 見学. 質問等有意義な半日を終り大阪駅東口に

て 51侍20分解散，同 lオ説明御案内送迎して頂きました

浜同事務次長，宗回ijtj:. 路次長， I  LI木主任， 上野主任設

に乙の見学に当初より絡別の御配慮を煩わした末広課

長， tf 聞社員外各{加ζ 紙上より厚. くお礼申上げます。

合成樹脂と硝子部会 18日 4- 71時

1尚子 4 主! : ，樹脂 8 社，特別会員阪大足 ¥'r.防士外各先々

ダIJ 席時談会を開く。

午餐と説明会 19日 12- 2時

於中央公会堂 31' 詩集会室，室谷濯事長外30余名出席，

午? をを共! こした後，大阪府間中商工次長外 2 氏 よりメ

ートル法実胸 中小企業兵11織法につき 解説を聴 き質疑

応答後解散。

建物保全 A部会 19日 3- 611年

当-lIi IL光幹事外10社出席，際司1¥1上機替案，パンフレ y

ト作成に ついて協議す。

すだれ特別展示会 24- 28日 5日間

1 階北室中央に てライト製作所製品竹すだれ及びベ ネ

ッシャンブラインド特別展示を開{ 能。

信用 と誠実をモ ッ トーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 

A. .  

85 
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特 別 広 告 (J Is' i - f同)

大成建設株式会社大阪支自 ・・ ， 5  

大 阪 市 東灰 南 本 町4- 20 ( 有議 ピル)

ft!@4254 ・0778

東洋リノリュ ーム株式会社一.. . . 6，8  

株式会社矢橋大理石商j苫 c  

大| 以出張所 U  

大阪市' - l ! 区南厩続2- 9 ( 野村 ピル)

沼 勧 ＴＲＵＷ ｾ Ｘ

株 式 会 社 官 商 I，s.，. .... . . …. . 6  

大阪市 丙 ｬ￮ｻ南 痢 ｲｲ 通 Ｓ Ｍ ＲＰ 電 ｾ ＷＳＷＱＭＳ

86 

ィ、ニ建設株式会社..  .  • .  • • • .  .  • • .  .・..・ 0 ・7

大阪市西 区 江戸期南通3- 15

電@0413 ・0465

森井電業株式会社大阪支応 - ・・ 8  

大阪市北区 常 安町16

f在⑬0502 ・4583 ・3469

¥1 本ドアーチェック製造株式会社 9

114版術'1τ工 業所ー ー ・・ ・・ ・ 9

t長海電気株式会社一・・・・ 0 ・・・0 ・・・0 ・・ 10

須賀工業株式会社・いい … ・ 一11

井上窯業株式会社 一一一・ 0 ・・・。 .12

大阪 市 天主 寺l託生支皿J 40

m⑫喝09 ・3810

関ケ原石Hl : j，式会社大阪11¥張所 12 

大阪 市 出足l買，'$:"¥4、酒6- 41 賢!@ 1684

ＧＱＹ［ ノＧ｝＼ｔＮ［絵本ｫＮ ､ ，Ｚ公 社大阪 ｮＧｬｾ 長所 ・・ 12 

大坂ili 北I耳鳴 f芭田f10

fi! @0305 ・0308 ・6349

株式会社イｾ ' .:l !;!1' i ' Ji Jr大阪支1，1; .. 12 

ノ、被司i阿淀川灰! i ! l l幣向中3- 4

m証明1454- 6
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田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出強所 兵印県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ 0 5 4 5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電 話 城 東 ⑧0870 ・ω7 0

錦 糸 工 場 競 京 都 扱 悶 区 劃l 糸 川IJ l ノ 25 沼稲本所@ O790 ・5133

小 企: : 1: ｾ掛 小 倉 ＷＱＱ ｾ京 以上の ＱＱ ［ 3  7  ffi 賠 小 企 0653 ・2833

川崎/ 11111所 神 桜 川 県 川 崎 市 東 波 m 3 ノ 4 3 包括川崎@. I 540

札 幌 111 ｾｉｬ 所北海道札幌市北三条東 Ｗ ノ Ｔ 包括札幌③ ＰＵ Ｑ Ｕ

旋 岡 山 強 所 宕 子 保 盛 岡 市 木 伏 179 屯 話 盛 岡2554

名古風代理! J r ! i 名古屋市西区西郊井田IJ 2ノ12問問主H H!i ¥11括 西@ 0121

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207- 8・4836- 7

設計施工
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電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗車E機

修 理 販 売

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

包 諮 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 審

工 場 大 阪 市西淀川区御幣島東一丁目ごO

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4  7  8  

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 三

本社大阪市北区中之島三丁目三朝日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @9  5  3  1  ( 大代表)

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 日四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @5  2  0  1 番( 代表) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁 目 四 七 電 話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支 ! 苫 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・回川・大分・四日 市

電 気 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 得 一

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話@5148 ・臼60 ・邸46

分 室 大 阪 市北区 絹 宝 町 5 0 ( 堂ピノレ 8 階)

電 話 ⑧ 3 8 6.2 ・1 1 4 1

支 庖 東 京 都 千 代 田 区 飯 田 町 2 - 15 ( 飯田縞

ピノレ 4 階) 電話@8520 ・8527- 9

出 張 所 名 古 屋 ・ 光

電 気 工 事 各 種 鼓 計 施 工

φ 鶴 松 室 電 機 箭 底

2  

取締役社長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代表) - 3@8121

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
必: >.

ｾ＠

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 艦 設 計 施 工

社

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 謄

本 社 大 阪 市北区曾桜的上一丁目四一

電 話 大 阪 ⑧ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 飽 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 @代 3 0 5 6  

東 京 常 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 路 東 8 丁目 4 帯地

全国燃料会館607号室電話東京⑧7必4

出 張 所 名 古 屋 ・ 防 府 ・ 福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株 式 会 社 三 輿 社

取 締 役 社 長 坪 井 大

タケ ν

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠町50務地位ヒ・ル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町三丁目 二務地

電 話 兜町¥@1478 ・1479 ・1470港

出 張 所 大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

電 気 設 備 工 事

役 計 ・ nt エ

中 本 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市繊東区野江東之町三丁目一五

包 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3 7 3  

機器工場 大阪市城東区野江西之町三丁目一一三

資材倉庫 電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

.. 

叫.

• 
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設 計 施 工

式 株式会社

本 社

出張所

社

百

A

e

o

n

D

o

o

 

n

u

q

d

'

i

F
O

 

の
ノ
“

a
n宅

内

〆

臼

a
n
-
-

F

、
U

0

・

勺

'

q

u

n

w
d

3
川

崎

5

2

2

F

O

勾
，

M

H

@品

W

②

@

G

 

の

七

一

目

目

。

丁

丁

一

一

七

七

百

通

通

四

丁

上

狭

町

一

痢

長

出

条

町

北

宮

十

六

京

区

区

上

七

区

田

中

区

町

西

生

市

北

桜

市

市

屋

都

市

阪

戸

古

京

山

大

神

名

東

岡

. 6.  

'2:Io 

次文回

株

山

業

取締役社長

エ回山

本 社

営業所

出張所

会

会

電気 ・暖冷房 ・水道 ・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 官 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸掘南通一丁目 三七務地

電 話 代 表 大 阪 @5 2 3 H寄

東京都中央区銀座東二丁目一三番地

電 話 代 表 東 京 @4 3 9 1番

名古屋市中区直武平町二丁目一番地

電 話 ・ 代 表 名 古 屋@4 4 9 1番

京都 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井 ・高 松

株 式

会 社

設 計 施 工

去を 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

皇民

給 排 水

暖 冷 房

.  
4・

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

代表取締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話重量崎⑧7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話祇園⑤4945-。
神戸市生田区下山手通六 ノー ・電話元町④5892

‘  .. 

， 

戸

所

株式

会社

東 京

出

創 業

文正二年

強

庖

庖

名 古 屋 庖

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイ シ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

粛久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順鹿町通一丁目四四祷地

電話本町局⑧代表4496，_. 8 祷

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 番

金沢市高岡町三五 電 話 金 沢 本 局 ②2014

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O 六ノ 三 電話高松5195

阪

幌

大

キL

r，5 

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

本

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

ー段 E十 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

電 話 @iR雲i i;i 喜

東京都港区芝田村町 6 丁目 電話⑬代表7151

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話②代表7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989 

神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量A 閣 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一四 @ 代表7031

東京都港匿芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー③1820

福井市宝永上町一0 五 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④1158 

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

驚 藤 省 三 商 底

広 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大同ピノレ 71' 4号

電話土佐娼@ 1568 ・1 5 6 9 ・ 9  

札幌・北四 ・ 西四Ｈ札幌ｾ前 Ｗ
電 話 札 幌 ② 0010 ・ω5 6(3) 4661

名古屋市中区南大津通一丁面千代

ピル 522号 電 話 中 局 @1766

社
須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 文 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱 制 ・電話代表26局 認5;

本 社 東 京 都千代田区有楽町壱丁目十蕃地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

• 

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処浬装置

-・

空 気 調 和 設 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 エ

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ 島三丁目( 朝日 ピ ノレ九階)

電話北浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁 目 七

名古屋市中区西万町二丁目ー

社材建

徐式

会 社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

A

E

 

式株

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 番

東京司E務所 東京都港区西芝滅三丁目一番地

電 話 三 回 @9 3 7 1 番

本社及東京支庖

世t t健 所

3  



東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北 区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会 館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本祷兜町三丁目 二 四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 悉 地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工
暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施言十設

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北 区中ノ島 3 丁 目 3 番地 ( 朝 日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

社

庖

場

本

支

工本

l暖 ・冷 房 ・金 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 ヱ

各種送排風機・エロヒ シヒーター ・キ ャビネ ッ トヒーター

冷 却 塔 ・各 種 ν デ ス タ ー・ ア ネ モ ス タ ッ ト 類 製 作

、... 

必』

ｾ＠

'  

社

電 話@1264 - 6

電 話Ql I 1144 - 5

包括①4594 ・5118

包括( 寝屋川 )0404

. o.  

"%1;  式

大阪市旭区赤川町三丁 目ご八

大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O

名古尽市東区駿河町一T 目三

枝 嵐 川 市 大 字 太 間 一九五

株エ鉄本

本 社 並 工 場

梅 田 営 業 所

名古屋出強所

寝 屋 川 工 場
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山
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包

爆

締取

社

株式会社

庖

本

支

出彊所

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 底

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大 阪 市 ｾ ｴ 区曽板崎新地 三 丁目五十 三 ノ ー

( 市電桜繍停留所前) 電話大阪@1274- 6

支 底 、 徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

24二弘大和洋瓦

大 仏
大 仏 瓦 ・ 各種 和 洋 瓦

工 事 請 負 一 式

京 都市東山区今熊野池間 11I J :t L ⑤3555

大阪市東区内淡路 IUJ 一 丁 目 ⑧ 975 

組

本ｾ［

大|仮営業所

陶管 ・ベンチレーター
CONT RACT OR PAI NTI NG 

• . 6-

コヨE

株 式 士 d 存

会 社 一 平

大阪市北区 曽根崎上一 ノ四一

也 宮市 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

商

庖

負

装

苦右

n円

塗

専I工装

林

塗

式

、社

株

会

但耳

目

， 

・・・・圃圃e

ユヒ
T EL. 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

，.， 

ド床・床材料
リグノイ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ュ ー ズ 分 屯徽 N F ノ ー ヒ ュー ズ 配電 盤

蛍 光灯 ・モ ー タ ー ・変 災 器 ・冷 暖房 ・エ レ ベ ー タ ー

士三菱健機株式会社 J 己披J;!;

株 式 会 社 立 花 商 会

大ｼ坂 ｔ ＡｮＺＫｈ ＸＮ 南本 ｉｉ ｉｪ 二 了 ｆｉｾ 三 器地

i Uぷ 本 III J ⑧ 0323 ・1575 - 9

J.. 

製造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

大 阪市 西区南郷江上通一丁 目三一

電 話 新 町 (@ 3 4 2 6 - 7

4  

庖本
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会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

ゆ

ヤ

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

v  鈴

電 話 ⑧ 0098. 5837 ・8729
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大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

.  
，、

ナニヲ緩勾配道

11品衛生陶器

禁季 IIJ '. 案 事

d よ々声 高気月事昆勿I f . 瀞おき重畢

。 井 田 商 事 株 式 ・ 会 社

大 吻 ? 時 間 隔 町 一0 - 市川町駅貨物八号門前

モ 路 ( 5ヨ) 4 8 9 0 ・ ( 54) 0 8 0 8 - 9  

J  

金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車野里電停前

製造元東京坂巻サンヒ ット 商 会 電 淀川Q'V0417・4091
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会

室 内 装 飾 設 計 施 エ

リノリ ューム ・アスタイノレ ・ピニラート

ピ ノ フ ロ ア ー・ そ の 他 床 材 全 般

ベネ ッLノャγ プライシド ・カーテ γ ・賠H，lj

軽量鉄骨・軽量銅製窓枠 の

設 計 ・加 工 ・販 売

」を

4・

大 阪 装 飾 株 式

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

社
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武信田
士

同取締役社長

大 阪 市 西 区 京 iUJ 期 通 2- 4 1

電 話 土 佐 掘 @931 ・932 ・933

5  

大 阪 市 西 区 新 alJ 通 2 - 2 5  

包 括 大 阪 ③ 6 5  7  5 ・0 6 0 9  



建禁抑思待

ｾ［Ｎ剖孟勾』晶ＱＮＮＱＭ回Ｎ，矧 ク

日本住宅公団・ 公営住宅御指定 ff3支出JJ F:E

髭 谷 山 製 作 所 正日彫il

大阪市東定川区三津屋北通四丁目 電話包7) 3117 

.  
「

国 申 風 呂 脇 信 京

大阪市浪速区元町1丁目742 但 ν賑 橘 電 停 前 電話@5313 ・8128

台

! 系森本J

w .九. 種 目

坂本式スカイラ イト 坂本式 ベ ンチレータ ー

坂 本 式 連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鈴 工 場

一
平
一

為
一

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - " 電 話 北浜 @4643 

本 社 東 京 都中央区日本鳩江戸崎時 1- 11( 明 治 ピノレ)

電話千代田@ 7266・袋悶・9918

工 場 東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 城 東 8 3  9  1  8  

--=""，-，:- P A T‘ N .，.....， 一司・・亘孟と、、

妙シタユ似Ｂｾ スタンダードーメタルの大島化学

• 
谷樋. 屋根民知t i うぞ

大 島 応 用 化 学 工 畿 郵

本 社 ヱ 渇 大 阪 市 雄 東 区 野 江 東 ノ 町 4 丁 目 電 信 城 東 ③ 36 79 ・ “ 81 ・8 471

111=工 場 大 阪 市 械 東 区 古 市 中 通 2 T 目 電 信 繊 東 ⑮ 8 8 1  3  

支 腐 新 居 浜 市 西 原 町 電 話 2 3 2 7 ・2 9 3 8 - 3  2  ｾ＠ 5  

. 健 所 名 古 座 市 電( 中 ) 70 25 ・広 島 市 電① 7582 出 頭 所 四 日 市 市 電 s. 

石 綿 セ メ ン ト 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く グ
‘・

アスベストパリヤ (1蹴綿板)

建物内外壁、間仕切、天井扉

電気室、発電所、配電室、製鋼

ガラス 工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカ ート 壁など

に最適

Asbest o. Barri er 

呈カタ ログ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 1 1  

電 話ー 堀 川 ③ 3 4 4 2 ・4 0 7 8
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T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3
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社

所

間

河

J'

支

嶋

田

圃

S

販

制

主

回

大

本

か
大 阪 市 東 住吉 区 桑 津町 3 丁目的

電 話 天 王. 寺 ⑫ 1 2 9  6  

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 1 3  

電 話 和 歌 山 2 9 8 葬

@  

出B 所
東邦商会

、

‘  

特 長

・1 回塗りで肉厚仕上げが出来 る。

・吊l子. ロー ラー. スポシデでも1 l 袋が容易

で. 量れたり流れた りしないので衣服を汚

すことは殆どない。

. ot 燥が速い( 指触30分〉ので作業が容易で

ある。

・ゼ ｾＭ状のた め 使用問慢持の必要がなト。

ゼリー抹墜塗料
可ｾ

ペイント

圃圃園

マヂック

阪C@_*ペイジD 東ｊ ･ＺＮ ｜Ｍ｜Ｎｊｊｾ＠ 京大
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党内液製かろス

慶宅蓋霊安ト

製造元大日本硝子工業蓄量

ポリ エス テノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

6尺 x 2尺4寸( 波型) '  

大 阪 支 庖 大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話土佐掘@3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスフ ァノレト防水工 事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アス フ ァノレ トタイ ノレ工事 警

察耐酸モ ノレタノレ工事 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業. PK • 
大阪市北 区 浮 田町82番地 電話豊 崎@1333番

ぷ (

ミ 1
ー ト ::/ : ，'，:  ':: ‘  

一一一一一孟一一一ｾ｜

、 ｟ＱＱＱＱ 出ｾ監・咽国園面・・・・・・・・・ ｆ

闘 . G. C 試

， .  

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外玄業株式会私

N.G. イ ンν ュライト断熱材製造発売元
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主

，・

• 

• 

(  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は |  

4 製 造 業 社

協 和 建

k. k. 工

k.k. 工

大 恵

国 島 応 用

東 亜

材 ヱ 難 k. k.

英 社

盛 章土

工 業 k.k.

化 工 k . k. 大阪出張所

工 業 k.k.

業 k.k.  大阪営業所日 遷 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k.k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k. k .

内 田 商 会

梅 本 石 油 k.k.

枝 松 商 会

大 阪 朝 日 涯 膏 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k .k .

川 崎 物 産 k.k. 大 阪 支 后

中 西 遷 膏 産 業 k.k. 大阪営業所

k .k. 長 野 商 庖

日 本 建 設 興 業 k .k.

前 回 商 庖

山 女 商 事 k. k.

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k. k .

k. k . 井 上 浄 夫 商 庖

k.k. 石 田 建 材 庖

オ り ヱ ン タ ル ア ス フ ア ル ト 工 業 k.k.

大 阪 耐 強 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k.k.

カ ナ z 商 J苫

共 栄 漫 膏 工 業 k .k .

k. k. 木 下 謹 三 商 庖

k. k. 久 保 商 庖

清 水 興 業 k .k .

k .k. 新 光 商 庖

高 野 ア ス フ ア ル ト k.k. 

k. k . 大 和 商 会

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k.k.

日 新 工 業 k.k.  大 阪 支 宿

日 本 護 育 工 業 孟.k. 大阪営業所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 涯 膏 工 業 k . k . 大阪支庖

マ ル ヱ ス 工 業 k .k .

k. k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k. k. 中 出 荷 会

三 億 工 業 所

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 商 鹿

k. k. 浜 原 豊 商 庖

青 盛 建 材 k.k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k.k.

k.k. 山 本 商 会

砂 賛 助 会 員

丸 善 石 i由 k.k.  

大 阪。市 東 淀 川 区 間 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 西 成 区 楠 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 京 区 西 嶋 里 子 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 淀 川 区』児島 IIIJ 1  6 9 0  

大 阪 市 西 区京s 1J 姻 上 通 1 丁 目 14

大 阪 市 天 王 寺 区 期 越 町 2 丁 目 1

大 阪 市 東 淀 川 区 抗 上 過 3 丁 臼3 9

大 阪 市 京 区 瓦 町 2 ( 三和ピノレ〉

大阪市東区道修町 Ｑ 丁目 ｬＱ ＨｊｙＮ ｉｾ Ｎ長ピノレＩ

大 阪 市 北 区 フJ 才s 1J 4  7  

大 阪 市 凶 区 新 III J 北 通 1 丁 目 5 2  

大 阪 市 北 | え 辺 木 町 4 1  

大 阪 T I i 間 区 雨 期 江 一 審 問J l 4

大 阪 市 天 王 寺 区 痢 越 s 1J 2  

大 阪 市 北 区 絹 笠IIIJ50 (堂ピノレニ隣〕

大 阪 市 北 区 老 必 IIIJ 2 丁 目 7

大阪市北区中之Ａ ［ ｾ 6 丁 自 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大阪市西区江 ｆ 焔 ｾ ｴ 通 Ｕ 丁目 Ｓ Ｕ

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1丁 目 1 3  

大 阪 市 北 区 茶 屋 IIIJ 3  8  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 下 通 1 -J 門 7

大阪市東淀川区元今思 北 通 1 寸日 3 1

大 阪 市 彼 速 区 学 111] 通 2. 丁 目 1

大 阪 市 北 区 序 回 l町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 T日104

大 阪 市 北 区 空 心 11汀1 T  11 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 沼 南 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 館 野 IIIJ 3  4  

大 阪 市 南 区 滋 問J 通 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 凶 区 江 戸 郷 土 適 2 丁 円4 2

大ー阪 市 南 区 高 津 四 務 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 l町 北 通 1 丁 目 4 0

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大阪市東淀川区 木 川 西J 町 2 丁目 6

大 阪 市 部 品 区 都 島 本 通 7 丁 目 4 5

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 庫 区 荒 阻 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生回区北長狭通 6 神繊共栄 ピノレ

岡 山 市 内 山 下 3 0.ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 審 町

松 山 市 茅 町 2 丁 目 9 5  

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目

( アノ F エズ) ! 頃)

(37 1 6() 1) :，! ・857

( 66)  8861- 2  

( 97)  ＴＴＶ Ｐ ・ ｉｗｾ 時

(47)  ｾ ｉＺｬ ＱＭ Ｒ＠

C44i  Ｘ りＨｬ ＭＱ Ｐ ・ Ｑ Ｗ￭ＺｾＭ ヨ

(17)  915  

( 391  924- 5 ・2045

( 23)  1731代 ・2931代

( 23)  1345 ・1346 ・3381

( 36)  900 ・2841 ・2966

(54)  3i85- i  

(34)  8643 

( 53)  4520 ・340l

( 77)  915  

( 36)  774  

( 34)  4305 

(44)  853 ・5196

( 23)  2771- 2  

(44)  5223- 4  

(44)  0255代 ・5392代

(37)  6555- 7  '3B  I  ts" 

( 44) 畠岳i! G-・-456' ; - IU05  

(37)  3340 ・3505

( 53)  4050 ・4190

(37)  1333 

(33)  3679 ・4481 ・8-l 71

( 35)  2922 

( 94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

( 34)  207- 8 ・483(i - i

( 37)  1383 ・2933 ・9377

( 26)  7195- 7 ・4464

(44)  2148 ・4164

( 642  1588 ・1905

(35)  4779 ・0997

( 64)  3434- 6 

( 53)  5281- 3  

(34)  1804 

(37)  3375 

(35)  9231  

(45)  23ω ・2030

( 34)  8157- 9 

(75)  7271 

濃川 ( 5 ) 2697

君臨川 ( 5 2  必30

元町 ( 4 ) 6930 

元町 ( 4 ) 5884 

( 2 ) 4272 

尾道2760

中 ( 2 ) 2881 - 2  

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

松山 2717

(27)  1251(代)

|  … よ ア ス フ ァ ル ト 同 業 会 関 西 支 部 2  河 川 . l I ! I l 江川 66 ) 8861 鈎 6.

9  



ミりナ鋼建株式会最

Lノ ュ

ア

ナ

ス チ ー ル サ ッ

ス ド

式

ノレ

ツ

チ

-・.

-.‘・.

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

具建製鋼

'  
.  

S A S H  D O O R  S T E E L  

宇ー

鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用銅製建具扉の製造

営業品目

近 畿 寧 輔 株 式 曾 結

@  

- 新 ι ぃ 建 築 資 材Ｎｾ亨最高崎

】

• 日 索 ラ ヌ ボ ー ド

日東ボード用プラスター

リフ" フ。レりノフヌ

ヨ り 〆 リ フ " ラ ヌ

ャ ハ ヌ . . = ラヌ

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

フェルト・ルーフインク"

園屋司・・=・F畳ul EjJ司・

ｾ＠

田

区

n
M
ト

ぃ

骨

晶

n

M

m
m

は

l
圃

『

・

a

a

R

H

1

1

Q

d

h

+

島

中

町

村

遣

問

盆

田

町一

高

山

忠

+

E唱

泊

棚

-

h・
可

m

例
ヤ

ヘ

悶

凶

叩

庖

底

。
10 

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材



私 Ｑ 永の陸 ｴ 主乞最高の技術ままらＮｾ
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コビ阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1 丁目48番地

電 話 新 IIIJ @l 432 ・1247 ・6706 番

東京都中央区日本橋浜町 2 丁目 47番地

電話兜 ｉｉｉｊ｀ ＷＳＰＹ ｾ

大阪支庖

東京支庖
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圧
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日本ガス圧接株式会社代理屈

大 阪 市 西 区 立 先 郷 北 通 1 丁目 29 番 地

庖 、
商禰野• 

@  1  2  1  2 ・1 6 6 7 191 14 4 3話電

8 0 A R D  C E R A  

司

ノアこし化進

り

は

なと

ド

ば 陶 器

に 遭 え

、ホ

え

膏

火 に 遭

水

石

るなrc. ν  スVま

ド

11 

ポ

ｔｅ ｌ 中 ② ＲＲ ＸＱｾＳ

T E L  @  6531 ・2431

T E L ⑧ 2021 ・3486

フセ

売 庖

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

大阪市南区難波書rr地1- 36

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50
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青 盛 建 材 株 式 会 社

中 央 建 材 株 式 会 社

株式 会 社 室 谷 商 庖



舞見御中暑

( いろは)1頃)

大阪市東成区東今里町四丁目

40  

電

建 材 信 和 会

業 株 式 会 社

岩 元

昔からの建材庖ゆるがぬ信用

工7c 岩
元 式 ス カ イ ラ イ ト

元 式 通 風 装 置

( ベンチレ ーター)

建 築 材 料

岩

岩

0 6 1 6 - 7  ⑧ 話雄費民長ネ土
山

出(

 

のそ

大阪市西区新町北通一丁目 40
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③ 印 砂 付 ノ レ ー フ イ ン グ

③印石綿クエノレドノレーフイシグ

除患根 ・地下室・防水及耐厳工事 責 任 施 工 5 2 8 1 - 3  話 @  電績支庖 長

大阪市東区伏見町五丁目 3

東 洋 陶 器 22 大 阪 営業所

中 松

衛 生 陶 器 ・同 附 属 器 具

電 話 @ 4518 - 9・1424

L
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社式株業工板

圃

国

鋼

・

園

東東

阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 衆 畷 ピノレ三階)
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大
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電話荒川@8131- 6

P A T E N T  

N O.  414855， 414856， 424795， 

ＺｾｂＪ シャッター製健所
本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 間川通 6 の33 T E L大阪 (37) お65- 8

名 古hl 文悩 名古島市中区宮出御1! 23 T E L 中 (24)  .4811 

九 州 工 場 福 岡 市 復 旧 町 1268 T E L  ( 3)  1  4  4  

429905 
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町

京

ZB 回

阪・東

問 ・ 県

倉 ・大

?吾本 社

司E 務 所

• 

岩 元 式

スカイライト並開ベンチレチ|
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電 話 ⑧ 0 6 1 6 ・o6  1  7  

エ
一

冗

柑

岩

4  

... ・

13 



ー・ 1

耐火断熱保j Ef果; 令防音

吸音結露 F方 止 に

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 批

Ｑ｜ｾ鹿市 Ｚ ｊｂｕ 繕 ＳＭ マ ｔｅ ｌＨ ｚｊＩ 1601. 1704.5627.562止法制| 工場・大阪市県湾川区宣霊雷原町119 TEL (3町 3101
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40 年 の 技 術 と経 験 に よ り 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

肉例式ペシチレ- ' 1-

ヨシテ=アヌ並に筒型 {Z1222

?222五f f 竺三計施工

最新 1 機械設備

最高/ 設計ト技術

不続 J 研究ト政良

優 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

恒 ヨE

ド- p- 。サッシェ。メタルラス

株式会見岩佐鍛工期
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ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一
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一
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所作製建汎
株 式 会 社

2  9  0  3 ・4 4  &  1  ⑧ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

限

ル

プ

一

一

ベ

ル

祈

念

V

H

H

F

・
-

4

式

…

ユ

ァ

ク

礼

遇

〈

当

事

武

幹

川
一
ぃ

F

A

r

O

O

A

私

鉄材が少 くてすみ錨工簡易任格納庫・ エ嶋 ・体育館の建築には

15 

殺到の御依頼に 応じます Ｈ ｨｬＡｩｊＮ Ｚ は品 ｾ ｊ ｕ 由で す〉

カタログ及び般計参考資料贈鍾

考 案 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東・京 都 中 央 区 日 本 橋 照 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( fJT) 倒43 ・7田J . 7062 
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写 真左 より ビオン

2. ビオン

3. ビオン

フォール

ナ

グループ

ロコ

製 造 元

ｉＺＺＺｾ］ 〆弓 Ｕｆ 噌Ｍ，ＮＮ｟

4. ピオン

5. ビオン

リバー

トーン

6. ビ オ ン ア ー ト

7. ピオンア、ラ、デコラ

ピ オ ン ラ イ ト

( 什ンバヰル金品樋に御希

望の塗装のもの

総 発 売 元

e  置 車 重 量 霊 園Z書 調 匿 量 置
。置問E ヨ震霊童- 盟E 司置E

干上・ 名 古 屋 市 港 区 木 織 田I 6  

出 張 所 ・ 東 京 都 中 央 区 京 情 2 の 4

本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 22

支 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 情 通 1 の 2

支 防 ・ 名 古 尾 市 中 区 朝 日 町 1 の 15

1t の f也 支 抗 出 張 所 ・ 全 国 主 要 都 市
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 屈

25 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

庖

• 

• 
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， .  
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ｬｨ ら ｬｬｾ 建築 ｴｴｬｬ “復彦総 ｬｴ 、警務

触文信ぺT ント脳会祉

ＨｾＩ浪建式
スチールサッシュ・ ドアー

シ ッ ャ タ ー ・ オ ペ レ ー タ ー

一 製 造 販 売 一

柵l I I I I I I 棚副削雌脚町制畑1""HIft聞nlilllH剛酬IUIII蜘IIIIIIIIIIIIIII町m・

電話 @ 7371- 3

電話 骨 1351

日

満

全 コ

国ム

総 タ

代 イ

理 ル

円浪速建枚工業株・・ a 底

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東⑮1171- - 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六7 目木挽館ピノレ六号航船7号 室 電話東京@l 4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ビ ル 内 ) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

19 
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• 板 の 間 鹿 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

砂 O 丸 約 ー 白

ま 円 憧 十 升 木

す で 半 五 . 液

約，j ¥坪四体

五 Y ‘ 九ケ

JI' l' 0 "  

み 二 円 ト

が 九 で タ

電話⑧11658 ・1416

0864- 日

監亙芝
K Kケン トク大阪市東淀川 区新高南通 1- 14

• 
....vョ，

ボ ン デ ラ イ ト

自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 IIJT 2  1 帯 地

明 市 総 昼 間f 1 丁 目 6 祷 地

営 業 所

本 社 工 場

T  E  L . 雨 (75) 0836- 9 ・0830

T  E  L .  1!f!. 4800 ・4801 ・1586

T  E  L . 金 沢(3)3427 ・3428
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カタ ログ ・見本進呈 ・

いの使用でセプシト節約

リヲテーj しを使用することによって 1m
3  

当り材料費が 180 円節約となり肉E つ強度が

10.2
0

o - 6.4 qo相進することにより非常に経

済的な施工が期待し得る

神戸市建設局主主コンクリート混合所

、 ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 』 W / C | 電:11: 自己 fT1三Z 三三 1E 締 強 は

行 7 "28 

プレーイン 65q，;， 1:  2. 3 :  3.8  18cm!  104 192 

リグナーノレ 60
C
包 1  :  2. 5  :  4. 5  22cm 120 245 

ＱＰｾ ｣］ｊ ＱＵ 訪日 ｊｃｾ
神 戸 材 料 株 式 会 社

工 場

‘・

日本建築協会優良詰明

ヲ1t- 9イ阻害

稼式会紅白本セメント防水剤製蓮所

本 社兵! 市県宝塚市高台七の j也J t28 1  ，l i : ぷ，: 以 2 15 3

工 場 尼 崎 市 難 波 本 IllJ 1  3  4  '，1.1n，[ ; 大阪⑩ 8544( 代表)

出 張 所 電 話 東 京 (43) 0  8  7  4  仙台 ( 3)0721 ・4片山li!. (32) 1  3  3  1  

ク ォ ー タ イ ト 式 防 水 工 弔 吉山 γ 世 市 " * : / 、

ぷ 高山工; R 束尽 (25)0161- 3 ・安維工'Jc 福間 (3)5765・六二工業，:':j 必6710

セ メ シ ト 増 強 防 水 剤j

-
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駒
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